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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　雪の朝




　奇き妙みように静かで、静かで明るい。

　この感覚は知ってる。

　布団ふとんの中は暖あたたかい。

　自分以外の暖かさに、手に触ふれた毛皮を撫なでる。犬の毛皮だ。その手を犬の暖かく湿しめった舌したが舐なめる。

　キッチンで煮に炊たきする音がする。

　やがて呼よばれた。

「マルタ、朝食だ」

「お母さん、僕ぼくまだ眠ねむい」

「誰だれがお母さんだ─────!!」

　布団を思い切り引っぺがされた。布団から垂たれ耳で白黒斑ぶちの犬が駆かけ出した。










　窓まどの外はやっぱり雪だった。今年のオスタスで最初の大雪だ。降ふり止やまずに積もっていく。

　暖だん炉ろで薪たきぎが燃もえて爆はぜる。雪の白さが部屋にまで入り込こんで照らしている。

「だいたいなんで僕が呼ぶまで寝ねてるんだよ。朝食の席に着くのは着き替がえてからにしてくれって言ってるだろう。歯を磨みがいて顔を洗あらってネクタイを締しめてから食事だ。カード使いのお前がどんな世界から来たのかは知らないが、ここじゃそういうのが普ふ通つうだし、僕はそうして欲ほしい。おいケチャップを零こぼすな。今床ゆかに落としたコーンはあとで掃そう除じしておくから拾うな。拾って食べるな！」

「飲んじゃった」

　言ってマルタは紅こう茶ちやを飲む。

　リッツは力ちから任まかせにトーストにバターを塗りたくる。

　リッツ・スミスは十五歳で、きちんと梳すいた鳶とび色の髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、顔にそばかすのある人間族の少年だ。古いがちゃんと繕つくろった白いフリル飾かざりのあるシャツとウールのベスト、色味を合わせたウールのズボンといういでたちで、背せ筋すじを伸のばして食事をしている。

　向かいに座すわっているのはこの、マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよの主、マルタ・サギーだ。

　リッツとは対照的に黒髪はばさばさのまま、寝ね間ま着きのままで毛もう布ふを身体からだに巻まき付け当然顔も洗わず、もそもそと食べていく。

「リッツ料理上手だよね」

　それでも口の端はしにドレッシングをつけて、満面の笑えみで言われれば悪い気はしない。

　きちんとした格かつ好こうときちんとした態たい度どで言ってくれたら、素す直なおにありがとう、どういたしましてくらい言ってやれるのに。

　そんなぼさぼさでは溜ため息いきを吐つくことしか出来ないじゃないか。素直に言うのは悔くやしい。

　足元で犬が鳴く。

　垂れ耳で白黒斑の、まだ僅わずかに幼おさなさが残る体つきの犬だ。

　見れば満足げな顔で、からになった皿の横で尻尾しつぽを振ふっている。

「ん？　足りないかい、ジョゼフ犬いぬ」

　犬はリッツの足あし下もとに来て、靴くつに頭をこすりつける。

「あ、ごちそうさまか」

　くうんと鼻を鳴らして、犬は暖炉の前、いろんな布ぬの地じを集めて作ったマットの上に機き嫌げん良く横になった。

「あのマットいいな」

　マルタが笑って見つめながら言う。

「教会のバザーで貰もらった奴やつな」

「お金あるんだから買ってもよかったな」

「使えばなくなるもの、節せつ制せいしないと」

「そうだね」

「大体ここの財ざい政せいと来たらとんでもないんだ。48ギル49テンタで一月暮くらさなきゃいけないって時は、物もの凄すごいキリキリしたぞ。僕ってあんなに知ち恵えを絞しぼれるんだなと我われながら感心したものだ。でも僕が来てからはまだいいんだろ。そもそもなんであんなにお金なかったんだ。お金が底をついていた状態だったろ？　いつの間にかトーリアス警けい部ぶからの報ほう酬しゆうの五分の三が消えてたりするし。取り立てが来たりしやしないだろうな」

「もちろん」

　マルタは言って、両手で茶のカップを持って中身を啜すすってからまた言った。

「たぶん」

　リッツの動きが凍こおり付く。

　そしてそれから茶を飲んで、パンを食べて、コーン入りのオムレツを食べて缶かん詰づめのアスパラガスとベーコンを食べてナフキンで口を拭ふいてから言った。

「全部喋しやべれ」

「あー」

　空くう虚きよな笑顔でマルタは言うが、リッツは動じない。にっこりと笑って両手まで広げて言ってやる。

「話し方がわからないなら教えてやるよ、マルタ。最初から話して、今のこの食しよく卓たくまでたどり着けばいいのさ」

「難むずかしいな」

「簡かん単たんだよ」

　笑顔をかわしながら二人は言い合い、マルタが笑顔のまま口を動かそうとした瞬しゆん間かんにリッツがテーブルを叩たたいて早口で言った。

「やかましい、話せ！」

　食器ががしゃんと鳴ったがジョゼフ犬は驚おどろきもせず暖炉の前で寝そべっていた。







「時にトーリアス警部」

「なんでしょうか長官」

「彼はどうしておるのかね」

「……と、申しますと」

　箪たん笥すみたいな身体の髭ひげのトーリアス警部は、手にしたカップから立ち上る紅茶の香こう気きにうっとりと目を閉とじて鼻の奥おくを膨ふくらませる。

　長官、と呼よばれた、大おお柄がらで髪かみの毛も顎あご鬚ひげも手の甲こうに生えた毛も濃こい、鋭するどい牙きばがしまいきれない紳しん士しは、モノクルの奥の瞳ひとみを僅かに和やわらげる。

「いい茶葉だろう」

　言われてトーリアスははっと顔を上げ、苦く笑しようして答える。

「失礼致いたしました。香気に気をとられまして」

「かまわんよ。署しよの飲料とは比くらべものにならないだろう」

「ご理り解かいいただいているのでしたら、もうちょっとどうにかなりませんか」

「くつろいでいては仕事にならぬよ」

「人間族は脆ぜい弱じやくなのです」

　全く、この人じん狼ろうの警察長官と来たら人が悪い。トーリアスは話を戻もどすことに決めた。

「彼、とはどの彼ですか。質しつ問もんが曖あい昧まいではお答えしかねます」

　冬の朝の光が、窓まどからこの大きな会議用のテーブルに差しこんでいる。鳥の声がする。トーリアスは捜そう査さ明けで眠ねむっていない。目の下に隈くまが浮うき、鼻の下に揃そろえたほかに髭が浮いている。

「デアスミスの弟君だよ」

「ああ……。今は、リッツ・スミスと名乗っています」

「覚えているさ。その偽ぎ名めいも一体どうかとは思うがね。まぁ、リッツ・スミスという名のものは、このオスタスの中で百二十二人いるから、紛まぎれるのに問題はなかろう」

「覚えておいでなのですか、その数字」

「わざわざここに来るのに調べるほど愛らしいつもりはない」

　愛らしい。

　相変わらず独どく特とくな言語のセンスだなと思いながら、トーリアスはまた茶を飲んだ。

「リッツ・スミスはマルタ・サギーのところで住み込みで働いています。半年と少し過ぎたところですな。なかなか馴な染じんで上う手まくやっているようですよ」

「……それはよかった」

　長官は安あん堵どの息を漏らす。

「長官、デアスミスの足取りは」

「杳ようとして掴つかめておらんよ」

「リッツ・スミスにも接せつ触しよくはないようです」

　長官はふむ、と頷うなずく。

「マルタ・サギーの活かつ躍やくは聞いておるよ。カード使いだそうだな。ドクトル・バーチの相手などさせとらんで、それこそデアスミス付きにでもするがよろしい」

　トーリアスは紅こう茶ちやのカップを半はん端ぱに浮かせて手を止めて、考えながら言った。

「殺人事じ件けんには耐たえられないと、マルタ・サギー自身が言っておりますので」

「それを許ゆるすのかね。甘あまいな」

「彼はまだ子こ供どもで覚かく悟ごもないのです。けれど、いずれ否いや応おうなくデアスミスとのことに巻まき込まれていくのも、また、わかっていることです。……そして、巻き込むのは私です。ですから」

　長官は目を閉とじて鼻息を吹ふく。

「レケニスの新作の歌か劇げきを見たかね」

「いいえ。まだ」

「………それを知れば、知らなかった自分には戻られぬ。けれどその時は必ずお前に訪おとずれる。だから、少年よ。今はまだ無む垢くなまどろみの中にいるがよい」

　歌劇の中の台詞せりふだろう。抑よく揚ようをつけて長官は言い、トーリアスは微笑ほほえんでソーサーにカップを戻す。長官は一転、目を光らせて吠ほえるように言った。

「歌劇ならそれでもよかろうが、ことは犯はん罪ざいである！　そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではなかろう！　デアスミスはオスタスにいて、大手を振ふって歩いているのだ！　いいか、トーリアス。リッツ・スミスでもマルタ・サギーでも構かまうものか、使え！　何より大事なものはオスタス市民の安全だ！」

　ガラスがびりびりと震ふるえるほどの声だった。

「いいな！」







　そんなことがあって、トーリアスは雪が降ふる中ふらふらとマルタ・サギー探たん偵てい事じ務む所しよのビルの方へと足を向けた。

　雪は降っているが暗くはなく、足あし下もとには影かげさえ出来ている。行いき交かう人たちは慎しん重ちように足を運び、会社のビルの前は早出の社員が、家の前は旦だん那なを見送った奥おくさんが雪かきをしている。馬車も蒸じよう気き自動車も、ゆっくり走る。奇き妙みように静かな雪の朝だ。元気なのは人間族や動物系けいの子供たちで、リザードマンや蛇へび種しゆの者たちはさすがに動きがとれないようだ。まるで姿すがたを見かけない。

　オスタスの門は全すべての種類の者に開かれているが、構こう造ぞう上人間族に近い者達が集つどう傾けい向こうにある。恒こう温おんで、直立。手指が使える。言語による会話が出来る。例外は多々あるが、オスタス市民の多くは人間族に近い。逆ぎやくにオスタス市民には住みにくい街もこの国には多々ある。別にだからと言って憎にくむわけでも蔑さげすむわけでもない。違ちがうことに拘こだわっていたら、この社会は成り立たない。

　勿もち論ろん同じ種族同士で街や国を作っているところもあるが、歴史的に見てそれは長続きしない。

　テイ・ノ・グー王国然しかり、ランランタン集落然りだ。

「つまり多様性せいなんだよフレッド」

　高校の寮りようで彼はそう言った。ベッドにクッションを積んで寄よりかかって。その横には資し料りようとノートの山。手には紅茶。学問が楽しくて、よく議ぎ論ろんした。眼鏡めがねの奥おくの瞳が楽しそうに笑えんでいた。

　雪を踏ふんで歩く。

　クレイフル・ソーマンソー。

　今は連続殺さつ人じん犯はんとして手配されている男だ。

　長い間友人だった。

　考えに沈しずんで歩いていたが、前から来た黒いコートを着た男性がバランスを崩くずした。足を滑すべらせたのだ。

　咄とつ嗟さに手を出したが支ささえるまでもなかったかとは、後で思った。黒い長い巻き毛を一つに結んだ、トーリアスから見ても整った顔立ちと体つきの、麗うるわしい青年だった。

「失礼。いやこの雪ではね。ありがとう親切な方」

　青年はそう言って微笑む。その頬ほおが白く、目元が青い。雪よけの帽ぼう子しもかぶっておらず、その黒くろ髪かみに雪が映はえる。香こう水すいが強く匂におう。

「いえ、この程てい度ど。どうも節せつ介かいが過ぎる性た質ちでして。お顔の色がお悪いですが、どうかなさいましたか」

　その言葉に青年は口の端はしを上げて穏おだやかに言う。

「……本当に心根のお優やさしい方ですね。貴方あなたの奥方は幸福だ。何、友人の結けつ婚こん式しきがありまして。その後朝まで他の友人たちと話し込こんでしまって眠ねむっていないのですよ。今から帰るところなのです。はは、眠くて仕方がない。それでは」

　青年は言うと足早に去っていく。

　トーリアスは何となくその背せ中なかを見つめて呟つぶやいた。

「いい若いもんが、朝まで話して酒の匂いも煙草たばこの匂いもしないというのはおかしいよ、君」

　だからと言って職しよく務む質しつ問もんをするわけにもいかないし。

　ふとトーリアスは鼻を鳴らす。残り香がは甘あまい麝じや香こう。

「……女性のところにでも行っていたかね」

　雪に呟き落として歩を進める。

　青年はそのまま雪を踏ふんで歩き、角を曲がり、そこで待っていた黒くろ塗ぬりの蒸気自動車に倒たおれるように乗り込んだ。

　扉とびらが閉しまれば車は滑るように走り出す。青年は後部座ざ席せきに重く身を凭もたせ掛かける。

「やられたよ、ジャック。手て傷きずを負った」

「屋や敷しきに戻もどるまで保もちますか。この雪ではどうにも急げません」

「ああ、私もドクトル・バーチの名を名乗る者だ。応おう急きゆうの手当ぐらいはな」

　言って青年は後部座席の下から黒い鞄かばんを取り出し、金具を器用に片かた手てで外した。その動きは流れるようで、視し線せんは苦しげに床ゆかに落とされているというのに淀よどみがない。まるで魔ま術じゆつのように金具を外し、まずは鋏はさみを取り出して、血に濡ぬれて重たいシャツを切っていく。

「それを仰おつしやるなら、手傷など負われませんように」

「それもそうだ」

　痛いたみに脂あぶら汗あせを浮うかせながら、ドクトル・バーチは苦く笑しようする。

　ハンドルを握にぎり、雪の中を慎しん重ちように車を進めているのはゴブリンのジャックだ。泥どろ色いろでごわごわした皮ひ膚ふをしていて、身体からだが小さい。服ふく装そうはシャツとベストとズボンとネクタイ、ツイードのジャケットと白い革かわの手て袋ぶくろという姿だ。通つう常じようゴブリン族は、知性が偏かたよっていて戦いを好むと言われているが、ジャックはそうではなかった。

　オスタスでは全ての例外は当たり前のことである。

　エルサイド・ヒルに置かれたバーストン侯こう爵しやくの銅どう像ぞうの台座に書かれている言葉は、オスタス市民共通の認にん識しきだ。

「この香かおりは、オトムキですな。趣しゆ味みがお悪くなられましたか。ドクトルには、麝香の香りは過か剰じようさばかりが目立つとナンシーが」

　引きつるように笑って、脱だつ脂し綿めんに消毒薬を含ふくませ、自分の傷を拭ぬぐい、痛みに息を詰つめながらバーチは答えた。

「ナンシーのセンスには逆さからわんよ。だが、血のにおいを誤ご魔ま化かさなくてはならなかったからな。ユースフの香水を見つけたから失しつ敬けいしたまでのことだ。……案の定今朝はとことんついてない。トーリアスに会った。会話までしてしまったよ。全く」

















　言う間もバーチの指は動き、自分の傷の縫ほう合ごうをし、患かん部ぶの保ほ護ごのためにガーゼを貼はって、熱冷ましを水無しで飲み、器具と鞄をしまってしまうと、今度こそ身体全すべてを座席に預あずけ目を閉とじて言った。

「寝ねる。着いたら誰だれかに私を寝しん室しつに運ぶように言ってくれ。あとは任まかせる」

　ジャックの返事を聞く間もなく、バーチは泥のような眠ねむりに落ちて行った。







　トーリアスは眠い目を擦こすって立ちつくす。

　子こ供どもたちの歓かん声せいと悲鳴。

「行けー！　やっつけろー！　マルタは雪だるまの裏うらだ！」

「アイアイサー！」

「待てーマルター!!」

　きゃあきゃあと歓声をあげて子供たちは雪玉を作っては投げ、リッツの指し揮きの元、逃にげ回るマルタを追いつめる。マルタは雪だるまの裏、建物の裏、小道と動き回り、トーリアスの視界から消えたり入ったりしているが、目に映うつるたびに確かく実じつに雪がマルタの身体を白く飾かざっていく。

「おはよう。君たち学校は？」

　走り回る子供のうちの一人の、コートの襟えりを指で引っかけてトーリアスは訊きいた。コートの襟を指で引っかけられたまま、子供は手足をばたばたさせながら答える。

「今日大雪だから休みになった」

「ほんとか？」

「ほんとだよ！」

　笑って言うと子供は身を捻ひねってトーリアスの指から逃のがれてマルタを追った。

「トーリアス警けい部ぶ。珍めずらしいですね、こんな朝に」

　自分も雪まみれになった帽ぼう子しと手袋とコートとマフラー姿すがたで、リッツはトーリアスに駆かけ寄よる。

「ああ、ちょっと話があってな」

「よかった。僕ぼくもなんです」

「え？」

「あいつになんで金がなかったのか、本気で問いつめたんですけどまるで要よう領りようを得ないもので。雪合戦に負けたら話すとか言いやがって」

「ああ、俺おれが話してやるよ。中に入ろう。マルタ！　おはよう！」

　トーリアスは口の横に手を立て、逃げ回るマルタに大声で言った。マルタは子供たちに雪玉をぶつけられながら手を振ふって答える。

「おはよう、トーリアス警部！　顔色が悪いぞ、ちゃんと寝てるか!?」

　言われてリッツとトーリアスは顔を見合わせる。

「ああ、本当だ。寝てますか？」

「んー、いや。実は夜や勤きん明けでな」

　言ってトーリアスは常つねには綺き麗れいに剃そっている顎あごを撫なで、手袋にすれる感かん触しよくを確かく認にんした。

「もっさりしてるかね。印象が」

「はぁ。でも、身だしなみのことではなく。顔色悪いですよ。すこし寝ていったらどうです。朝食の残りもありますし」

「ああ、そうさせて貰もらおうかなぁ。家まですこしあるからな」

「一人暮ぐらしでしたっけ」

「まあ、嫁よめの来き手てもまだないし。誰かおらんかな」

「うーん。誰かいないかな。考えておきます」

　生き真ま面じ目めに腕うでを組んで言ったリッツにトーリアスは笑う。

「いいよいいよ」

「いいことかどうかわかんないんですが、僕、オスタスで知り合いも増ふえてきましたから」

　僅わずかに恥はずかしそうに言うリッツを見つめ、トーリアスは出来るだけ淡たん々たんと言った。

「長官がデアスミス探たん索さくに本ほん腰ごしを入れろと言ってきた」

　リッツの背せ筋すじが張はる。

「……お前とマルタにも協力して貰もらわなければならないだろうな」

「……はい」

　リッツは弱い声で言い、そしてそれを恥はじるように言い直した。

「はい」

　今度は強い声が出たが、それはどこか痛いた々いたしいとトーリアスは感じる。

「あのー失礼します」

　トーリアスとリッツに声がかけられた。振り向けばそこには、黒いマントと黒い帽子の、眼鏡めがねをかけた女じよ性せいがちょこんと立っていた。

「こちらに、マルタ・サギーさんはいらっしゃいますか？」

　年の頃ころなら二は十た歳ちをすこし過すぎたくらいだろう。身体からだの前に鞄かばんを持ち、なんだかとっぽい感じの女性だった。丸眼鏡をかけていて茶色の髪かみを真ん中で分け、耳の上で両方編あんで丸くしている。プレッツェルかでなきゃチュロスみたいだとリッツは思う。

「ああ、あの、雪まみれになってるのがそれですが」

　トーリアスが言うのに、女性は安あん堵どしたように笑う。

「まあよかった。わたくし、『カード戦争』委員会から参りました、シェリー・オーウェンと申します。お取り次ぎをおねがいできますか？」








　第二章　『カード戦争』委員会




　マルタはリッツとトーリアスに両りよう脇わきを挟はさまれて引きずられて事じ務む所しよに戻もどり、雪を払はらって中に入れられ、コートを脱ぬがされ椅い子すに座すわらされた。

　向かいに座っているのはシェリー・オーウェン女史で、マルタは彼女の指し示じで『名めい探たん偵てい』のカードを１枚まいテーブルの上に置いている。

　妙みような緊きん張ちよう感かんが部屋の中には漂ただよっていた。

　座るマルタの後ろにはリッツとトーリアスが立って見守っている。

「お茶とか、ホントに結けつ構こうですから」

　シェリーは外からこの暖あたたかい室内に入っても曇くもりもしない眼鏡越ごしに、キッチンに行こうとするリッツに言った。

「あ、そ、そうですか」

「はい」

　シェリーはにっこりと笑い、失礼しますねと言って名探偵のカードを手にとって検けん分ぶんした。

「あー。はいはい。はいはいはいはい」

　何を納なつ得とくしているのかわからないが、そんなことを言いつつシェリーは頷うなずいている。マルタはどこかおずおずと言う。

「アーバーズでー籤くじに当たったんですけど……。エントリーってこれでしてるんですけど」

「はいはいはい。存ぞんじておりますよー」

「あの、シェリーさん。僕カード使いになってからあっという間にここに飛ばされたし、カード使いの知り合いあんまりいないんでいくつか質しつ問もんさせていただいていいですか」

　マルタの言葉にトーリアスとリッツはぐっと身を乗り出す。

　そうなんだ。

　というのと、色々訳わけがわからないカード使いの生せい態たいについて知るいい機会だ。

　そしてマルタはマルタで必死だったので二人のそんな様子に気がつかない。

「え、あら。そうなんですか。オリエンテーションもお済すみでない？」

「オリエンテーションっ？　そんなのあるんですか？」

「あらやだ。ご存じないんですか。カード戦争には紹しよう介かい者しやが必要なんですけど、まあ、なんといいますか、ずいぶん不親切な方だったんですねぇ。まさか伝説の偏へん屈くつ者の戦士レディケアにでも紹介されたのですか？　もしそうなら不運でしたわねぇ、なぁんてあははは」

「いや、アウレカに」

　シェリーの顔が一いつ瞬しゆんにして同どう情じように満ちた真ま面じ目めな表情になる。

「申し訳ない。冗じよう談だんではすみませんでしたわね」

　どんなんだ、そいつ。

　警けい部ぶとリッツはそう思い、マルタは短く溜ため息いきを吐ついた。

「……あいつ、元気なんですか。てか、生きてますか」

「ああ、悪い知らせをお伝えしなければ。心が痛いたみます。彼はぴんぴんしています。どうか気を落とさないで」

　シェリーはマルタの手をそっと取って、慰なぐさめるようにとんとんと叩たたいて放した。

「それは本当に残念です。せめて酷ひどい目に遭あってるといいんだが」

　沈ちん痛つうな響ひびきを持つマルタの言葉にシェリーは深く頷いて同意を示しめした。

「ご苦労なさいましたでしょう」

「わかっていただけて嬉うれしいです」

「有名ですもの」

「身の不運を嘆なげくには、お話の途と中ちゆうですね。どうぞ続けて下さい」

　マルタは苦く笑しようして、軽く手を動かしたがシェリーの顔に笑えみは戻らない。

「いえ。同情致いたしますわ。委員会では全すべてのカード使いの動向を把は握あくしています。それは取とり締しまるのが目的のことではないのですが、アウレカ氏に対してはそのことが悔くやまれますわね。犯はん罪ざいを行っているわけではないのですがなんと言いますか……」

「迷めい惑わくなんです」

「そうです」

　言い放たれたマルタの断だん言げんに、シェリーは同意し、それから二人は同じ長さで息を吐はいた。

「この仕事をしていますと、何人か関かかわりたくない方はいますけれど、ある意味アウレカ氏はトップです。ぶっちぎりですね。連続殺人犯よりタチが悪い」

「カード使いに連続殺人犯がいるんですか？」

　マルタが驚おどろいて言うのに、シェリーは平然と答える。

「はい。カードは力を及およぼされるものにとって天てん災さいに近い力を持っています。例えば貴方あなたのこのカード」

　シェリーは手に取った名探偵のカードを軽く振ふり、マルタの目を見たままどこか淡たん々たんと言った。

「関係のある人間たちの時間をさかのぼり、精せい神しん状じよう態たいや行動にまで支し配はいを及ぼします。時間をさかのぼるという意味は、多分体感的にはご存じでしょう。カード発動時に、その場所にある人物が到とう達たつするというのは、カードの力が時を超こえて及ぶということに他ほかなりません」

　マルタは気がつかないが、トーリアスとリッツはマルタの背はい後ごで息さえ呑のんで、シェリーの話を聞いている。

「同じように、人の行動、時間、精神状態、天候や自然現げん象しようにまで影えい響きようを及ぼすカードは少なくない。カード使いというのは極きよく論ろんすれば神の代行者とも言えるかも知れません。そんな力を持って、精神的に変化を遂とげるプレイヤーもいます。彼らに話を聞けば、共通するのは、カード使い以外の人間をカード使いが殺して何がいけないのかわからない、と」

「……貴方がたはそういったプレイヤーたちにどう対たい応おうしておいでなんですか」

　耐たえかねたようにトーリアスが口を開いた。

「私どもカード戦争委員会は、カード戦争におけるプレイヤーの便べん宜ぎを図はかるために存そん在ざいしているのであって、プレイヤーの取り締まりは業ぎよう務むに含ふくまれてはいないのです」

「……すると貴方がたは、人を適てき当とうに選び出して神に比ひする力を与あたえ、その力の施し行こうをなんら統とう制せいするものではないと？」

　トーリアスの何か、押おし殺したような言葉にシェリーは笑みを浮うかべるでもなく答える。

「ええ。フレッド・トーリアス。オスタス市ではあなたがカード使いの担たん当とうの窓まど口ぐちですわね。お見知りおきを。前の担当者は挨あい拶さつもしませんでしたようで」

「よろしく。シェリー・オーウェン」

「とは申しましてもね」

　とシェリーは表情を和やわらげて言う。

「そんなカード使いは滅めつ多たにいないというのも事実です。少なくともまだ私は遭そう遇ぐうしてませんわ」

「では、何な故ぜ貴方が派は遣けんされたのですか。今のままで問題ないのだったら必要はないはずですよね」

　今度はリッツが言った。

　頭の上の両側からそれぞれ繰くり出される質しつ問もんに、マルタは視し線せんだけを動かす。

「あら、そんなことはありませんわ。前ぜん任にん者しやの寿ことぶき退たい社しやってこともありましてよ？」

　にっこりとシェリーは言い、マルタは相変わらず誰もが何語で喋しやべっているのかわからない。『寿退社』にあたる状じよう況きようがオスタスにあるんだろうか。

「それはそうですけど」

　あるみたい。

　リッツの少し不満そうな答えにマルタは半笑いになる。

「じゃぁ、このオスタスにカード使いの殺人者はいないんですね？」

　一瞬、間があった。

　シェリーは不思議に透とう明めいな目でリッツを見て、それから笑った。

「委員会の規き定ていで、お答え出来ません」

　嘘うそだ。

　その言葉はほぼ肯こう定ていに近い。

　カード使いの殺人者は、オスタスにいて、そして委員会はそれを取とり締しまる気はないが監かん視しはするつもりだ。

「私は、マルタ・サギーのフォローに参りましたの」

　シェリーはどこか不ふ敵てきに微笑ほほえんで、革かわの鞄かばんを膝ひざの上に乗せると金具を外して開き、中からカード大のケースと、マルタには見覚えがあるポケットサイズの冊さつ子しを取り出してテーブルに置いた。

　ワールドワールドワールドワールドワールド出しゆつ版ぱん社しや発行の。

　スクラッチカードがついた本。

　オスタスに飛ばされた時に、おそらく家に置いてきてしまった本。

「これがカード戦争の手引き書です。スクラッチをどうぞ、マルタ・サギー。滅多に出ない大当たりは貴方の場合イレギュラーカードでした。委員会が正式に発行したカードではありませんし、何故そのようなものが紛まぎれこんでいたのかも今のところまだ不明です。ですから貴方にはスクラッチをする権けん利りがあります」

「……一人一回なわけですか」

　苦く笑しようして言うマルタにシェリーは微笑む。

「そりゃぁ何冊でも買えば出来ますけどね。買ったからと言って当たるものではないのです。なにしろスクラッチカードもカードですから」

　言ってシェリーは意味深に口の端はしを吊つり上げた。

「カード戦争における全すべてのカードには意思があります」

「当たり外れはカードが決めるっていうのかい？」

　驚おどろいてマルタが言い、シェリーは頷うなずく。そして微笑んで百円硬こう貨かをテーブルの上に置くと滑すべらせてマルタの前に寄よせた。

「さしあげますわ。お懐なつかしいでしょう」

　銀色の硬貨。桜さくらが描えがいてある。桜。桜を見ない春は、初めてだった。

「リッツ」

　百円硬貨に視線を落としたまま、マルタは言って肩かた越ごしに手を差しだした。

「えっ、何？」

「７テンタ硬貨あるか」

「……あるけど」

　リッツはポケットを探さぐり、何枚まいかの硬貨を掴つかみだし、その中から７テンタ硬貨を取りだした。レリーフは羽根と数字。羽根は女王の象しよう徴ちよう。女王陛へい下かの正体は髪かみが蛇へびで身体からだが鳥、胸元と首が人間の、姿すがたを見たもの全て石になるというゴルゴンだ。

　それはオスタスの誰だれもが知っていることで、こうしてデザインのモチーフにもなっている。

　市民国民の畏い敬けいの念を一身に集める女王の顔は、誰も見たことがない。

　けれどもその統とう治ちの有様や、言葉を交かわしたものが受ける感かん銘めい。

　彼女こそオスタスの女王。

　マルタの忠ちゆう誠せいは彼女のもの。

　桜は綺き麗れいだから好きだ。

　いつでも春には桜があった。散り時には、迷めい宮きゆうに迷まよい込こんだかと思えるほどだった土手の並なみ木き。

　春の日の匂においや熱が、身体の奥おくに蘇よみがえる。

　けれど今は、ここはオスタスだ。

　マルタは女王陛下のレリーフのある硬貨で、銀を削けずった。

「おめでとうございます」

　シェリーが笑う。

　中から現あらわれでた字は四等。

「四等は救きゆう援えん５枚です」

　魔ま術じゆつ師しのようにシェリーはどこからかカードを取りだして扇おうぎの様に５枚広げた。

「救援は召しよう喚かんカードです。特定カードではありませんがまぁ、さほどよく見るカードでもないですね。使い方はカードが教えてくれるでしょう。召喚対象は、プレイヤーが知っている人です。指定はプレイヤーが出来ます」

「……架か空くうの人物とかは」

「出来ません。それとここからはサービスなんですけど、ストック構こう築ちくのアドバイスをさせていただきますわ、よければ……その。同どう情じよう心しんからですけど」

　シェリーは言いにくそうに言ってマルタを見た。

　マルタは少し項うな垂だれて立ち上がる。

「ストックを持ってきます……」

　そう言って部屋に戻もどると、マルタは下の雑ざつ貨か屋の封ふう筒とうに入った何かを持ってきた。手の中に収おさまるくらいの大きさと厚あつみ。

　また椅い子すに座すわって封筒の中から中身を取り出せば、ひとかたまりのカードの山。

「まだ対戦したことないんです。カードって高いんですね。ローン組んだんだけど、この間ようやく終わって……」

　マルタの言葉にリッツが驚いて目をむく。

「……それか！　極ごく貧ひんの理由！」

「う、うん……ごめん……」

「なんで謝あやまる」

「だって、リッツには関係ないのにうっかりローンなんか組んだから」

　リッツはそれを聞いて腕うでを組み、マルタを見下ろして言った。

「いや、いいんだ。いいんだが、理由を言わなかったことはよくない」

「だってお前カード戦争に関係ないから」

　身を捻ひねって言うマルタを見下ろしたままリッツは告げた。

「お前の助手なんだからあるだろ。シェリーさん。僕ぼくにもカードの使い方教えて貰もらってもいいですか」

「ええ、どうぞ」

　シェリーはにっこり笑い、リッツとトーリアスは視し線せんを交かわすと椅子を持ってきてテーブルの横に置いて座った。

　トーリアスは勝手にマルタの部屋に入って勝手に椅子を持ってきたから、マルタはおいおいと言いつつ横目で見たが、別にトーリアスは悪びれなかった。

「もうちょい家具揃そろえたほうがよかないか。今度の休み、買いにいくなら付き合うぞ。古物市に案内してやる」

「あー、まぁ。考えとくよ」

　シェリーはにっこり笑って胸むねの前で軽く手を合わせた。

「さてはじめましょう。この「『カード戦争』・基き本ほん知ち識しき」に、ざっと書いてはありますが、最初からレクチュアしましょうね。まず、プレイヤーは30枚のカードを使って戦います。戦いの宣せん言げんはまあ、カードが教えてくれるでしょう」

　リッツは置かれていた「『カード戦争』・基本知識」を手に取って開き、一度机つくえに戻るとペンとインキ壺つぼと紙を持ってきた。紙を本と同じサイズに折る。

「リッツ、お前学校の成せい績せきよかったろ」

　マルタが感心して言うと、リッツは顔も上げずに答えた。

「これくらい当たり前だろう」

「できるやつだよ、ふつうにそういう事するのは」

「マルタはどうだったんだよ」

「僕はふつう」

　マルタは軽く肩かたを竦すくめて言い、シェリーはかまわずマルタのカードの山を指して言った。

「こちら、お借りしてもようございますかしら」

「あ、はい」

「失礼します。カード使いにとってカードは命ですからね。勝手に触ふれるわけにはいきませんの」

　言ってシェリーはマルタのカードを手に取った。

「ではまずは基き礎その基礎から。カード戦争はプレイヤーにとって、基本的には一対一の戦いです。例外もあります。現げん在ざい五千七百飛んで三種類のカードの中から選んで、組み合わせて30枚まいの山を作ります。この山をストックと呼よびます」

　ふんふん、と三人全員が頷うなずき、リッツが紙にペンを走らせる。

「ストックの中には同じカードは５枚以上入れてはいけません。カードにはいくつかの種類があります。魔ま法ほう、仕し掛かけ、部品、支し援えん、特とく殊しゆ。そしてこれがメインになりますオブジェクト・カードです。マルタさんのストックには15枚。まあ悪くないですね。ちょっと多いかな」

　シェリーはマルタのストックの中からカードを抜ぬいてテーブルの上に並ならべていく。

『青年・武ぶ術じゆつの達人』『天才少年』『若わかい踊おどり子』『女性・ソードマスター』『豆とう腐ふ屋の主人』等。

　共通しているのはシルエットにそれらしい意い匠しようと簡かん単たんな装そう備びが付いているというそれだけの絵え柄がらだということだ。

「これが戦いの主役になるオブジェクト・カードです。低いレベルのものであれば代だい償しよう無しに呼び出せますが、レベルが高くなり特殊効こう果かのあるものになれば、呼び出しに条じよう件けんが付くのが普ふ通つうです。場に一体しか呼び出せません。破は壊かいされるまでそのままです。途と中ちゆう交代は出来ません。戦いはストラグルと総そう称しようされます。ストラグルの概がい念ねんを説明します。えーと」

　シェリーは何か無いかなときょろきょろと室内を見回し、暖だん炉ろの前に寝ねそべるジョゼフ犬を見つけた。手て招まねきすれば寄よってきたので、よしよしといいながら膝ひざの上に抱だき上げる。

「うふー可愛かわいいな」

「可愛いでしょ」

「可愛いんですよ」

















　マルタとリッツに言われ、シェリーはうんうんと頷く。横で見ていたトーリアスはジョゼフ犬のお父さんが二人いると思ったが黙だまった。

　膝の上で尻尾しつぽを振ふりながら、ジョゼフ犬は前足をテーブルの上に乗せる。

　後ろから抱だいて、シェリーは視線だけをマルタに向けて言った。

「ストラグルの概念ではこの子がオブジェクトです。そして私がプレイヤーだとします。マルタさんと対戦しているとします。私はオブジェクトに指令をだして、攻こう撃げきさせます。それ、ひっかけ」

　言いながらジョゼフ犬の足の関節を掴つかんで伸のばし、マルタの方に出させる。マルタは手を差しだして、手の甲こうに肉にく球きゆうを感じてうわあとか言ってみた。

「今はマルタさんは剥むきだしの状じよう態たいですから触さわれましたが、実際のストラグルではそうはいきません。ガードもするし反撃もするでしょう。だから私は魔法をかけたり、仕掛けを使ってマルタさんの気を逸そらしたりします。また、ダメージも受けます。ストラグル中、理想の状態というのは最初から最後まで一つのオブジェクトで勝つことです。オブジェクトにはライフマーク、ディフェンスマーク、オフェンスマーク、更さらに回かい避ひ率りつや命中率などの設せつ定ていがなされています。ライフマークが相手の攻撃によって失われて０になってしまえば別のオブジェクトを呼びだすしかありません。そのとき手札……ファンと呼びますが……に新しいオブジェクトがいないと、相手の攻撃をプレイヤーは直じかに受けることになります。だから……マルタさん攻撃して下さい」

　言われてマルタはジョゼフ犬の足の上に指を置いてくりくりと回した。

「攻撃。手の甲マッサージ」

　ジョゼフ犬がくすぐったがって足を引いた。

　シェリーは笑いながら言う。

「マルタさんの攻撃が10だとします。このこの防ぼう御ぎよ力が４だとします。ひいて、６がプレイヤー、私のダメージです。このこはストラグルフィールドから退たい場じようします」

　言ってシェリーはジョゼフ犬を床ゆかに下ろしてやった。ジョゼフ犬はまた暖炉の前に寝そべった。

「プレイヤーにはそれぞれ一定数のマークが配分されています。それは各人のレベルに拠よらず、低い方のレベルに合わせられます。このこがいない場合には私のダメージはそのまま10です。ちなみに、マルタさん、ストラグル回数ゼロにしては結けつ構こうレベル高いですよ」

「ふえっ？　なんで？」

「名めい探たん偵ていのカードを何回か使っているからです。それはワークという方法です。それでも経けい験けん値ちが上がります」

　へえ、と三人は感心し、トーリアスが横から口を出した。

「だが、そのオブジェクト・カードがなくならないように、いっぱい入れておけばいいんじゃないのか。沢たく山さん種類があるんだろ」

「ええ、そうですね。けれど30枚まいという数はそう多くありません。オブジェクトカードを多数入れたら他のものが入りません。理想としてはオブジェクト１枚だけ入れて、最初のオーダーでヒットして、そのあともそのオブジェクトが破は壊かいされることなく戦い続けられれば最高なのですが、なかなか最初のヒットで１枚だけのオブジェクトが出るというのは難むずかしいのです。またファン全てがオブジェクトだった場合、まぁ……何も出来ずに負けるんじゃないでしょうかねぇ。例外的なオブジェクトはありますけど」

「はい、質しつ問もんです」

　マルタが片かた手てを挙げて言った。

「なんでしょう」

「ヒットってなんですか」

「自分のオーダーの時に、ストックからカードを引くことです。ファンは基き本ほん的に５枚です。ヒットは基本的に一回１枚です」

「はい、質問です」

　リッツが片手を挙げて言い、シェリーは微笑ほほえみを向けて言った。

「オーダーというのは自分の順番です。ストラグルは私の番、マルタさんの番、私の番、マルタさんの番というように基本的には交こう互ごに行われます」

「はい、質問です。基本的にって」

　トーリアスの質問を奪うばうようにシェリーは笑え顔がおで言う。

「カードの中にはストックから指定枚数カードを引けるものも、または全く引けなくするものもありますし、同じように順番を変えるものもあります」

　にっこりとシェリーは言う。

「他にご質問は？」







　シェリーは雪の中、鞄かばんを持って出ていった。

　カード戦争委員会が用意した住じゆう居きよがあるという。トーリアスが住所を見て案内することになった。シェリーは鞄は持たせてくれなかった。

　あのあと、マルタはシェリーに質問した。

「アウレカが、指定カードの竜りゆうを召しよう喚かん出来る剣けん士しっていうのを持ってたと思うんだけど。それって強いのか」

「……それねぇ。……オブジェクト・カードなんですよ。しかも召喚機き能のう付き」

「それだとどうなんだ？　レアいの？」

「レアですね。……それと、オブジェクト・カードがそれだという意味は、まぁストラグルを実じつ際さいに体験なされば理り解かい出来ることと思いますよ」

　やりとりを思い出して、マルタは窓まどの外の雪を見る。

　リッツは熱心にメモと本を見ておさらいしていた。

「マルタ、お前のストック、魔ま法ほうカードが足りないんじゃないのか？」

　テーブルの上にマルタが持っている全てのカードを広げて、リッツは効こう果かや特とく性せいを覚えていく。あっという間にストックなんて言葉も使いこなしている。

「うーん多分ー」

「多分て」

「まぁーなんとかなんじゃねぇかなー名探偵のカード、まだ沢山あるし」

「なくなったらどうするんだ？　使い切ったら」

　リッツ。それは今まで沢山考えた。考えたけど答えが出ない。だから。

「その時考える」

　マルタは言って窓の外を見た。

「まぁ今、お前が助手としていてくれるんだ。それはカードを使った結果だもん。使い終わったら終わったで、何かが残ってはいるだろうさ」

　雪のように溶とけて無くなるわけでもないし。

　雪だって、溶けて流れりゃ水にもなるんだし。

　リッツはこっそり照れて顔を赤くしていた。

「……あれ？　そんでトーリアスって何しに来たんだ？」

　ふと思いついてマルタが言い、リッツは一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「マルタ、カードの店ってどこにあるんだ？」

　今は答えたくなかったから話を逸そらす。

「ん。バルザック亭ていの近く。雪が止やんだら昼ご飯がてら行ってみようか」

　それにしてもお金があるというのはいい。

　外食だって。盛もり上がるなぁ。

　こんな風に気楽に外で食事をするのは一体いつぶりだろう。

　二人は全く同じ思いに胸むねを熱くした。








　第三章　オスタス・アーバーズ




　午後になっても雪は止まなかったが、変わらず薄うす日びが差していて明るかった。

　見通しが悪いのはいつもの霧きりで慣なれているし、霧より雪の方がまだ見やすかった。

　二人は階下の雑ざつ貨か屋で買ったそれぞれ少し大きめのブーツの紐ひもをきつくしめて、静かに車と馬車、住人たちがまばらに行き来し、時には立ち往おう生じようしているオスタスの市街を行く。足あし下もとに薄い影かげが落ちる。ジョゼフ犬には散歩のお伺うかがいは立てたが、彼女はおそらく留る守す番ばんをしていたいという意思表ひよう示じで、暖だん炉ろの前に寝ねそべったままだったから二人は行ってきますと言って出て来た。

「こんな日に外出するのは馬ば鹿かかな？」

　柔やわらかい雪に踝くるぶしの辺りまでを埋うめながら二人は歩いていく。行き来する人の少なさに、マルタはそんな事を思いついてリッツに訊きいた。体温がこもって帽ぼう子しが少し蒸むれる。

「ああ、まぁ、明日でもいいと言えばいいんだけど。僕ぼく、雪珍めずらしいから」

　少し照れたようにリッツが言い、マルタも言う。

「はは、僕も僕も。

　リッツ前いたとこってどんなの？」

「ん、暖あたたかくって雪降ふらないんだ。街路にはオレンジの木が植えられてて。誰だれでも取って食べていい。でも取りきれなかったオレンジを回かい収しゆうしないと腐くさって大変だから、週末には子こ供どもたちがみんなで取りに行って、市し営えいの工場にもちこんでお小こ遣づかいもらうんだ。海が近くてさ。海も空も真っ青なんだよ。人魚の入いり江えがあって、よく遊びに行ってた。マルタんとこは？」

「えー？　四季があるのはオスタスと一いつ緒しよだけど、もっと湿しつ度どがあって。緑の色が重いかな。石油で走る車がいっぱいあってね。もっと家が狭せまい。僕は高校に通ってたんだけど、やめて。すぐこっちに飛ばされた」

「アウレカって？　さっき話に出てた」

「あーアウレカはなー」

　げっそりとマルタが言い、気乗りはしないが説明しているうちにバルザック亭に着いた。

　バルザック亭はバーとカフェと定食屋が一緒になったような店だ。洒落しやれているとは到とう底てい言い難がたいが、食事は美う味まい。安いし量もあるし、肉料理が充じゆう実じつしていて、なんとパンが食べ放題。

　二人はビーフシチューとサラダを一品ずつ頼たのんであとは紅こう茶ちやを飲みながら、腹はらに入るだけパンを詰つめこんだ。

「……よく考えたらお金はあるんだから、好きなもの好きなだけ頼めば良かったんじゃないか」

「あっリッツあったまイイ。でももうおなかいっぱい」

　おなかいっぱいのあまり多少顔色まで悪くしながら、マルタは両手でティカップを持って窓まどの外を見る。

「雪、綺き麗れいだなぁ」

「そうだね」

　長細い窓に嵌はまる吹ふきガラスを通して見る雪は、何かの祝い事の賑にぎやかしの様にすら見えた。







「ドクトル、お加か減げんは」

「……よくないな」

　寝しん室しつに食事を持って入ってきたジャックに、脂あぶら汗あせを浮うかせ、熱に頬ほおを上気させたドクトル・バーチが、身体からだを重くベッドに沈しずめたまま答えた。今は変へん装そうを解といた、女じよ性せいの姿すがただ。

　絹きぬのパジャマは汗あせを吸すって身体にはりついている。ジャックは起きようとするバーチを手助けして起こしてやり、背せ中なかに素す早ばやくクッションを入れて支ささえにする。

「お喉のどを通りますかな」

「ケイトのオートミールだ。一口だけでも食べるさ」

　なんとか身体を起こし、膝ひざの上にトレイを乗せてスプーンを持つ。

　ジャックが見守る視し線せんの先で、バーチは五口ほど食べ、六口目を口に運ぼうとして途と中ちゆうで止めた。

「悪い。下げてくれ。ケイトにはまた明日作ってくれと」

「伝えます。横になって下さい。吐はきますか」

「いや」

　ジャックは素早くトレイを受け取ってテーブルに置き、クッションを取り、バーチを横にした。

「……不覚もいいところだ。熱が下がれば思考もまともに動くだろうが……」

「間の悪いことに、ドクトル・スペイダは旅行に出ておられまして」

　言いながらジャックはバーチに羽根布ぶ団とんを掛かけ、氷水につけたタオルを絞しぼって額ひたいに乗せる。

「そうか。まあ、横になっていれば多少マシになるだろう。……少し眠ねむるよ」

「……はい。控ひかえておりますので、ご安心を」

　ジャックはそう言い、バーチは脂汗の浮いた顔で笑った。

「……昔、風か邪ぜをひいて寝ね込こんだ時を思い出すな。子供の頃ころ……嵐あらしが来ていた時の」

「ああ。ありましたなぁ。あの頃からケイトのオートミールは絶ぜつ品ぴんでした」

　バーチは火ほ照てる指で、額のタオルを瞼まぶたの上に引き下ろし、思い出に笑った。

「あの頃のように、呼よんでみてくれないか」

　ジャックは苦く笑しようすると、優やさしい、甘あまい声こわ音ねで小さい女の子に言うように囁ささやいた。

「大人しくおやすみなさいませお嬢じよう様さま。こわいおばけは来ませんから」

　バーチの口元が柔やわらかく笑えみの形を作り、そして静かに寝ね息いきを立てる。

　ジャックはその熱い細い手首をとって布団の中にしまうと、オートミールの皿とスプーンをトレイに載のせてそっと外に出た。途と端たんに目を瞠みはる。

「なんです、あんた方」

　ずらりと並ならんで重なるいくつもの顔はこの屋や敷しきで働く使用人たちだ。先代のドクトル・バーチも趣しゆ味み性が強かったから、年ねん齢れい層そうに差はあれど全員それなりに容よう姿しの整った者たちばかりだ。

　コックだの庭にわ師しだのメイドだのお針はり子こだの整せい備び士しだの馬丁だのが一様に不安げにジャックを見つめている。

「ドクトルはまだ回かい復ふくの見み込こみはありませんよ」

　全員の口から囁くような声が上がり、僅わずかなどよめきになる。全員声をひそめるくらいの気遣いはしているのだ。

「あの、大だい丈じよう夫ぶなんですかねぇ」

　メアリという名の事じ務む方の女性が、細い声で訊きく。

「さて、どうでしょうな。あたしの見たところ、毒にやられてます。解げ毒どく剤ざいが必要でしょうね」

「ええっ」

「お医者様を呼ばなくては」

「けれど誰を」

「旦だん那な様の名めい簿ぼをめくれば山ほど」

「けれどお嬢様は」

「ああドクトル」

　混乱して口々に話す使用人たちにジャックは言い放つ。

「あんた方」

　ジャックの言こと葉ば遣づかいは独どく特とくで、威い圧あつ的であったり逆ぎやくに卑ひ屈くつであったりするところがない。使用人たちはいつもジャックにあんた方と呼ばれていて、それで違い和わ感も反発も感じなかった。

　厳きびしい言葉の響ひびきに全員がびくりと背せ筋すじを正す。

「心配してたってドクトルは快かい癒ゆしませんよ。それより持ち場に戻もどって常つね通り仕事をなさい。いよいよとなったらあたしも手だてを講こうじますから」

　その言葉に全員が安あん堵どの息を漏もらした。

　ジャックさんがそう言うなら、きっと安心だ。

　だが使用人たちの安堵の息とは裏うら腹はらに、ジャックは渋しぶい顔をしていた。

　考えている手だては、全く使いたくもないものだったから。







「で、その。カード売ってる店」

　贅ぜい沢たくにも頼たのんだデザートのアイスクリームを、溶とけないうちにと口に運び、ひぃひぃと呼こ吸きゆうしながらリッツは言う。

「アーバーズな。リッツ、食べるのやめろよ。顔色悪いぞ」

　紅こう茶ちやを飲みながらのマルタに言われて、リッツは睨にらみつける。

「やだっ。好きなんだよ。ずっと我が慢まんしてたけど」

　その言葉にマルタは苦笑する。

「ごめんな」

「ほんとだよ。本来、アイスクリームくらい毎食後にはついてくるもんだ。それが福ふく利り厚こう生せいというものだろう」

「うん、ごめんな。ありがとう。帰ったら紅茶淹いれてくれ。ここのも悪くないけど、リッツの紅茶は最高においしいよ」

　楽しげにマルタに言われ、リッツはじとりとマルタを見つめて口の中でスプーンを舌したに当てて口の中から引き抜ぬき、指の間に挟はさんでふらつかせた。

「行ぎよう儀ぎ悪いぞリッツ。珍めずらしい」

「お前がヘンな事言うから変わったこともしてみたくなってな」

「なんだよ。素す直なおに礼を」

「それがヘンだって」

「別にヘンじゃない」

「いいからもう。紅茶は僕が飲みたくなったらお前の分もついでに淹れるから。いつも通りに」

「ありがとう」

　マルタは言って笑う。

　リッツは顔を上げずにアイスクリームを食べ切る。

　マルタ。

　僕がお前に言わないこと。

　多分トーリアスから聞かされること。

　嫌いやだな。

　今、自分でここで言った方がいいのかな。

「それ食ったら行こう。雪、止やんで来た」

　窓まどの外に視し線せんを向けてマルタが言うので、リッツは頷うなずいた。

　そして話さなかった。

　会計を済すませ、山ほどパン食いやがってと主人にいつも通り言われ、他の常じよう連れんと同じように笑って誤ご魔ま化かして外に出る。

　雲が切れて青空が覗のぞき、雪が音を吸すうからまだオスタスは静かだ。

　息を吐はけば雲になって僅わずかの間漂ただよい、消え去る。

　マルタの鼻と耳朶みみたぶが外に出れば赤くなる。

「こっち」

　とマルタは歩き出し、リッツはその背中を追う。

　暫しばらく路地を歩く。雪を照らす日の光は透とう明めいで強くて、緩ゆるんで屋根の縁ふちから落ちていく雫しずくがその光を七色に分けて一いつ瞬しゆん輝かがやく。子こ供どもの遊ぶ声がして、雪を掻かくスコップの音がする。

　住じゆう宅たく街がいだ。店のある通りからは完全に外れた裏道。

　誰も踏ふんでいない雪を踏んで、二人は路地の奥おくへ奥へと進んでいく。

「マルタ、ホントにこんなところに店が？」

「うん」

　マルタの足取りに迷まよいはない。リッツはマルタの足が踏んだ雪の上に足を置いてついていく。

　やがて路地を抜ければ広場に出た。子供たちが遊んでいそうな広場。今はそこには純じゆん白ぱくの雪が広がり、陽光に静かに煌きらめいている。

　マルタは両足で踏み切ってその純白の雪に足あし跡あとを付け、肩かた越ごしにリッツに笑う。リッツも笑って足跡を付けてまわりながら広場を突つっ切り、少しばかり小路を行って辿たどり着いたのは赤いドアの前だった。

　壁かべも赤く塗ぬられた木の建物。ドアは見落としそうな感じで、ただの忘わすれられた通用口の様に見える。

　マルタはその扉とびらを開けると中に向かって声をかけた。

「こんにちわぁ」

　中には窓が高いところに一つだけあった。それはとても小さい。そこからの光が全すべての光こう源げんだ。

　雪の午後の明るさから目を転じれば屋内は夜のように暗かったが、やがて目が慣なれてリッツに見えたのは狭せまい、天てん井じようの高い空間だった。扉の奥には子供の机つくえほどのカウンターがあり、その上には指で摘つまんで振ふれば鳴る形のベルがある。

　マルタはコートのポケットに入れていた名めい探たん偵ていのカードを取り出すと、カウンターの上に乗せ、ベルを鳴らさないように持ってカードの上に置いた。

　ガラスでできた砂すなが、何かの振しん動どうで震ふるえて、その形を同心円に示しめしていけばそんな音がするだろう。リッツの耳と脳のうにはそう聞こえる不思議な音が空間に響ひびき渡わたった。

「いらっしゃいませ」

　奥から黒くろ眼鏡めがねをかけたモグラが現あらわれた。

　赤いチェックのベストを来て、茶色のウールのズボンを穿はいて、革かわ靴ぐつを履はいている。

　オスタスでは直立着衣の獣じゆう人じん族はそう珍しいものではないが、本来、暗いところで生活をするモグラの獣人族は目に止まらない。彼らにとっては外灯のあかりですら過か酷こくなものだろう。

「ども。パックは入にゆう荷かしてる？」

「パックでよろしいんですか」

　モグラは机の下から引き出しを抜ぬいて、テーブルの上に置いた。中にはリッツの見たことのない素そ材ざいのパッケージのものがずらりと並ならんでいた。

　マルタはそのアルミパックを指で辿たどる。

「うん……」

「オブジェクトのいいのもありますよ」

「いやぁ」

　誤魔化すように言うマルタの肩越しにリッツはモグラに訊きいた。

「あの、パックとそうじゃないのとってどう違ちがうんですか」

「リッツ」

　咎とがめるようなマルタの声に、リッツは暗い部屋の中で睨にらみあげる。

「パックはクズカードと、いいカードが混まざって入っています。何が入ってるかはわからないから運次し第だいで、安いのです。そうでないものは１枚まいずつ見て買えます」

　モグラは更さらに奥からバインダーを持ってきて、リッツの前に広げて置いた。

　そこにはきらきらしいデザインのカードが整せい頓とんされて入れられている。

　リッツは思わず見とれ、マルタも見入る。

「ミスタ・マルタはでも、そういえばようやくスターターストックと補ほ強きようカードの月げつ賦ぷが終わったところですから。こちらには手が出ますまい」

　目の前でぱたんとバインダーを閉とじてモグラは戻もどり、マルタはああっと声を上げた。

「ところで店てん舗ぽを移い転てんします」

「えっそうなのモグラ」

「モグラと呼よばないでください。オレイヤーズです」

「今度どこに店出すんだモグラ」

「ミスタ・マルタ・サギー？　私が貴方あなたより大きければ間違いなく、耳を掴つかんで引き回すところですよ」

「モグラはモグラだろ」

　マルタはニヤニヤと言い、オレイヤーズは不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「アラン・レイ高校の購こう買ばいです。今度はそこでお逢あいしましょう。その時には私も姿すがたを変えることにします」

　オレイヤーズはいかにも不ふ機き嫌げんに言った。

「え、そんなこと出来るの？」

　驚おどろいてマルタが言うのに、オレイヤーズは鼻息を漏もらして言う。

「まぁアーバーズの店員はカード戦争委員会からの派は遣けんですからある程度は。フィランシェ教室の生徒よりはね」

　その名にマルタはぎくりと固まる。

「モグラ。知ってるのか」

「ああそうだ、新作のパックが入ってきたんです。足しておきますね」

　言うとモグラはまたごそごそと引き出しからパックを取り出して、机の上に置いた引き出しに突つっ込こんだ。

「フィランシェ教室とカード戦争は繋つながりがあるんですか」

　マルタの後ろからリッツが切せつ羽ぱ詰つまった声で言った。マルタは驚いて振ふり向く。

「リッツ」

　マルタを片かた手てを挙げて制せい止しして、リッツは一歩前に出てオレイヤーズにきつい声で訊いた。

「答えて下さい。僕ぼくは知らなくてはならないんだ」

　リッツは必死さが滲にじむ声で言うとカウンターを越こして手を伸のばし、オレイヤーズの襟えり首くびを掴んで引き寄よせようとした。オレイヤーズは短く息を吐はいてリッツに顔を向ける。

「ミスタ・マルタ・サギー。お連れの方を落ち着かせて下さい」

「落ち着け。リッツ」

　ねっ、とばかりにマルタはリッツの肩かたを叩たたいた。

「なんにも知らない癖くせに言いなりになるな！」

　噛かみつくようにリッツはマルタに言い、マルタは固い表ひよう情じようでリッツの肩から手を離はなした。その表情を見てリッツは息を呑のむ。

「フィランシェ教室には僕が用があるんだ。それになんにも知らなくても落ち着いた方がいいのは確たしかだろう」

「あっ、う、う」

　もっともな事を言われてリッツは怯ひるんだ。マルタのくせに。その隙すきにオレイヤーズは身じろぎをしてリッツの手から逃のがれ、着衣を直す。

「お連れの方。あなたは店のルールをご存ぞんじでない」

「ここは情じよう報ほう屋でもあるから。代だい価かがいるんだ」

　言うとマルタは財さい布ふを出し、

「パックを三つ貰もらうよ」

　と言って紙し幣へいを置いた。それから引き出しに入っているパックを、上から指でなぞって適てき当とうに三つ引き抜く。

「毎度ありがとう、マルタ・サギー。では質しつ問もんに答えましょう。フィランシェ教室とカード戦争に繋がりはあります。フィランシェ教室の生徒にカード使いが含ふくまれているからです。これ以上は顧こ客きやく情報の漏ろう洩えいになりますからお伝え出来ません。ですが、ミスタ・マルタ・サギー。ローン完かん済さいのお祝いに情報を一つ」

「なんだ？　ありがとう」

「ドクトル・バーチは今、傷きずを負っています。ライバルならば、お見み舞まいにでもいかれては如いか何がですか」

　マルタは一いつ瞬しゆん息を呑み、目を見開いてから、困こん惑わくした様子を隠かくさず、それでもなんとか苦く笑しようして言った。

「生憎あいにく、住所を知らないもんでね」







「リッツ。フィランシェ教室について何を知ってるんだ」

　マルタはアーバーズから出ると、カードのパックをコートのポケットに突っ込んで訊きいた。

　暗いところからとても明るいところに出たから、二人は暫しばらく目を開けてはいられなかった。

　目を閉とじても滲しみてくる光。

　耳の傍そばで風が鳴る。

　マルタの鼻と耳朶はまたきっとあっという間に真っ赤だ。

　リッツは訊かれるのを覚かく悟ごしていたから、答えはするりと口から出た。

「ノナウムスって覚えてるか。内ない臓ぞう抜ぬきの結社」

「うん」

「あれの母体だよ。フィランシェ教室の生徒達が構こう成せい員いんだ。ドクトル・フィランシェという、うう、なんか気持ち悪いのが、主しゆ宰さいで」

「知り合いみたいな言い方だな」

「うん、知り合い」

　リッツは両手をコートのポケットに突っ込んで、肩をそびやかして答える。子こ供どもみたいだ、僕。そうは思うが取り繕つくろう余よ裕ゆうはない。

「兄さんが。その教室にいて。ドクトル・フィランシェは死んだんだけど、後こう継けい者しや的な地位にいて。で、兄さんがオスタスに来てるって聞いて、僕も追いかけてきたんだ」

「……その割わりには、捜さがしてる様子、ないよね。リッツさ」

「うん。どうせ、兄さんは僕が必要になるから。捜す必要はないから」

　雲が動いて、薄うすい影かげを雪の上に落とす。

　その影の移い動どうする様を、雪の上に見ながら呟つぶやくようにリッツは言う。

「兄さんは手しゆ段だんを選ばない。派は手でなことが好きな人だから、事じ務む所しよに火をつけることぐらい平気でするだろうね。そうなる前に僕は自分で兄さんを捜して、彼の前に出なくてはならないのかも知れないのだけど、出来れば見つけたくない」

「だから、オスタスに係けい累るいのない僕のとこにトーリアスが君を預あずけたのか」

「うん」

　だってマルタなら。

　親も兄弟も友人もいないんだから。

　とばっちりでマルタが死んでも、ふつうにオスタスで生活している人よりも全く被ひ害がいが少ないから。

「あーなるほどねぇ。そっか。でもさ、リッツ。いいんだよ。別に」

　マルタの言葉にリッツは視し線せんを上げてマルタを見つめる。

　マルタは笑っていた。

「それはその通りなんだし。まぁ僕は箕みの崎ざきにいた時も一人だったしなぁ」

「ミノザキって」

「オスタスに来る前いたところ。生まれた家があって、学校に行ってた」

「家族とか友達とかは？　心配してるんじゃないのか」

「両親は仕事で別の国に行って、僕は一人で暮らしてた。友達はいなかった。オスタスの方が知り合いは多いよ」

「へぇ……」

「まぁ、僕はそんなんだから。気にしなくていい。お前の兄あに貴きが何か僕に危き害がいを及およぼそうとしたら、うん、ちょっと怖こわいけど、いいよ」

　マルタは、足あし跡あとのない雪のところに、花のように自分の足跡を付けて遊びながら言う。踵かかとの底辺を中心に等とう間かん隔かくで円を描えがくように、跡を付ける。ぶれないように丁てい寧ねいに。雪は踏ふまれると、軋きしむような音を立てる。

「僕が一番親しいのはお前だしさ。お前には世話になってるしさ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　リッツは、雪に花を描くのに集中しているように見えるマルタの顔に、発ほつ作さ的に雪玉を作って投げつけた。

「……何も解わかってない癖くせに簡かん単たんにそんな事言うな！」

　けれどその顔は真っ赤で、目には涙なみださえ浮うかんでいた。

　リッツ自身にも、その涙の理由など解らなかったが。

　マルタは雪だらけの顔のまま横目でリッツを見て深く微笑ほほえんで言った。

「照れるなよ、リッツ」

　今度こそリッツは真っ赤になると、ばかすか雪玉を投げつけ、マルタは本気で逃にげ出した。

　帰る道々で、マルタはクレイのこととバーチに教えられたことについて、話した。

　リッツは静かに何度か相づちを打った。








　第四章　助けて下さい、マルタ・サギー




　危あぶないからと暖だん炉ろの火を落として二人は出かけた。

　代わりに寒くないように、寒かったらこの中に入っているようにと毛もう布ふを暖炉の前に置いて行った。暖炉は火が落ちてもまだ暫しばらく暖あたたかいし、日が動けば午後には暖かく当たる場所だ。

　ジョゼフ犬は外を行く人や車、馬車の音を遠く聞きながらうとうとと毛布の中で眠ねむる。夜になったら人の形になって、凍こおった雪を踏み荒あらすのを楽しみにしている。

　ふと、彼女の鼻に、知った匂においの混まざった知らない匂いが届とどく。

　階かい段だんを上がってくる。

　毛布の中から出て、ドアの前に座すわる。

　やがて辿たどり着いた足音はドアの向こう側で止まり、静かな声が扉とびらの向こうから響ひびく。小さく吠ほえてみる。

「ジョゼフィーヌさん。マルタ・サギーに手紙を渡わたして頂いただきたい」

　扉の下から、白い封ふう筒とうが滑すべり込む。

　ジョゼフ犬は鼻を鳴らして匂いを嗅かいだ。杜ね松ずの香かおりと甘あまい体たい香こう。手紙を持ってきた男の香りを越こしてドクトル・バーチの香りが潜ひそむ、その封筒。

「ドクトルは窮きゆう地ちにおいでです。確たしかに渡して下さい。お願いしましたよ」







　そんなわけで二人が帰ってきた時最初に見たのは、白い封筒を銜くわえてじっとマルタを見ているジョゼフ犬だった。

「なにそれジョゼフ犬」

　マルタは言って封筒を取り、リッツは横から覗のぞき込む。

「封筒だろ。でも鍵かぎかけて出たよなぁ」

「郵ゆう便びん受けじゃなくてってことは、ここまで誰だれかが持ってきたんだよな……ん？」

　封筒から香る香水に、マルタは軽く眉まゆを顰ひそめ、すん、と鼻を鳴らす。

「バーチだ」

　リッツは早足で机つくえに行くとペーパーナイフを取って戻もどり、マルタに差し出した。

　マルタはどこか急せいたように受け取って、濃こい藍あい色いろの封ふう蝋ろうのある封筒を開ける。

「なんて」

　リッツの質しつ問もんに応こたえず、マルタは視線を動かして全部読み終わると、リッツに便びん箋せんを渡した。

「聖せいギレニウス法院に行く。明日までに帰らなかったらトーリアスに連れん絡らくしてくれ」

「い、一いつ緒しよに行く」

　焦あせって言うリッツに、マルタは笑う。

「保ほ護ご者しやつきだと恥はずかしいだろ？　それに、万が一の時にはお前が頼たよりだ。トーリアスに。警けい察さつに連絡してくれ。僕はかよわいんだから」

　マルタは笑って、リッツに背せを向け、早足で外へと出て行った。

　午後の光は黄き味みを増まし、雪の一日は金色に染そまり始めていた。

　聖ギレニウス法院は宗しゆう教きよう施し設せつだ。

　東欧の教会が確かこんな感じだった。テレビで見た。複ふく雑ざつな木の建けん築ちく。高い天てん井じようと壮そう麗れいなステンドグラス。ステンドグラスに描かれた物語を、マルタは知らない。

　重い扉を押おして入れば、ステンドグラス越ごしに遅おそい午後の光が塵ちりを光らせて差しこんでいた。

　ずらりと並ならぶベンチの間を抜ぬけて、手紙の指し示じの通り聖せい堂どうの隅すみにある箱の様な部屋に入る。左側。普ふ段だんであれば聖せい職しよく者しやが入る側の部屋だ。前に懺ざん悔げの部屋だとリッツに聞いた。隣となりの部屋とは遮さえぎられていて顔は見えない。声だけが聞こえる。

　中に入れば鍵を閉め、隣の気配に息を顰ひそめる。

「バーチは？」

「いらして下さってありがとうございます、マルタ・サギー」

　隣の声は男のものだ。

「僕にとってもバーチはライバルだからな。助けたい。言っておくが二に心しんはないよ」

「それはようございました」

「ただし、条じよう件けんがある」

　懺悔の部屋は狭せまく暗い。昔母親に連れられて行った、どこかの寺の胎たい内ない巡めぐりを思い出す。あれほどまでには暗くはないが、狭さや暗さは不安と安心の両方をもたらすんだろうか。

　今まで一体いくつの秘ひ密みつが、この中で吐はき出されてきたのだろう。

　それを思えば恐おそろしいようだが、同時にここでかわされる言葉の全すべてが秘密であると思えば、自分が吐き出す言葉全て、それらの秘密に紛まぎれる様で、確かにこれは口が滑すべり易やすくもなるなと納なつ得とくする。

「条件。なんですかな」

「全ぜん快かいしたらでかまわない。事じ情じようを説明して欲ほしい。ドクトル・バーチともあろうものが、何やってるんだ。誰にやられた。それを、バーチの口から聞きたいんだ」

「よござんしょ。伝えます」

　溜ため息いきと共に男は言い、ぱきりと指を鳴らした。

「ではマルタ・サギー。大変申し訳わけありませんが、すこしの間不便な思いをして頂きます。よろしいですな。目を閉とじていて下さい」

　言われ、マルタは素す直なおに目を閉じる。扉の開く気配がして、誰かが入ってきた。隣にいた男ではないようだ。

　目め隠かくしをされる感覚があり、目を覆おおう布ぬのが頭の後ろで縛しばられる。

「このまま私どもの屋や敷しきまでご同行願います。だもんで、場所が解わかると具合がよろしくない。申し訳ありませんな」

　声は隣から聞こえてくる。だから、目の前にいる男はどこかに待機していたのだろう。

「まぁ、そうだろーねー。眠ねむらせたりしなくていいのかい？」

「あんたがカードがなけりゃ盆ぼん暗くらだってのは、知ってるんですよ」

　男の声と気配がして、靴くつ音おとが外へと出て行く。

「ひっどいなぁ。真実はいつでも人を傷きずつけるものだぜ？」

　マルタは手を取られ、軽く引かれて外へと促うながされる。

　手を取った人物が軽く笑ったのが伝わった。







　それからどこをどう回ったか。けれどマルタがオスタスの地理、特に上級の住じゆう宅たく街がいに詳くわしければおそらくその場所はわかったに違ちがいない。そう例えばトーリアスならわかるはず。オスタス生まれオスタス育ちで結けつ構こういいとこの子のトーリアスなら。

　けれどマルタはあくまで異い邦ほう人じんで、オスタスに来てからまだ一年も経けい過かしていない。

　おそらくそれを見越してだろう、蒸じよう気き自動車は案外早く停止した。

「余よ裕ゆうがないな。バーチの容よう態だいはそんなに悪いのか？」

「盆暗の癖に、そういうとこだけ聡さとくてどうするんですか」

「評ひよう価かを変える気にはなんないの？　なかなかやるじゃんとか」

「盆暗は盆暗です」

「ひどいな」

　マルタは唇くちびるを尖とがらせてまた言い、手を取られて車から降おりる。

「足あし下もとは雪です。気をつけて。掃はいてはいますが、日が陰かげってからは氷になっています」

「うん、ありがとう」

　だったら目隠しを取ってくれとは言わないし言えない。

　自分は納得して、望んでここにいるのだ。

　アプローチを抜けて、階かい段だんを上がり、室内に入る。

　複ふく数すうの人の気配。

　暖あたためられた空気。

　足下の柔やわらかさは絨じゆう毯たんだろう。

　ジャックは無言でやってきたメイドに帽ぼう子しを渡わたす。メイドたちの中にはマルタを初めて見る者もいて、興きよう味み津しん々しんの様子だが、あらかじめ言い含ふくめてあるので誰も声を立てたりはしない。

「ここから階段になります。緩ゆるく弧こを描えがいていますから気をつけて左手は手て摺すりをどうぞ」

　慎しん重ちように足を運ぶ。

「階段が終わります。十五歩ほど廊ろう下かを歩いた、左の部屋に入ります」

　指し示じは的てき確かくで明めい瞭りよう。この男は頭がいい。中に入れば背はい後ごで扉とびらが閉まる音がした。マルタには見えてはいなかったけれど、その部屋はゲストルームの一室だ。灰はい青あお色いろの壁かべ紙がみに象ぞう牙げ色いろの柱。テーブルや椅い子すも象牙色の塗と装そうで絨毯は深い青だった。

「ようこそ、マルタ・サギー。ドクトル・バーチの本ほん拠きよへ。ドクトルは隣りん室しつにおります。対象が近い方が、カードの力はより効こう果か的なのだとお聞きしました」

　マルタは部屋のほぼ中央に立ったまま、何となく後ろに手を組んで口の端はしを上げる。

「さすが、よくご存ぞんじだ。まぁ目隠ししてるんだからベッドの横に立たせてくれてもいいだろうよ」

「稀き代だいの名めい探たん偵てい、Ｍ氏を無力な怪かい盗とうの前にお連れする？　そんなのおっかなくって出来やしませんよ」

「盆暗って言ったくせに」

「からかっただけです」

　ジャックは軽く肩かたを竦すくめて言った。

「どっちがからかいなんだ？」

「やぁ。盆暗は盆暗でしょうさ」

「僕ぼくがへそ曲げて帰ったらどうする気なんだよ」

「あんたはこんなことでドクトルを見み捨すてやしませんよ。ライバルなんでしょ」

　苦く笑しようする。ライバル。オスタスに来るまで、縁えんのなかった言葉だ。

「コートをお取りしましょうか」

「いや」

　短く答えてマルタはコートのボタンを外していく。目隠しをしたままだが、この程てい度どならわけはない。

　千鳥格ごう子しのベストのポケットに入れてきた名探偵のカードを、人差し指と中指で取り出す。

「まあ、わかっているとは思うけど、僕は謎なぞを解くだけだ。解げ毒どく剤ざいを作るのはそちらの役目だからね」

「……既すでに別の部屋で何人も作ってます」

「ならいい」

　マルタの口の端が吊つり上がる。

　自分の口元にカードをかざす。

　口くち接づけをするように。

「I'm Marta Saggy.」

　静かにカードに囁ささやく。

　ジャックはその様をはじめて間近に目にする。

　不思議な感覚だった。

　風もないのにマルタの髪かみが浮うき上がる。コートの裾すそが、ズボンの布ぬのが風にはためくように揺ゆれて動く。

「Open your fuck'in gate」

　マルタは目め隠かくしをされているからその表ひよう情じようはうかがい知れないが、こうしている様は常つねのへらへらした様子とはまるで違ちがっていて、威い圧あつ的ですらあった。

　どこか神しん秘ぴな。

「of the power. I will use the card……」

　カードから、金粉のようなものが吹ふき出して渦うずを巻まいて広がる。ジャックも金粉に巻かれたが、この金粉は実体ではないようだ。マルタは頭の上にカードを掲かかげると宣せん言げんした。

「"DETECTIVE名探偵"!」

　マルタの手の中でカードは金粉に変わって崩くずれる。

　だが、マルタは悠ゆう然ぜんと笑えんで顎あごを上げ、腰こしの横に下げた右手の指を一つ鳴らした。

「スリー」

　マルタがするカウント。きっと今いま頃ごろ研究室で何かが起こっている。

















「ツゥ」

　マルタは指にわずかに残っていた金粉をふっと吹ふく。

「ワン」

　今、この部屋では何も起こらない。

　マルタの浮いた髪や、コートの揺れは静かになる。

　そしてマルタは手て探さぐりでコートのボタンを嵌はめようとするが、上う手まくいかない。

　ジャックが近付いて、一つ一つ嵌めてやる。

「丁てい寧ねいに着ている、いい品ですな」

「ありがとう。慈じ善ぜんのバザーでね」

「けれどオスタスの男なら、こういうものは代々受け継つぐか、でなければ仕立てるものです。リッツ・スミスに新しいスーツをいずれ仕立ててやるがよろしい。あんたは保ほ護ご者しやの立場なんですから」

「……そうするよ」

　締しめたコートの腰を軽く叩たたいてやって、ジャックは控ひかえていた案内係の男を視し線せんで呼よんだ。

「では、ドクトルの体調が戻もどり次し第だい、何らかの方法で連れん絡らくを取ります。お手をどうぞ」

「頼たのむよ」

　ジャックの声の方に顔を向けて、マルタは軽く手を出す。横から案内係が手を取って、軽く掴つかんだ。力を感じて歩き出す。

「君、リードが上う手まいね。もてるだろ」

「いえ、そんな」

「無む駄だ口ぐち叩くんじゃありませんよ。あたしも行きますからね」

　そして三人はまた階かい段だんを下り、外へと出ようとした時、背はい後ごから早足で白衣を着た研究員がやってきて、興こう奮ふんした声でジャックに言った。

「ジャックさん、信じられません！　全すべての解毒薬の試薬の試験管の上に例のでっかくって開くのも一苦労の手引き書が落ちてきて、試験管は粉々、試薬の混こん同どうで本が全部焼けて読めなくなって、残ったのは一ページだけです！　なんで棚たなの上にあの本があるのか、全員朦もう朧ろうとしてて、ああ寝ねてないからなんですけども、わからないし、その一ページだけは完かん璧ぺきに読めますけれど」

　ジャックはメイドが手て渡わたした帽ぼう子しを被かぶり直して男に言った。

「じゃぁそれを作んなさい。疑うたがわず、ドクトルに飲んで頂いただいて。そのために探たん偵ていＭ氏をお連れしたんですから」

　マルタは声のした方に顔を向けて、笑ってやった。

「ああ。そうしてくれ。ジャックさんの言う通りに」

　ジャックは苦虫を噛かみつぶしたような表ひよう情じようを浮かべ、鼻に皺しわを寄よせる。

「名など呼よぶなと言い含ふくめてあったのですが。今日から改名せねば」

「いいじゃないか。よくある名だ。トーリアスでも探さがしきれないよ」

「どうですか」

　そしてマルタは手を引かれて冷たい風の中に歩き出した。







　夜になって寒い。

　雪は止やんだままだが溶けきらずに残って凍こおり、時々表の通りで滑すべって転んだらしい悲鳴が響ひびく。

　暖だん炉ろの炎ほのおを見つめ、椅い子すに座すわってリッツはマルタの帰りを待つ。

　夜になったからジョゼフ犬は出て行った。

　傍そばにいてくれてもいいのに。

　そう言いたかったが、ドアの前で一度振ふり返った黒い目を見たら何も言えなくなった。

　確たしかに人型の女の子として、ジョゼフ犬と対したら、そのあとしこりが残る気もする。

　だってよく考えたらうんことかの始末してるわけだし。

　多分ジョゼフ犬はなんにも思いはせずに、何らかの慣かん習しゆうで外に出ているだけだろうが、リッツとしてはそうもいかない。

　だって一度だけ見たジョゼフ犬の姿すがたは可愛かわいかったし。

　思い出してリッツは赤くなる。

　それにしたってこんなに寒いんだから何もわざわざ外に出ることもないだろうに。靴くつのサイズは合うかな。滑って転びやしないかな。

　マルタは無事で帰ってくるかな。

「……」

　何度目かの溜ため息いきを吐つき、暖炉に薪たきぎをくべる。火ひ掻かき棒で熾おきを突つき回す。火の粉が一いつ瞬しゆんぱっと散って火の勢いきおいが増ます。

　名探偵のカードの溢あふれる金粉。

　それを思い起こさせた。

　いったい、あのカードというやつはなんなのだろう。

　わからない。

　マルタに訊きいたら視線も合わせずに、

「考えるな。僕はそうしてる」

　と答えられた。

　名探偵のカードの発動は美しい。眼がん前ぜんで静かに炸さく裂れつし、なだれる金色の花火だ。

　そしてマルタはバーチにその力を求められて出かけて行った。

　もう何度読んだか知れない、ジョゼフ犬が銜くわえていたバーチからの手紙を封ふう筒とうから引き出そうとしてやめた。一瞬燃もやしてしまいたい衝しよう動どうに駆かられたが、一いち応おうこれも証しよう拠こ物ぶつ件けんだ。残しておかなくてはならない。

　車の止まる音がして、何か気になり、弾はじかれるように窓まど辺べに走る。

　黒い蒸じよう気き自動車から、黒いコートを着た男がマルタの手を引いて車から降おろし、深く礼をしてからまた車に乗り込こみ。マルタだけを残して静かに去っていった。

「マルタ！　無事か！」

　下からマルタが見上げて笑って両手を高く上げて振ふった。その目の回りに黒い布ぬのが巻まかれていた。

「目め隠かくしとってー。リッツー」

「自分でとれないのかよ、それ！　今行くから待ってろ！」

　落ちそうなほど身を乗り出してリッツは言い、部屋の中に戻もどれば窓も部屋の鍵かぎもそのままで階段を駆かけ下り、勢い余あまって一度転びそうになってから外に出た。

「マルタ！」

「はい、ただいま、リッツ」

　目隠しをされたまま、マルタは階段のドアの外にいた。そして無む防ぼう備びに笑って両手を開いて立っていた。

「やっぱ外して。目隠し。ってか寒いなー今夜」

「……ご飯、作ってあるから。シチューだよ」

　安あん堵どの息を吐はけば、全身から力が抜ぬけそうだった。別に心配していたわけではない。バーチは紳しん士しだ。

　けれども、敵てきだ。

　マルタに緊きん張ちよう感はない。

　目隠しされてんのに。

　なぜだかマルタの脳のう天てん気きな笑え顔がおに苛いらっとしてリッツはずかずかとマルタに近付くと、目隠しの結び目に指先を突つっ込んで少し乱らん暴ぼうに解ほどいた。

「ったく！　ちょっとは緊張しろよ！　バーチは確かに紳士だけど、何かあったら！」

「……あったら？」

　肩かた越ごしにマルタがリッツを見る。

　階かい段だんのあかりに照らされている。

　マルタの瞳ひとみも、ジョゼフ犬の目も、そういえばどっちも黒い。黒さは違ちがうけど。

「シチューだからな」

　つながらない答えを吐はいて、リッツはマルタの横を早足で通り過すぎ、手に目隠しを持ったまま階段へと向かう。







「おいでよ。そんなところにいないで。寒いでしょ」

　雪の庭の暗がりに、ドクトル・バーチの屋や敷しきのメイドのアンが声をかける。ナツメの植え込みの影かげ。

「ドクトルから話は聞いてるから」

　メイド服の上からショールを羽は織おり、ランタンをかざして呼よぶ。どこか遠くで犬の声がする。

　がさりと植え込みが揺ゆれて、影が動く。

　そこから出て来たのは質しつ素そな服を着た少女だ。

「あ、あの。ドクトルのご様子を。心配で。その」

「うん、教えるから。こっちおいで。あったかいミルクがあるからね。お肉もあるのよ」

「お肉っ」

　ぴくんと目を見開いて少女は言い、一瞬後に頬ほおを赤くして口元を手で押おさえて言った。

「いえあの。リッツもマルタも、きちんとご飯を出してくれていますよ」

「ええ、いいんですよ。知っています。でもどうかしら、こんな夜中にお肉は美び容ように悪いかな？　でもたまにだったらいいわよね。ごちそうさせてよ」

「あのう、あの、ドクトルの様子は」

「だから。教えてあげるから。ミルクを飲みながら。ね？　ジョゼフィーヌさん。いらっしゃい」

　言って、アンは楽しそうに屋敷の中に戻って行った。

　ジョゼフ犬は、僅わずかばかり逡しゆん巡じゆんした後、結局その後を追っていく。

　犬に食事を振る舞まう余よ裕ゆうがあるのなら、屋敷の中でひどいことは起こっていないだろう。








　第五章　いかにしてドクトル・バーチは被ひ毒どくしたかについての長ちよう広こう舌ぜつ




　次の朝は見事な快かい晴せいだった。

　雲一つない高い青空が、玻は璃りのドームのように都市の頭上に広がる。

　その光が差しこむ窓まど辺べで、ジョゼフ犬は食事を半分も残してリッツに申し訳わけなさそうに頭を垂たれていた。

「……バーチのとこでなんか貰もらったの？」

　訊きいたら全身の毛を立たせて硬こう直ちよくした。

「別に責せめてるんじゃないけど。バーチに会った？」

　硬直したまんまだ。

　これは肯こう定ていなんだなぁとリッツは見下ろし、ジョゼフ犬の食事の皿を腰こしをかがめて取った。

「片かたづけるね。お昼にまた出すから」

　布ふ巾きんで包んで窓の外の日ひ陰かげにおいておく。部屋の外なら充じゆう分ぶん気温は低い。腐くさらないだろう。

　マルタのとこには冷れい蔵ぞう庫ことやらがあるそうで、それはとても便利そうだがなくても工く夫ふうすればなんとかなる。

　でもあるといいなぁ誰だれか発明しないかなぁと考えるが、自分にはその才さい能のうがないのは何となくわかっている。

　税ぜい理り士しとか、法ほう律りつ関係の秘ひ書しよとか、そういうのならきっとなれると思うしなりたい。窓の外から輝かがやくオスタスの街を見下ろして、リッツは微笑ほほえんで思う。

　うん、自分は書類を作ったり、整理をしたりするのが好きだ。料理も好きだけれども、一階のデリ部のヘンリーの様な上手さではないからコックにはきっとなれない。

　可愛い女じよ性せいと結けつ婚こんしたら、少し口うるさいかも知れないが、よく手伝ういい夫になると思う。

　オスタスで結婚して、家を構かまえて子こ供どもを作って。

　いずれ自分の名前のついた事じ務む所しよなんか持てたら最高だなぁと思う。

　たまにはマルタを家に呼んでやってもいい。奥おくさんが嫌いやがらなければ。だってほら、なんてったってマルタだし、奥さんが嫌がらなければ、月に一度くらい食事に呼んでやってもいい。子供と遊ぶのは下手じゃないから遊ばせてやってもいい。

　その頃ころにはきっと名めい探たん偵ていのカードは使いきってる。

　マルタはどうなってるんだろう。

　ジョゼフ犬は。

　僕ぼくは。

　本当はわかってる。

　結婚なんか出来ない。

　大事な人なんか作れない。

　今のままでは。

「兄さん」

「リッツー。ボタン取れたー。ネクタイほつれたー。裁さい縫ほう箱ばこどこー」

　マルタのアホな声が今はちょっと心地ここちよかった。

　不幸に浸ひたるなんて悪い趣しゆ味みに溺おぼれたくはないんだ。

「今行くからボタンを無くすなよ」

　口元に微笑みを浮うかべて窓から離はなれようとしたら、

「ごめん今落とした」

　と言われ、やっぱりアホで疲つかれると肩かたを落とした。







　新聞を開いたら、掏す摸りグループの一いつ斉せい検けん挙きよの記事が目に入り、そこに載のっていた写真にトーリアスが写うつっていた。

　忙いそがしそうだなぁと朝食を食べながら二人で言い、リッツは内心ほっとする。

　だって、暫しばらく忙しくて手が離せないなら、言ってた事はまだいいんだ。

　こうやって少しずつ延のばし延ばしにしてどうなるっていうのか。

　そんな声が心のどこかでしたが、それでも、臆おくしているんだから仕方がないんだ。

　マルタはまたコーンを零こぼした。

　で、リッツは怒おこった。

　どこか安あん堵どして。







「名めい探たん偵ていのカードの発動を目の前で見た感想は？」

　背せ中なかにクッションを入れてベッドに座すわり、肩にカーディガンをかけ、ベッドテーブルに載せられたケイトのオートミールを食べながらのバーチに、何回めかの問いを受けたジャックは、もはや肩を竦すくめるだけだった。紅こう茶ちやを淹いれなくてはならないのだし。

　もはや無む視しするつもりだったがバーチの無言の圧あつ力りよくを感じて、重く口を開く。

「何回訊きかれても同じ事しか言えませんよ。まぁ、綺き麗れいなもんでした」

「もっと何かないのか。マルタの様子とか」

「カードが金粉になって崩くずれるのは一体どういう理り屈くつなんですかね。それは疑ぎ問もんですが」

「ああ、もう、詩人でも連れてくればよかった」

「次があればそうなさい」

　淡たん々たんとそう言われ、バーチはオートミールを口に運んで言葉に詰つまる。

「みんなに心配をかけて。無様ですよ。反省なさい」

「……わかってる。反省はしてるさ」

　唇くちびるを尖とがらせ、子供のように言われる言葉に、ジャックはふぅ、と息を吐つく。

「代だい償しようは大きかったのですからね。消失した手引き書は元に戻もどりません」

「ああ、まあ手間ではあるが、また書けばいい。中身はここに入っているから」

　とバーチは指で頭を指した。

「あとは書き出せばいいだけだ。時間はあるさ」

「どうですか。あの量ですよ」

「……まあな」

　バーチは横に視し線せんをやって、唇を突つき出す。

　少し窺うかがうような間があって、ジャックは視線を向けないまま言う。

「まあ、お手伝いはしますから」

　誰か、見ているものがあったなら、恋こいでもしそうな屈くつ託たくのない笑え顔がおでバーチは微笑んだ。

「ありがとう、ジャック。大好きだよ」

「存ぞんじてます」

「だろうね」

　紅茶の香こう気きが立って、薔ば薇らの描えがかれた磁じ器きのティカップを、ジャックはバーチの前に供きようする。

「どうぞ」

「ありがとう。これを下げてくれ。やはりケイトのオートミールは最高だ」

「左様ですな」

　ジャックは言って、食べ尽つくされたオートミールの皿をトレイごと持ち上げ、廊ろう下かに出した。

　それから戻って来て、もうひとつ紅茶を淹れた。そしてバーチのベッドテーブルにそれを置くと椅い子すを持ってきてベッドサイドに置いて、腰こしを下ろした。

「えっ、な、なんだ。珍めずらしいな」

「まあ。たまには。あたしもドクトルと落ち着いて話でもとね」

「へえ？」

　ジャックは真まっ直すぐにバーチの目を見て言った。

「被ひ毒どくの経けい緯いを説明して下さい。マルタ・サギーよりも先にあたしにするのが順番てものです」

「……道理だな。了りよう解かいした」

　バーチは紅茶を一口飲んで、顔にかかる髪かみを払はらった。

　もう傷きずは痛いたまない。

　体たい質しつで、能のう力りよくだ。

　傷の治りが異い常じように早いのは、彼女の種族的には当然のことだった。







　あの日は、雪が降ふる前の日としては当たり前にとても冷えた。

　夜半を過すぎて大きな粒つぶの雪が降り始め、時間には既すでにかなりの量が降り積もっていた。

　誰も行くひとのないオスタスの道を、ただガス灯だけが照らしている。

　夜明け前が一番暗い。

　太陽が照らす場所、全すべてに通じるそれは真理だ。

　けれどガス灯のあかりの届とどく範はん囲いに降る雪は、照らされ、光をそっと抱だいて地面に落ちる。

　その幻げん想そう的な景色で気き鬱うつを紛まぎらわしながら、バーチは目的の場所に到とう着ちやくした。

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後、車を降おり、一区ばかり先の路上で帰りの打ち合わせをジャックとして、その集まりにバーチは到着した。大だい嫌きらいだが動向を掴つかむために必要な集まりだ。休むわけにはいかない。深夜というか早朝と呼よぶか、迷まよう時間。

　街はしんと寝ね静しずまっている。雪が降り積む音すら聞こえる。

　とある住じゆう宅たくの一室。特に屋や敷しきというわけではない。彼らの隠かくれ家がの一つで、傍はた目めには唯ただの住宅であるし、中の調度もそのようにしつらえている。

　子こ供どもが独どく立りつして家を離はなれた老夫ふう婦ふの家。

　マントルピースの上には家族の写真がずらりと並ならび、テーブルクロスの端はしには丁てい寧ねいな手作業の刺し繍しゆうがしてあり、落としきれない染しみまでいくつか残っている。書しよ棚だなには主人の趣しゆ味みの小説や画集。

　メイドが一人、静かに立ち働いていて、バーチのコートを取る。

「ありがとう」

　かけた言葉に丁寧にお辞じ儀ぎをして去っていく。

　居い間まには既にあらかたのメンバーが集つどっていた。

　暖あたたかい部屋でがやがやと声が賑にぎやかだ。

「おや、本日はマリアンナではないのかね」

　椅子に座すわっていた赤毛で禿はげの小男が、突き出た腹はらを揺ゆすって笑う。

「貴方あなたこそ、絶ぜつ世せいの美男子ではないのですね」

　バーチの姿すがたは彼が言う通り、いつものマリアンナ・ディルベルタではない。おそらく、オスタス市民が想そう像ぞうする『ドクトル・バーチ』の素す顔がおのように仕立てている。黒く長い巻まき毛、青い瞳ひとみ、白い肌はだ。長身で細ほそ腰ごし。

「美男子も続けていると飽あきるものでな。たまにはこういう愛らしい姿になるのもいい」

　横で葉は巻まきをくゆらせていた、貴き婦ふ人じん風の老ろう婆ばがしゃがれ声で言う。

「いずれ我われらは変へん幻げん自じ在ざいな一いつ党とうですからな」

「一党と括くくられるのは納なつ得とく出来かねますよ、私は」

　バーチの言葉に横に立った金きん髪ぱつの子こ供どもが笑う。

「まぁ、ドクトル・バーチはそうでしょう。椅子をどうぞ」

「ユースフ。その姿は趣しゆ味みが悪いと思わないかね。君も子供がそのくらいの年だろう」

　言いながらバーチは椅子に腰こし掛かける。

「生憎あいにく、家庭と仕事は混こん同どうしない主しゆ義ぎなんですよ。とはいえ、見て下さい、これ」

　服のポケットから彼は包みを取り出してテーブルに置いた。白の包み紙に真っ青なリボン。

「家内にプレゼントしようと思いましてね。マサ・ソシーの新作ですよ。香こう水すい。オトムキという。ようやく手に入れました」

　笑いながら彼は言うが、子供の姿と甲かん高だかい声でそんなことを言うのはなんだかとてもちぐはぐで汚けがらわしかった。

「……マサ・ソシーなら間ま違ちがいがない。きっと奥おく方がたも喜ばれるだろう」

　静かにバーチの前にメイドがワインのグラスを置く。

　バーチはそのグラスを取って、軽く回し香かおりを楽しんでから口に含ふくんで飲む。

「いいワインだな」

「集会ですからねぇ。おかしなものを出すわけにはいきませんでしょうよ」

　細い首の美女がバーチの隣となりにするりと座すわる。

「お久ひさしぶりです、ジーニー」

「お久しぶり、ドクトル・バーチ。ゼニスが失礼を。貴方あなたはフィランシェ教室の生徒さんというわけではありませんものね」

「傍はたから見れば同じだよ」

　先せん刻こくの赤毛の小男が嫌いやな笑いを浮うかべながら言う。

「はて。傍目がどこに？」

　優ゆう雅がに笑いながらバーチは肩かたを竦すくめて言い、居間の中にいる人々がどっと笑いを零こぼした。

　小男は悔くやしそうに顔を歪ゆがませ、赤毛と同じだけ顔を真っ赤にし、グラスを呷あおる。

　ここにいる全員が男だん性せいは燕えん尾び服ふく、女性は長なが袖そでの黒のドレスという出いで立たちだ。

　年ねん齢れいも性別もばらばらだったが、衣い装しようの他ほかには統とう一いつされているのは人間族ということだ。

「今日の集会は集まりが悪いな」

「そうそう、スレイリードラゴン事じ件けんでヴェルフ一いつ派ぱが監かん獄ごくにはいりましたしねぇ」

「ああ、ヴェルフがな」

　複ふく数すうの人物が漏もらす失しつ笑しよう。

　そしてそれを消すように誰かが。

「こう寒くてはねぇ。雪になるんじゃないかね」

「降ってしまえばまだ暖かいのですけれど」

「それに今日の主しゆ催さい者しやは」

「まぁ」

「それは」

「そうだねぇ」

　一同はざわざわと囁ささやき合う。

　そう、この会合は彼が主しゆ宰さいの番なのだ。

「どうも皆みな様。お待たせしまして」

　隣の部屋から彼が現れる。

　今夜の姿はどんなものだろうとバーチは一いつ瞬しゆん期待したが、彼はいつも通りの姿だった。

　長身で胸むな板いたが厚あつく、しっかりとした腰回りを持ち、物腰は優雅で手指が長い。髪かみは少し赤みがかった金色で美しく巻いている。瞳は青せい灰かい色しよくだった。肌は白く、きめが細かい。僅わずかに鉤かぎ鼻ばなで、唇くちびるは厚い。睫まつげが長くて眉まゆが整っている。

　彼の名はウィリアム・デアスミス。

　後ろには栗くり色いろの髪の青年が立っていた。眼鏡めがねをかけていて背せが高く、鳶とび色いろの目をしている。今は控ひかえ目にデアスミスに従したがっている。クレイフル・ソーマンソーという名の男だ。

　彼は過か去こトーリアス警けい部ぶの親友であり、スレイリードラゴン誘ゆう拐かい事件の時にトーリアスの傍そばを離はなれた。

















　トーリアスにとっては裏うら切ぎりであり、クレイフルにとっては自分の道を進んだだけだろう。いつも残される側だけが、知らされる側だけが痛いたい。

　ドクトル・バーチとしてはトーリアス警部には格かく別べつの思い入れがある。バーチの担たん当とうでありマルタの担当だ。むしろマルタの担当だからバーチの担当なのだが。

　それより以前に彼はフィランシェ教室にいて、バーチとは面めん識しきがあったわけだから、心しん情じよう的にはクレイフル寄よりになってもいいのだが、どうもそういう気にはなれない。

　いつかぎゃふんと言わせてやろう。

　トーリアスの実直さは、実は自分の気に入るところだったから、逆ぎやくにクレイフルの冷れい徹てつさは癪しやくだった。

「時間になりましたので会合を始めたいと思います」

　マントルピースの横に立って、デアスミスが言う。声はびろうどの美声。

「では、研究・採さい集しゆうの結果発表を行って頂いただけますかな。最近はいかんせん停てい滞たい気味ですから。各人の素す晴ばらしい報ほう告こくが期待されるところです」

　デアスミスが微笑ほほえんで言い、では、そちらからと指さされ、メンバーが一人ずつ定例の報告をする。

　研究の結果であるとか、手に入れた秘ひ宝ほうであるとか、またはそれについての解かい析せきの結果であるとかだ。一人二人は目を瞠みはるような報告はあったが、それ以外は全くはかばかしくなかった。

「では、最後にドクトル・バーチ」

　ああこの男は嫌きらいだなぁ。

　バーチは心底そう思いながら立ち上がる。口元には薄うすい笑えみを湛たたえる。

　何が嫌いと言って、他の何にも関心のなさそうなその目の色が嫌いやだ。こういう男は本当に人を人とも思わないし、自分の目的が最上で、それ以外のことはどうでもいいものだ。

　実じつ際さいこの教室にはそういうものが大おお勢ぜいいたが、デアスミスは一種それが顕けん著ちよな男だった。

「……特に何も」

　それだけ言って座すわろうとした時、デアスミスが言う。

「最近、ドクトル・バーチが紙面を賑にぎわしませんな。失礼ながら怠たい慢まんではないですか？」

　その挑ちよう発はつ的な言い方に、座ざがざわりと騒さわいだ。

　バーチは腹はらの底が煮にえるように揺ゆらぐのを止められず、立ち直した。口の端はしが吊つり上がるのを感じる。

「全く失礼だな。怠慢などと、人に言うものではない」

「ご気分を害されましたなら謝しや罪ざい致いたします。ですが、オスタス市に狂きよう騒そうをもたらし、そして課題の品物を手に入れるという宿題を、貴方あなたはどうも忘わすれておいでの気が致します。夏の話ですがデバンスの絵画はどうなさいました？」

「手にいれたよ。隠かくれ家がの玄げん関かんに飾かざってあるさ」

　小さく笑ってバーチが言うのに、デアスミスが失しつ笑しようする。

「ほら、言わぬ事ではない。だから怠慢だと申し上げた。それならそうと、何な故ぜ例会で発表なさらない？」

「あれは触しよく媒ばいだ。課題の一つのものではあるが、変化前であるとするなら、まだ報告の必要もないだろう」

「そう、そういえば貴方は青い薔ば薇らも手に入れ損そこなった」

　バーチはいかにも不ふ快かい気げに目を細め、顎あごを上げてデアスミスを見み詰つめた。

「ああ、そうだなぁ。あれは私の失敗だ。落ち度であったよ。青い薔薇は得点が高く、あれば全く研究は進んだろうになぁ」

「故こ意いに失敗なさったのではありませんか？」

　あくまで穏おだやかにデアスミスは語る。

　笑顔が引きつるのが自分でもわかる。

「なんだと？」

　それはその通りなのだが頭に血が上った。

　この、人をバカにした様な言い草だとか目つきだとか態たい度どだとかがとにかく気に障さわる。

　きっと相あい性しようが最悪なのだ。今度雑ざつ誌しで調べてみよう。名前で判はん断だんするやつとかあったはずだ。

「全くそんな様では、知識も技ぎ術じゆつも研けん鑽さんを怠おこたっておられるに違いないと、皆みなの噂うわさですよ」

「ほう」

　ぎり、と奥おく歯ばを鳴らし、顔を笑みの形に歪ゆがめてバーチはデアスミスを睨にらみつける。

「ドクトル・バーチ。落ち着いて」

　ジーニーとバーチに言われた女じよ性せいが声をひそめてそっと言う。バーチはデアスミスを睨みつけたまま答えた。

「ありがとうジーニー。ですが、喧けん嘩かを売られて冷静でいられるほど」

「喧嘩など売っておりませんよドクトル・バーチ！」

　バーチの言葉を奪うばうようにデアスミスが朗ろうと言う。

「心外ですよ、全く。私はそう、慮おもんぱかっているだけなのです。教室の中でも貴方はドクトルという名を冠かんする、一種特別な存そん在ざいです。それが血ち筋すじの故ゆえとしても」

「父までを愚ぐ弄ろうするか！　だれが血筋の故に称しよう号ごうまでを伝えるものか、下らぬ！」

　バーチの火のような怒いかりにデアスミスはにっこりと微笑んだ。

「それでは貴方は研鑽を怠ったりはしないと。怠たい惰だ、あるいは他の知ち略りやくによって計画の進行を遅おくらせたりはしていないということですね？」

「当たり前だ！　侮ぶ辱じよくもいい加か減げんにしろ、教室全体の意思として目的を遂すい行こうするという父の誓ちかいは確たしかに私に引き継つがれているのだ！」

「ドクトル、おおドクトル。そのようにお声を荒あらげないで下さい。私がくだらないことを申し上げました」

　言いながらデアスミスは椅い子すの間をすり抜ぬけてバーチに近付き、肩かたを抱だき込こんだ。

　全身を嫌けん悪お感に粟あわ立だたせてバーチはその手を振ふり解ほどこうとした、その時、腹にかっと熱い感覚を覚えた。

　初めてではない。知っている。これは痛いたみというものだ。

　引きつった笑みを浮かべて、顔を蒼そう白はくにし、目を見開いてデアスミスを睨みつける。

「……何をしている！」

　デアスミスはゆったりと微笑ほほえみ、愛でも囁ささやくように言った。

「この刃やいばには毒が塗ぬってあります。あなたが研鑽をお積みだというのなら、この危機を回かい避ひなさることは容易たやすいはず。でしょう？」

　言ってデアスミスは刃を引き抜く。

　血がわずかに溢あふれ、熱さは身体からだ全体に痛みと認にん識しきされる。

　吐はきそうな痛み。目が回る。それを奥歯を強く噛かみしめ、怒りで意識をつないでデアスミスを睨みつける。

「次の例会で、お逢あいしましょう、ドクトル・バーチ。夜はもう明けていますがお足元に気をつけて」

　デアスミスはそう言って、バーチの頬ほおに別れのキスをして部屋を辞した。

　誰だれもが事態を把は握あく出来ず凍こおり付き、あるいは静観を決め込んで眺める中で、バーチは言った。

「コートを！　帰りの支し度たくをする！」

　言いながらテーブルの上に置きっぱなしだった香こう水すい瓶びんの包みを手に取り、歯でリボンと包ほう装そう紙を破やぶり、乱らん暴ぼうに開かい封ふうした。

「ティルマカットに三日後に行くから、新しいものを用意しておいてくれたまえ、バーチ。君の見立てならオトムキでなくてもいい。君の勝利を信じているよ」

　金きん髪ぱつの少年が苦笑しながら見る中で、バーチは身体に香水を振りかけた。

「ありがとうユースフ。君は趣しゆ味みは悪いがその言葉はありがたく受け取ろう」

　メイドがバーチのコートを持って現あらわれ、バーチは傷きず口ぐちを押おさえ、コートを着込んで部屋を辞した。

　外は雪の、明るい朝だった。

　デアスミスの腕うでは確たしかで、流血は少なかったから、雪に血けつ痕こんを残さずに済すんだ。

　その腕に感心したのは車に乗り込んでからだったが。







「じゃぁその試験には落第ですな、ドクトル。マルタ・サギーを呼よんだのはあたしです」

　くすりと柔やわらかくバーチは笑みを漏もらす。

「そうだな。落第だ」

「それと、ユースフさんに何か用意しないといけませんな。三日後と言ったらもう今日だ」

「ああ。そしたら私の装そう飾しよく品ひんの引き出しに、使っていないイヤリングとネックレスの揃そろいがあったろう。あれは石は安いが細工がいい」

「高こう価か過すぎやしませんか」

「ユースフが来たら見て貰もらえ。問題があればどちらかにすればいい。オトムキに恩おんの代金を乗せるようにだ。あれは助かった」

　長い話をして、バーチは息を吐ついた。すっかりさめた紅こう茶ちやを啜すする。

「お疲つかれになりましたか」

「少しな」

「でしたらお休みに」

「いや、マルタ・サギーのところに行かなくては！」

　急にしゃっきりしてバーチは妙みように元気よく拳こぶしを握にぎり高らかに言った。

「傷の治りが早い体たい質しつで本当によかった！　毒はもう抜けたし！」

「病やみ上あがりにはかわりませんよ……」

　思わず言葉から力を抜きながらいかにも嫌いやそうにジャックは言った。

　元気なのはいいがでも。

「早めにほら、礼を言いに行かないと。お前も気持ち悪いよな、約束したのはお前だものなぁあっはっは！」

　ほら元気元気と両手を振り回すバーチを、ジャックはもう止めることはせず、椅い子すから降おりてそっとカップを片かたづけた。

「だったら、話すことを考えておきなさいよ。フィランシェ教室のこととか、まだ伏ふせておかなくてはならないでしょう。引き込む気がない限かぎり、知らせてはなりません」

「ああ」

　バーチは苦く笑う。

「……それはもちろん」

　彼を、企たくらみと目的の毒に染そまらせるわけにはいかない。

　彼はバーチにとって清せい潔けつな森のようなものだ。

　正せい義ぎを羞はじらう若わか者もの。

　彼を思うと呼こ吸きゆうがしやすくなる。

　無む条じよう件けんで楽しくなれる。

　バーチ自身で汚けがすわけにはいかない。








　第六章　屋根の上の名めい探たん偵ていと助じよ手しゆと怪かい盗とうと敵てき




　次の日も快かい晴せいで、雪は溶とけ始めた。

　どのみち夜には気温は氷点下まで下がるから、雪が氷になるだけの話だ。

　ミスター・ブルネルの店ではゴム底の靴くつを売り出して、これが大当たりで大人気だ。マルタとリッツもその日なんとなく列に並ならんで一足ずつ買ったので安心だ。

　お金に余よ裕ゆうが出来た段だん階かいで、ツケは綺き麗れいに払ったので、ミスター・ブルネルも一番いいのを出してくれて安くしてくれた。まあ彼はいつも通り、自分で入った鳥とり籠かごの中から指し示じをしただけではあるのだが。

　この好景気に笑いが止まらないらしく、半はん燃もえのフェニックスは大変な上じよう機き嫌げんだ。ついでにデリ部も繁はん盛じようしていたので、オーガーのヘンリーも大変そうだった。

　ジョゼフ犬と一いつ緒しよにユリル河まで出て、午前の散歩を楽しんでいたら、ふとジョゼフ犬が家に向かって駆かけ出した。少し離はなれたところから、尻尾しつぽを振ふって一声鳴ないた。

「家に帰りたいのかな」

「おなかすいたのかな」

　二人ともポケットに両手を突つっ込んで、足あし下もとに気をつけて歩きながら言葉を交かわす。

　今日のオスタスはスケートリンクのような有様であっちできゃー、こっちでぎゃーという騒さわぎで、大通りでは二頭立ての馬車の馬が一頭横よこ倒だおしになり、手た綱づなやらなんやらがこんがらがった挙あげ句く馬車まで倒れて大騒ぎになっていた。乗っていたのが雪男のお偉えらいさんで、フロックコートの袖そでをまくってなんでなんとかかんとかの地位にあるワシがこんなことをとか、大いに愚ぐ痴ちを垂たれつつ事じ態たいの収しゆう拾しゆうに努めていた。

　幸い馬にも怪け我がはなかったようで、二時間後にはその馬車は直って走り出した。

　との顛てん末まつは、次の日、オスタス・ニューズウィークリーの市民の見聞録コーナーで見た。

　ともあれ二人はジョゼフ犬を追って探偵事じ務む所しよに戻もどり、そこに立っている人物を見て唖あ然ぜんとする。

　長身で細ほそ腰ごし。黒い長い巻まき毛で上等のウールの黒のコートと濃こい青のマフラー。革かわの手て袋ぶくろとブーツ。

　その青い目と身体からだのバランス、何よりその香かおり。

　リッツは彼のその美び貌ぼうに釘くぎ付づけになって茫ぼう然ぜんとし、顔を赤らめた。

　マルタは震ふるえる指で相手を指して言った。

「おっ、おっ、お前バーチだろ!!」

「え!?」

　リッツは驚おどろいて表ひよう情じようを凍こおり付かせる。

「おや。よくわかったね。マスクもマントもないのに」

　言ってバーチは婉えん然ぜんと、心底楽しそうに微笑ほほえんだ。

「いきなり来るなよ！」

「ご招しよう待たい頂いただいたと思ったのは勘かん違ちがいかね。ジャックはあるいは聞き間違いを？」

「イヤ、確たしかに、その」

「まぁ少し早いが昼食でも一緒にどうかね？　サンドウィッチを作らせた。三人分は充じゆう分ぶんにあると思うがね」

　言ってバーチは足下に置いたバスケットを取り上げ、蓋ふたを開けた。

　色とりどりの、いかにも美お味いしそうなサンドウィッチが大迫はく力りよくで二人に迫せまる。

「あっ、あの、それタダですかっ」

　リッツが涎よだれを垂らしそうに、けれども顔を真っ赤にして言い、バーチはとびきりの笑顔で言った。

「もちろんだとも」

「紅こう茶ちやを淹いれます。中へどうぞ」

「おいリッツ！」

　驚いてマルタは言い、鍵かぎを開けて中に入るリッツに言う。
















「お前いつからそんないやしんぼになったんだ!!」

「とりあえずお前のせいだろそれは」

「……そ、そーだね」

「ええと、それで私はどうしたらいいのかね？」

　至し極ごく楽しそうにバーチが言い、バスケットの蓋を閉とじる。

「あっ、え。どうぞ、中へ。ドクトル・バーチ」

　頬ほおを赤くしたまま口を尖とがらせ、もごもご言うマルタに、バーチは笑いを漏もらす。

「ありがとう、マルタ・サギー」

「汚きたないところだけど」

「どうせ掃そう除じをしているのはリッツ・スミスだろう。そんなことを言うものではないよ」

「それはそうだが。なぁ、素す顔がおを晒さらしていいのか」

　自分に続いて入ってくるバーチの顔を見てマルタは言う。

「これが素顔だと思ってくれるのなら、楽でいいな」

「違うのか？」

「さて、どうだろうか。……コートを脱ぬいでもよろしいか」

「あ、う、うん」

　まるでそこが自分の部屋ででもあるかのようにくつろいで振ふる舞まうバーチに圧あつ倒とうされながら、マルタはバーチのバスケットを受け取ってテーブルに置く。

　ジョゼフ犬は窓まど際ぎわに置かれたクッションの上で、尻尾しつぽを振って嬉うれしそうに室内を見ていた。

　マルタとリッツとドクトル・バーチ。

　彼女の好きな三人が勢せい揃ぞろいだ。

　バーチはマルタに勧すすめられた椅い子すに座すわると足を組み、ジョゼフ犬に片かた手てを差し伸のべて言った。

「おいで」

　ジョゼフ犬は嬉しそうに駆かけ寄より、その膝ひざに乗る。

「あ、服が」

　汚よごれる、と向かいに座ったマルタが言い、けれどバーチは微笑んだままジョゼフ犬の頭を何度も撫なでた。

「構かまわんよ。汚れを気にしていては怪かい盗とうなど出来ない」

　見上げてくるジョゼフ犬の真っ黒な瞳ひとみを見つめて、バーチは撫で続ける。

「だったら汚れたのが目立たないものを着ればいいんだ。そんな上等の生き地じに犬の足あし跡あととはね」

「可愛かわいい犬だもの。いいさ」

　ジョゼフ犬はくん、と鼻を鳴らす。

「可愛いよな」

　マルタはジョゼフ犬を誉ほめられて嬉しげに微笑む。

「可愛いね」

　言ってバーチはジョゼフ犬の顎あごの下を撫でた。

「どうぞ。お口に合うかわかりませんが」

　緊きん張ちようした様子でリッツがお茶をトレイに乗せて持ってくる。

「なんで敬けい語ごなんだよリッツ」

「いや、その、なんとなく。位負けしてるというか」

　言いながらリッツはバーチの前にカップを置いて一歩引いた。

「なんだねリッツ・スミス。せっかく持ってきたのだから君も食べなさい」

「あ、はい、ありがとうございます」

　マルタに言われた時の百倍リッツはしおらしく言って、自分の部屋からがたごと椅子を持ち出してきた。

　マルタは唇くちびるを突つき出して面おも白しろくなさそうになにかブツブツ言っていたが、自分の前に置かれたカップを手に取って飲んで、満足の息を漏らす。やっぱりおいしい。

「ああ、これは」

　客用のとっておきの、一客だけ買っておいた、白はく磁じに赤い実と鳥が描えがかれたカップを手に取って、一口飲んだバーチが表情を綻ほころばせる。

「美お味いしい」

「でしょう」

　自分の手て柄がらの様にマルタが言って、その足をテーブルの下で思いっきり踏ふんづけたリッツが表ひよう情じようを輝かがやかせる。

「ありがとうございます」

「なんで足踏むんだよ！」

「なんかむかついたんだ」

「まぁ、どうぞ、召めし上がれ。こちらから、レタスとゆで卵たまごと玉たま葱ねぎとピクルス、ターキーときゅうりとレタスとマスタード、ローストビーフと西洋山葵わさびとルッコラ、ハムとチーズとレタスとトマト。そしてこれは最後に食べた方がいいと思うが生クリームとフルーツだ。どうぞ、おあがり」

「はいいただきます！」

　二人元気に声を合わせ、大変な勢いきおいで食べていく。バーチはローストビーフのを手に取り、軽く食べる。残ったのを掌てのひらの上に乗せてジョゼフ犬に食べさせ、

「私はいいからあとは私の分も食べるといい」

　などと言うものだから奪うばい合いになり、バーチに半分で分けなさいと窘たしなめられることになった。

　食事をしているだけだというのに何な故ぜか二人ともぜぇはぁと息を切らして口を拭ぬぐい、バスケットは空になる。

「うわスゲーうまかった」

「美お味いしかったです。ありがとうドクトル・バーチ」

　バーチはさも嬉しそうに笑う。

「それはどうもありがとう。土産みやげを喜んでもらえて何よりだ。ところでリッツ・スミス。君の美味しい紅こう茶ちやをもう一杯ぱいいただけないかね」

「あ、これは失礼を！　すぐに」

　頬ほおを染そめてリッツは言い、軽けい快かいに立ち上がる。

「おいリッツ、バーチなんだぞバーチ！」

「うるさいな！　お前のもついでに淹いれてやるから黙だまってろ！」

　言ってリッツはからになった紅茶の缶かんを投げ、それは見事にマルタの額ひたいに当たって床ゆかに転がった。

「いたー。ひでー」

　額を押おさえてマルタは言い、バーチは小さく笑う。

「リッツ・スミスはコントロールがいいな。スポーツでもするといいのに」

「ああ、僕ぼくも、何か趣しゆ味みでも持てよとは勧めているんだけれど」

　リッツが湯を沸わかし直す音の中、バーチはジョゼフ犬を膝ひざに乗せたまま静かに唇くちびるを開いた。

「では、食事が終わったところで本題に入ろうか」

「ああ」

　マルタは居い住ずまいを正し、真ま面じ目めな顔をする。

　バーチはじっとマルタの表情を見つめ、自分の唇の横を軽く指先で示しめす。視し線せんに促うながされて指を動かせばそこにはクリームが付いていた。恥はずかしくなって拳こぶしで乱らん暴ぼうに拭う。

「あまり多くは語れないんだ」

「僕が理り解かい出来る程てい度どにはしてくれ」

　睨にらまれてバーチは口元を緩ゆるめる。

「恩おん人じんだものな」

「ああ、そうだ。手間をかけさせるな。怪かい盗とうの癖くせに」

「はっは、全くだ！　我われながら無ぶ様ざまだったよ。まあ不意をつかれたのだ」

「あの、なんとか教室のやつか」

「ドクトル・フィランシェ」

　ジョゼフ犬が胸むねに足をつけて顔を舐なめようとする。頭を撫なでながら告げる。

　台所ではリッツが紅茶を淹れている。

「……ドクトル・フィランシェ教室とお前は、どういう関係なんだ？」

「身中の虫さ、私は。つまりそういうことだ」

「説明を」

「不ぶ粋すいだよ」

「それでもだ」

　がんとして譲ゆずらないマルタに、バーチは顔を舐めるジョゼフ犬をそっと引き離はなして溜ため息いきを吐ついた。

「では、僅わずかばかり。彼らの目的は賢けん者じやの石だ。私はそんなものはいらない。だが、目的はあるんだ。ここまでしか言えない」

「わからないよ」

　眉まゆをしかめ、苛いらついたように言うマルタに、バーチは柔やわらかく微笑ほほえむ。

「後生だよ、マルタ・サギー」

　その微笑みに、マルタは言葉を詰つまらせる。リッツが横からそっと紅茶を淹れたカップを差し出す。

「フィランシェ教室に今、兄はいますか」

　固い、強こわばった声でリッツが訊きいた。

「ウィリアム・デアスミスはいますか」

　少なからず驚おどろいて、バーチは瞬まばたきしてリッツを見つめた。

「そうか。君がそうなのか。なるほどな」

　ふむ、と思案気な顔でバーチはリッツを見つめる。

「いるんですね」

　ああ、まさしく君の兄に私は刺さされたのだよと、言う気は毛頭なかった。

　そんなのはこの気のいい少年を苦しめるだけだ。

「お怪け我がは、兄に？」

　ああリッツ・スミス。

　その頭ず脳のうのするどさが君の欠点だ。

「……まぁ、私が招まねいたことだよ」

　リッツは強く目を閉とじそして開く。

「兄は、元気なようですね」

「リッツ・スミス。私は犯はん罪ざい者であり、それが故ゆえに寛かん容ようだ。謝あやまってもいいんだよ。気持ちが楽になるだろう」

　バーチに静かに言われて、リッツは長い間逡しゆん巡じゆんした後、今度こそ強く目を閉じて掠かすれ声で言った。

「……申し訳わけありません……っ」

　バーチはリッツの手をそっと取ると、いたわりを込こめて軽く叩たたいた。

「君のせいではないよ、リッツ。君がしたことではない。君は悪くない。君とデアスミスとは別の人間だ。それでももしも謝りたいのなら、いいかい、リッツ。よく聞くんだ。私は君を許ゆるすよ。君がしたことではないし、君は君以外の行動に責せき任にんなどとれないのだから」

　言葉の途と中ちゆうで、リッツの目からは涙なみだが溢あふれた。それは床ゆかにまで落ち、とめどがなかった。

　バーチに取られたリッツの手を、慰なぐさめるようにジョゼフ犬が舐める。

　マルタは初めて見るリッツの涙を見つめているだけだった。

「ちょっと顔を洗あらってくる」

　しばらくしてから赤く腫はれた瞼まぶたで、何か憑つきものが落ちたような顔で、リッツは洗せん面めん所じよへ向かった。

　遠く水音が聞こえる中で、マルタはどこを見るでもなく、居い心地ごこちが悪そうにしていたから、バーチは言ってやった。

「まぁ、年の功だ。気にするな」

　冷めかけた紅こう茶ちやを啜すすって言えば、マルタの顔が真っ赤になって思い切り睨みつけられた。

　マルタは何か言おうと口を開きかけ、それから怪け訝げんな顔になってポケットを押さえた。

「どうしたね」

「いや。ちょっと。悪い、バーチ」

　何事かに対たい応おうし切れていない感じで立ち上がる。そして部屋を出てどこかに行こうとしたから、バーチは慌あわてて立ち上がってその腕うでを掴つかんだ。ジョゼフ犬が膝ひざから降おりて不安げにマルタを見上げていた。

「待て、マルタ。どこに行く」

「いや、せっかく来てくれてるのに悪い、こういうの初めてで。待ってて、いや、引き取って貰もらった方がいいのかな」

「何を言っているのだかわからない」

「僕もわかんないんだ。初めてだから」

「説明しろ、何が起こってるんだ」

　苛いらついて言われる言葉に、マルタは困こまったように瞬きをして答える。

「カードが」

「カードが？」

「カードが言うんだよ」

「なんて!?」

「対戦の申し込みがあるって」

　バーチは室内に顔を向けて怒ど鳴なった。

「リッツ・スミス！　カード使いの対戦があるぞ！」

　洗面所からリッツが駆かけ出し、リビングを抜ぬけて一度マルタの部屋に入って小さな鞄かばんを取ってバーチの後ろについた。

「やっぱりストック持ってないじゃないか！　対戦、受けるんだろ!?」

　怒鳴るように言われた言葉に、マルタはやっぱり対応出来ない様子でぼんやり言った。

「あ、うん。屋根の上に呼よび出されてるんだけど……」

　それを聞くとコート掛かけから三人分のコートとマフラーを抱かかえて、リッツはドアを開けた。足あし下もとからジョゼフ犬が駆かけ出す。

「じゃあ行こう！　申し込みは回かい避ひ出来ないんだろ？」

「いや、出来るけど」

「出来るの!?」

「でも僕特定カード使いだから、対戦受けないと普ふ通つうに殺される可か能のう性せいが」

「じゃあ受けろ！」

　ぼけぼけとマルタは言い、リッツとバーチに怒鳴られてひきずられるように外に出た。リッツは事じ務む所しよの扉とびらに鍵かぎをかけ、まずバーチにコートとマフラーを着せかけ、バーチは礼を言って袖そでを通す。

　それからリッツもコートを羽は織おり、歩きながらマルタに着せる。

「ホラちゃんと袖通して！」

「動きにくいよう」

「シャツのカフス持てよそんじゃぁ！」

　そのやりとりにバーチは苦く笑しようする。

「……バーチ。今お母さんみたいって思っただろ」

　横目でちらりと見て言われたマルタの言葉に、バーチは不覚にも噴ふき出した。

「貴方あなたまで！　ひどい！」

　リッツが照れて真っ赤になって怒おこる。

「ああ、すまんな」

「そこの階かい段だん上がって下さい」

　リッツの指し示じ通り階段を上がっていけば、跳はね扉があって、そこにはジョゼフ犬が先に来て待っていた。マルタの腕うでを掴つかんだままバーチはその扉を開ける。

　滲しみるような玻は璃りの晴天。

　高い笛の音のような風。

「初めまして、『名めい探たん偵てい』のカード使い」

　事務所の入っているビルヂング。

　当然屋上があるが、雨あま漏もりの修しゆう理りの時にしか誰だれも上がらない。理由は簡かん単たんで、装そう飾しよく上の理由で軽く傾けい斜しやがついているのだ。つまり、ビルヂングといっても、屋根のある形だ。

　そしていくつか暖だん炉ろの排はい煙えんのための煙えん突とつがある。どうやら設せつ計けい者は自由な事を好むたちだったらしく、それはなんだか規き則そく性がなかった。

　寒い日だから、そこからは煙けむりが上がっている。風があるから、苦にはならない。

「え、えーと、どれよ」

　ぞろぞろと三人出て来たものだから、相手は怯ひるんだらしい。

　相手は太ふと股ももも露あらわな赤のチェックのミニスカートを穿はき、赤の編あみ上げのロングブーツで、上は白のレース付きのブラウスだけだった。それも大きく胸むねの開いたデザインで、豊ゆたかな胸が半分も見えそうだ。年の頃ころなら二十に届とどくかどうかというところだろうか。長い真まっ直すぐな金きん髪ぱつで、目が紫むらさき。前まえ髪がみを押おし上げて緑色のゴーグルをつけている。腰こしにはおそらくストックが入っているホルダー。

　彼女を見るなりリッツは真っ赤になって怒鳴った。

「年頃の婦人がなんで真っ昼間から膝なんか出してんだ!!　はしたないにも程ほどがある!!　恥はじを知りなさい!!」

　やっぱりお母さんみたい。

　マルタは遠く思い、バーチはふうむと顎あごに手を当てて言う。

「ともあれ寒くないのかね。太股がまるだしだぞ」

「なんてつまんない男たちでしょうね。人がせっかくサービスしてるってぇのにさ」

　女は本当にいかにもつまらなそうにいい、軽く足を開いて立った。三人の後ろから、ジョゼフ犬が一声吠ほえた。

「あっカワイーワンちゃん」

　うふんと彼女は笑う。ジョゼフ犬は一歩下がった。

「可愛かわいくない犬だね」

　不ふ快かいそうに目を細めて女は言った。

「で。どれ」

　バーチとリッツは屋根の上に立ってマルタを指さした。マルタも挙手をする。

　リッツは鞄かばんの中からストックを取り出すとマルタに渡わたして一歩下がり、バーチも倣ならった。

「しっかりしないか、マルタ・サギー！」

　バーチの叱しつ咤たに笑ったのは女だった。

「それは可哀かわい想そうだよう。カード酔よいしてるんでしょ坊ぼうや？　大だい丈じよう夫ぶ、おねーさんが優やさしくしてあげるからね？」

　婉えん然ぜんと笑い、流し目で言われた言葉に、なぜかリッツはかちんと来て声を上げる。

「マルタ、しっかりしろよ！　負けるぞ！」

「あったり前じゃんあたし負かしに来たんだもん!!　ホホホホホホホホホ」

　耳みみ障ざわりな声で笑う。

「リッツ君」

　バーチがくい、と親指でマルタを指し示しめした。

「へ？」

　意味がわからない。

「行きたまえ」

「な、何が」

「探偵よりも頭がいいだろ、君は！」

「あ、はい！」

　なぜかバーチも怒おこっているらしい。イライラと怒ど鳴なられて、リッツはマルタの横につく。

「ほらしっかりしろマルタ！　初戦だぞ!!　さんざん練習したろうが！」

「ぼえー」

　目の焦しよう点てんすら合っていないマルタのポケットからカードを抜ぬいて、握にぎらせる。

「お前の、カードだ。わかるな？　マルタ」

　マルタは何度か瞬まばたきし、カードを掴み直すと笑った。

「……ありがとう、リッツ」

　ああ。

　カード使いの。

『名探偵』の顔だ。

















　いつもとはちょっとだけちがう、どこか自信満々の。

　リッツは怯ひるんだが、それを悟さとられたくなくて視し線せんを強く合わせるとにやりと笑ってやった。

「やろう。マルタ」

「うん」

　マルタの脳のうに、うるさいほど響ひびき渡わたっていたカードの声が鎮しずまる。

　喩たとえるなら百人が同時に怒鳴っていたのが、冷静な一人になる。そんな感じで。

　ようこそ、『カード戦争』へ。マルタ・サギー。

　ストラグルは以下の発声で開始されます。

　伝えますので発声して下さい。

　言葉ではなく。言葉より早く。

　たとえば恋こい人びとが遠くで自分を呼よぶのを受け止める。察知する。知る。

　きっとそれはこんな感じだ。

　マルタがストックを握り直し、強い目の力で自分を見るのも感知して、女も腰のホルダーからストックを取り出した。そして女は額ひたいにあげていたグラスを下ろす。

　そして視線を合わせ、お互たがいカードの力に支し配はいされる高こう揚ようを顕あらわしながら叫さけんだ。

「戦場よ来たれ！　ここにリュウカ・エルゼグソンと」

「マルタ・サギーの」

「カードストラグルの開始を宣せん言げんする!!」

　二つの声が重なった。

　オスタス、快かい晴せいの昼下がり。








　第七章　リュウカ・エルゼグソン




「『カード戦争ウオー』！」

　二人の声がもう一度重なり、その間から突とつ風ぷうが吹ふいた。

　後ろに控ひかえていたバーチはその匂においと温度に顔をしかめた。知らない匂いだ。嗅かいだことのない香かおり。なんらかの香りパフユームがその風には含まれていた。

　おそらく、異い世せ界かいの。

　足あし下もとにはジョゼフ犬がいて、彼女の鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくはそれをきちんとかぎ分けているだろう。

　けれどもこの世界で嗅いだことがなければきっと表ひよう現げんは難むずかしい。

　二人の中心を中心点にして円形に力場が形成されている。

　いや、上下を考えればおそらく球形だ。

　不思議な感覚だった。

　これが、カード使いの戦いか。

「希け有うな体験、かもな」

　なぁ？　とバーチはジョゼフ犬の頭を撫なでた。







　ふ、と。

　二人の中心から、まるでウォータークラウンの中心の水すい滴てきの様に伸のび上がり現あらわれた金色の光。

　金粉をまき散らしながら羽ばたきの様にちらちらと輝かがやく。

『このストラグルの審しん判ぱんと進行役を務つとめます。ルールに則のつとり、紳しん士し的にストラグルを行って下さい』

「わあっ綺き麗れい」

　リッツが思わず声を上げる。

『ありがとう。あなたはエントリーされておられないようですが』

「僕ぼくの助手だ。参戦を希望する」

　マルタが光に向かって言う。

『お名前は』

「リッツ・スミス」

『偽ぎ名めいですか』

　言われた言葉に驚おどろいて、マルタは一いつ瞬しゆんリッツを見つめた。リッツは言葉もなく息を呑のみ、震ふるえていた。だから、マルタはリッツの手を取って強く握にぎってやる。リッツの目を見て言う。

「そうだ」

　かまわない。

　そう笑え顔がおで伝えてやる。

　リッツの顔に血の気が戻もどり、少し目が潤うるんだ。

『登録しました。参戦を許きよ可かします。ファンを構こう築ちくして下さい。カードを５枚まいヒットして下さい』

　そう言葉が聞こえる中、リッツは袖そで口ぐちで目元を擦こすって鼻を啜すすり、短く息を吐ついた。

「行くぞマルタ！」

「頼たよりにしてる」

　向かいではリュウカがストックから流れるような手さばきで、５枚のカードを抜ぬいて広げた。

　その楽しげな顔を見る限かぎり、手は悪くなさそうだ。

　マルタは普ふ段だんの不器用さが嘘うその様な手さばきでファンを広げる。

　その内ない容ようを見て、リッツは考える。

「マルタ、どうしたい？」

「え、これを出してこれをやって、これをしたらこれする」

「これがあれになったらどうする気だよ」

「ああ、そうか」

「ちょっと！　初心者なのも２人１組なのもいいけどさ、テキパキやろうよ！　こんなストラグル五分で終わるつもりで来てるんだから！」

　リュウカが苛いらついて叫さけぶ。

『ストラグルはスピーディに行って下さい。レベル・ランク共に下位のマルタ・サギーが先行です』

「了りよう解かい」

「これ」

　リッツがカードを１枚指し示しめす。

　カードを抜いて腰こしの位置の中空に置く。なんの支ささえもないのにカードはその場にとどまる。

　リッツは驚おどろかない。だって今いま更さらだ。

　この風はだってどこから吹いてる？

　この香りはなんだろう。

　名めい探たん偵ていのカードっていったい何なんだ？

　疑ぎ問もんに答えはない。

　それは本ほん質しつではない。

　本質はそれがそうであるということだけだ。

　そして自分はマルタ・サギーの助手であるということだけだ。

「この場を支し配はいする！　カード・『生きる大たい樹じゆ』！」

　防ぼう御ぎよのカードだ。万が一攻こう撃げきをくらっても、護まもってくれる。痛いたみを引き受けてくれる。そしてその付加の力によって、この場が『森』という世界になる。

　目によってではない、感覚によって知らされる何本もの木。それは遮しや蔽へい物ぶつとなるはずだ。

「『妖よう精せいの羽根』・『羽根つき靴ぐつ』をつけて」

　更に２枚カードを置く。

「オブジェクト・カード『森の娘むすめ』をここに！」

　１枚カードを抜くと、その上に黒くろ髪かみで黒目、どこかマルタを思わせる様子の少女が現れた。

「うわー！」

「等身大！」

「でかー！」

「すげー！」

　度ど肝ぎもを抜かれてマルタとリッツは顔を真っ赤にして見上げる。だって衣い装しようなんか尻しりが半分出てるし、太ふと股ももの途と中ちゆうまでの緑のブーツなんか穿はいてるし、それでいて上着は長なが袖そでなもんだから、なんかいやらしかった。で、妖精の薄うすい、均きん翅し亜あ目もくのそれに似にた羽根をつけている。微び細さいで美しい網あみ目めが目の前で呼こ吸きゆうの度たびに揺ゆれる。

「君たち真ま面じ目めにやりたまえ」

　いつの間にかどこからか金きん房ぶさのついた立りつ派ぱなクッションを、屋根に置いて尻に敷しいたバーチがジョゼフ犬を撫なで回しながら言った。

「うわ、バーチそれどこから持ってきたんだ！」

「ちょっとお借りした。三階にお住まいの方はなかなか趣しゆ味みがいいよ」

「泥どろ棒ぼう！」

「いかにも」

　マルタの言葉に肩かたを竦すくめてバーチは言い、顎あごで示しめして言う。

「ちゃんとやりたまえよ。仮かりにも命を狙ねらわれているわけだから」

「あんまりジョゼフ犬といちゃいちゃすんなぁ！」

「ずいぶん余よ裕ゆうね」

　リュウカがふん、と鼻息を漏もらして言う。その金色の髪が風に躍おどって飾かざりのようだ。決して顔や身体からだにからまない。

『オブジェクトの行動は次のオーダーになります。オーダーを終しゆう了りようする場合は宣せん言げんして下さい』

　進行役の鈴すずのような声。

　それに従したがってマルタは言う。

「オーダー終了」

「えっ！　なんで!?　これしないの!?」

　リッツが慌あわてて言いマルタがあっと言う。

「うわ。うっかりした」

「あたしのオーダーを始めるわ！」

　リュウカが嬉々として言うのにマルタが言う。

「あっ、ちょっ、たんま」

『タンマ無しです』

　進行役が冷静に言う。

「美しい私の貴方あなた。私を護まもる愛を示して、疾はやく疾く、疾しつ風ぷうのようにここにいらして。私はリュウカ・エルゼグソン。あなたの女主人であり支配者」

「うわ、呪じゆ文もんだ」

　マルタが鼻に皺しわを寄よせる。

「呪文だとどうなんだ」

「特定カードだよ」

「……げぇ」

　らしくなく下品な声をリッツが漏らす。

「ねぇ、どうかお願い、夜の星全すべて、貴方に捧ささげるわ。私にその力が確たしかにあるのだから、どうか迷まよわず現あらわれなさい」

　リュウカの表ひよう情じようが詠えい唱しよう中のうっとりしたものと変わり、はっきりとした自信と視し線せん、そして悪意を露あらわにする。

「どうか、いらして……『ばらの騎き士し』！」

　リュウカはぴしりとカードを置いた。

　どこからか華はなやかな音楽が流れて来る。金管の多重の音色。カードの上に馬に乗った騎士が、銀色の甲かつ冑ちゆうを光らせて現れ、ランスを手に馬を走らせた。

「逢あえて嬉うれしいわ騎士様！　更さらに『一撃必殺』と『最大の幸運』を装そう備びしてマルタ・サギーを攻撃！」

「えっなんで！　行動は出来ないんじゃないの!?」

　リッツが顔を青ざめさせて言う。

「『ばらの騎士』の特とく徴ちようなのよ即そく時じ攻撃は！　さぁお散り！」

　リュウカがいかにも楽しそうに言い、そして高く笑った。

　蹄ひづめの音が鳴り渡わたる。木々の間をすり抜ぬけて、『ばらの騎士』がやってくる。

　その中でマルタは少し顎を引いて、空あいている片かた手てを腰こしに当て、リュウカを睨にらむようにして言った。

「ところでさー」

　どこかのんびりとしたその声こわ音ねにリッツが慌てる。

「バカ、お前、なんとかしないと」

　マルタはリッツに視線を向けずに言葉を続けた。

「カードストラグルに負けたら特定カード取られるの？」

「ううん？　特定カードは主人が死なないと権けん利りが宙ちゆうに浮うかないからァ。ストラグル終わって疲つかれてるところを、カード使って殺すのよ」

「じゃぁストラグルの意味がないじゃないか」

「そうでもないんだなぁ。カード使い同士、コミュニティがあってね？　やっぱ評ひよう判ばんとか気にしちゃうじゃん？　カードのトレーディングもあるしさ。そんなときに、ストラグル無しで殺したって言ったらやっぱり人聞きが悪いのよ」

「……特定カードを欲ほしがって、そんな事をするやつは多いのか？」

「まさかァ。みんなほんとは欲しいけど、あたしみたいに的てき確かくに行動にうつす人はそうはいないわねぇ」

　まるでそれが悪いことだとは、少しも思っていないように、リュウカは胸むねを張はって答える。自分と同じ事をしないものが、まるで馬ば鹿かだとでも言うように。

「そうかい。救われるぜ」

『ばらの騎士』が現れる。透すける木立の間から。視覚的には不思議な感覚だ。多分目で見てはいないのだろう。木立と騎士を通してリュウカの動きや表情がわかる。

　マルタはリュウカを睨みつけている。

『森の娘むすめ』が『ばらの騎士』のランスに深々と胸を刺さされた。

「ギャー！」

　カードの映えい像ぞうとはいえ等身大だし色も付いているし肉感的ですらある。その様子にリッツは悲鳴を上げ、マルタは動じなかった。ただ、リュウカを睨みつけている。

『森の娘』が薄うす氷ごおりの寄よせ集めのように乾かわいた音を立てて消え、攻こう撃げきを終えた『ばらの騎士』も消えた。

　ダメージを示しめして、マルタの頬ほおが深く切れて血が噴ふき出した。

「カード使いが全員、お前みたいな頭のおかしい人殺しだったらどうしようかと思ったよ」

　痛いたみを感じていないようにマルタは言う。

　いつもだったら画が鋲びようが少しささっただけで情なさけない声を上げて絆ばん創そう膏こうを探さがす癖くせに、視線ひとつも揺ゆらさない。

「なんですってェ？」

　リュウカは額ひたいに青あお筋すじを浮うかせる。ゴーグルの下だったから目では見えないはずだが、わかった。

　そして、計算違ちがいにまだ立っているマルタを見て、どうして、と小さく呟つぶやいた。

『森のフィールドなので、『ばらの騎士』の攻撃力が弱まりました。それがなければ『一撃必殺』の効こう果かでリュウカ・エルゼグソンの勝ちでした』

　審しん判ぱんの声が聞こえる。リュウカは顔を歪ゆがめて吐はき捨すてた。

「くっそ。オーダー終しゆう了りよう！」

「……でも、もう一撃でやばいんだよな？」

　頬の血を親指で拭ぬぐってマルタは言う。顔色が悪い。立っているのがやっとの様だ。

『はい。数すう値ちを申し上げますか』

「……気が塞ふさぎそうだからいい」

「アーハハ、ファンに残ってるカードは、さっきのオブジェクトにつけようとしてたんだから、オブジェクトじゃないわねぇ？　次にオブジェクト引けるといーけど、なかったら次であたしの勝ちよ！」

　ということは既すでにファンに使えるカードが入っているのだ。

「あいつ、ものすごく引きがいいんだな」

　リッツが固い声音で言い、マルタはしんどそうに息を吐く。それでも背せ筋すじから力は抜ぬかない。

「まあ、多分、僕だって」

　ストックに指をかける。

『マルタ・サギーのオーダーです。ヒットして下さい』

「いいさ」

　そして引いたカードに息を呑のむ。

「あ」

「う」

　二人は短く呟いてそのカードを凝ぎよう視しする。

「……これ、使えるのか？」

　リッツがひそひそと言いマルタが眉を顰ひそめる。

「心当たりは、一人だけだ……凄すごいイヤだけど」

「イヤでもなんでも死ぬよりいいだろ」

「イヤなんだけど……」

「うるさい、やれ！」

　尻しり込ごみをするマルタに、リッツは凄む。目の下に黒い隈くままで浮かせて、なに言ってるんだこいつ。

「ほらどうしたの!?　早くしなさいよ！　初心者だからって甘あまえてんじゃないの？」

　リュウカは勝ちの決まった勝負に、とても楽しそうだ。

「仕方ないか」

　マルタはいかにもイヤそうに言う。リッツは横で苛いらつく。

「いや、いいカード引いたって喜ぶとこだろ、ここは」

「ああ、うー、ああ」

「他に使えるカードないんだからやれ」

　息がかかるほど近くに顔を寄よせてリッツは目を見開いて凄む。

「やれ」

「……ハイ」

　マルタは押おし負けてさもイヤそうにカードを場に置く。

「僕ぼくのオーダー……あーやだ」

「やれってば！」

　死相が浮いているマルタのネクタイを掴つかんでリッツががくがく揺らす。

「『救きゆう援えん』。既き知ちの任にん意いの人物をここに呼よび寄せる。……対象は、あー、」

　言いごもるマルタをリッツが睨にらむ。

「アウレカ」

「えっなにあんたアレと知り合いなの!?」

　リュウカが、真っ青になって叫さけんだ。

　それをかき消すように、カードの上に竜たつ巻まきが現あらわれ、その風が晴れれば、そこには茶ちや髪ぱつで褐かつ色しよくの肌はだで、革かわのマントの黄緑色の目の男がカードの上、中空に立っていた。手には何な故ぜか丼どんぶりと箸はしを持っていて。どうやら中身はラーメンらしかった。

「あっラーメン！」

　マルタは死相を浮うかべつつも目をキラキラさせて言い、アウレカは暫しばらく状じよう況きようの把は握あくが出来なかったらしく、目をきょろきょろさせていたが、マルタの声と審判の姿すがたとリュウカを見て、

「ああ。『救援』か。人気者だな、俺おれ。フフ」

　とまんざらでもなさそうに言い、マルタを認みとめるとリュウカに背を向けてその場にしゃがみ込んだ。そうすると丁度マルタの顔を少し見下ろす位置になる。

「いよう相あい棒ぼう！　元気だったか！　心配してたんだぜ？」

「お前も元気そうで残念だ……ラーメンよこせ」

　心底そう言うと、ラーメンの器うつわを片かた手てに持ってアウレカがばんばんとマルタの背中を叩たたいた。

「がはははは、それを言うならなによりだだろ、相棒！　言葉は正しく使えよ？　ん？」

「間ま違ちがってねぇよ。あいつ倒たおせ。あとラーメンよこせ」

「ああ、へいへい。カードの力には逆さからえないからなぁ。まぁ大事な相棒の窮きゆう地ちでもあるしな」

　ラーメン丼を手にしたままアウレカは立ち上がる。

「相棒じゃねぇ。あとラーメンよこせ」

　相棒。

　その言葉にリッツはなんだかかちんと来る。

「……何だよこいつ……」

　知らず呟つぶやく。

　上目で睨みつけて唇くちびるを尖とがらせる。革のマントのでっかい背中。

　アウレカは額ひたいのバンダナに、モノクルのようなものの上部をひっかけてリュウカを見る。

「あーれー？　リュウカ・エルゼグソン？　お前、コンファーメイション派はのリュウカか！」

「うるさいアウレカ！　あんたは引っ込んでて！」

「そうはいかない。なぜなら」

　アウレカは優ゆう雅がに腰こしを折って挨あい拶さつした。丼を持ったまま。

「俺は今まさにゲームの駒こまだからだ」

「ふざけるなぁっ!!　コンファーメイションの理念を持つものに対してよくもそんな口を！」

　リュウカは逆上した。

　その長い髪かみが幾いく万まんの蛇へびの様に躍おどる。

「理念を持つものだから言っている。迷まよいもなく今俺はゲームの駒だ。そしてそこにいるマルタ・サギー同様、最もお前らの問いの答えに近付いた男だ」

　アウレカは丼を持ったまま、片手で器用に腰のホルダーからカードを１枚まい取り出した。

「さて、俺は今プレイヤーではない」

















　アウレカはとても楽しそうだ。

「だからなんの条じよう件けん付けもなく、任にん意いのカードを使えるわけだ！」

　リュウカは目に涙なみだを溜ためてマルタを睨みつける。

「最低……！　こんなの呼び出すだなんて……同じ特定カード使いにしたって、もうちょっとマシなのあるでしょ？　ああもう、だから嫌いやなのよ……」

「他に知り合いいないし。僕は命狙ねらわれてるんだから仕方ないだろ。死にたくないんだ」

「いいから死ね。バカ。友達いなくてダセー」

　力無くリュウカはそう言うが、アウレカは物もの凄すごく楽しそうにウキウキとカードを相手に向けて出した。

「さあ現れろ、流れ星を拾いに行くんだ、虹にじを掴むんだ、夜の裾すそを捲まくり、朝の光を窓まどに呼び込むんだ！　金の笛を不器用に吹ふいて乙おと女めを笑わし、そして今から威い厳げんを示しめそうじゃないか！　ロマンス！　それが俺達を待つ言葉だ！　俺の名はアウレカ・レーギーダ！　使用するのは、『竜りゆうを召しよう喚かん出来る剣けん士し』！」

　なんて大おお仰ぎような呪じゆ文もんだとか、アウレカってそういう名前だったんだとか、えっ知らなかったのか、うん初耳、ところでラーメンて美お味いしいのとかこそこそとリッツとマルタは無む駄だ口ぐちを叩たたきながら見守る。

　火が一気についた時の様な音がして、カードの上の煙けむりの中からどこかアウレカの面おも影かげを宿した、青い鎧よろいを着た剣士が現あらわれた。リュウカの騎士よりも身軽そうで、刀は重そうだった。

　剣士は現れた時は蹲うずくまっていたが、悠ゆう然ぜんと立ち上がると腰の刀をすらりと抜ぬいて聞き取れない言葉で何かを叫さけんだ。その声は咆ほう哮こうに似にていて、迫はく力りよくに満ちていた。

　天空が割われ、雲が噴ふき出す。そしてそこから竜が現れた。翼つばさがついていてのたうち、その目は金色で邪じや悪あくだった。貨物船ほどの大きさで、マルタはその大きさに圧あつ倒とうされた。

　そこにいる全員がその竜の質しつ量りように驚おどろき、打たれたようになっている中、アウレカは物凄く得意げに号令した。

「さぁリュウカ・エルゼグソンをやっつけろ！」

　おお！　と剣士が答え、竜を操あやつるように剣を振ふり下ろす。

　竜はその巨きよ体たいをのたうたせ、硫い黄おう臭くさい口の奥おくに火種を産んで、リュウカに向かって口を開けた。

「……これは」

「……怖こわい」

　リュウカの位置からの視し界かいを想そう像ぞうして、リッツとマルタは小こ刻きざみに震ふるえる。

「もぉヤダー!!」

　恐きよう怖ふに満ちた叫びを上げて、リュウカは竜の放つ炎ほのおに巻まき込まれた。炎が消えて、リュウカも消えていた。

「あのー、リュウカは」

「炭になっちゃったの？」

　怯おびえた声でリッツは言い、マルタが低い声で名を呼よんで窘たしなめた。

『登録ステージに戻りました。炭にはなっていません。『救きゆう援えん』の効こう果かはオーダー終しゆう了りようのコールまで続きます』

　なるほど、竜と剣士は一いち撃げきを放って消えた。これはリュウカが帰ったからだろう。

　アウレカはまだいた。

　さっさと帰って欲ほしかったから、マルタはオーダー終了をコールしようとしたがアウレカはやっぱりしゃがんで顔を覗のぞき込んできた。

「おお、いい面つら構がまえになったじゃねぇか、鷺さぎ井い」

　マルタの頬ほおを熱い掌てのひらで軽く叩いて、至し近きん距きよ離りで黄緑色の瞳ひとみが笑う。こいつ、笑え顔がおと料理の腕うでだけはいい。

　何より久ひさしぶりに鷺井と呼ばれて、マルタは頬を染そめる。懐なつかしさに胸むねが詰つまる。思わず苦く笑しようする。

「お前は変わんないな」

「ああ、変わらねぇ。相変わらず神様に喧けん嘩か売ってるさ。けどコンファーメイションとかフィランシェ教室とかと一いつ緒しよにするなよ？」

「なっ」

　マルタはアウレカの口から出た言葉に唖あ然ぜんとする。

　なんでその名が。

「どうしてあんたがその名を！」

　リッツが驚おどろいて言う。

　アウレカはリッツを見て屈くつ託たくなく笑った。

「ああ、えーと？」

「助手のリッツ」

　マルタが紹しよう介かいする。

「ああ！　助手さん！　俺の相あい棒ぼうがどーも世話になってます」

　ぺこ、とアウレカは中空にしゃがんだまま頭を下げて礼をして、リッツはものすごくかちんと来た。

　どこだ。

　どこにこんなにかちんと来たんだ。

　自分でも解わからなかったが、とにかくむかつく。

「いいえ、大した世話はしてませんから」

「いやー嘘うそだなぁーそれ。こいつものすごい手ェかかるでしょう」

　うわぁ。

　なんかすごいむかつく。

　笑顔が凍こおり付いていくのが解る。言葉が出てこないリッツに代わって、マルタが言う。

「挨あい拶さつはいいから。なんで知ってるんだ」

「志こころざしを同じくするものだからさ。俺とコンファーメイションとＦ教室。それぞれステージは違ちがえど謎なぞを明らかにしようとする者達だ。だもんで名前くらいは耳に入ってなぁ」

「お前あんなおっかない思いしてまだ諦あきらめてないのか！」

　愕がく然ぜんとするマルタに、アウレカは鼻を小指でほじりながら言った。

「あーうーんふーん怖かったねぇー」

「マルタっこいつ殴なぐっていいかっ」

　リッツがマルタのネクタイを掴つかんで言った。

「やめとけ、殴られるから」

「ハハハハだって顔とかに届とどかないだろチビ」

　アウレカにあっけらかんと言われてリッツは腹はら立だちのあまり、掴んだマルタのネクタイを無言でがくがくと揺ゆすった。

『マルタ・サギー、オーダーの終了を宣せん誓せいして下さい』

　審しん判ぱんが言い、マルタは力無く言った。

「オーダー終了」

　わー、と声を上げてアウレカが消えた。

『１９８８５２号ストラグル終了。勝者・マルタ・サギー。獲かく得とくポイントとレベルランクをお伝えしますか？』

「相場がわかんないからいらない」

『解りました。『カード戦争』は開戦中です。またのストラグル・コールをお待ちしています』

　光が消え、場が消える。

　オスタスの音が戻もどってくる。

　遠く、街の音。

「済すんだかね」

　その声に見てみれば、いつの間にかバーチは、クッキーとチョコレート、紅こう茶ちやまで屋根の上に置いて、クッションを数個こ持ってきて寝ねそべり、さらに胸むな元もとを広げてそこにジョゼフ犬を入れていた。

「何やってるんだはしたない！　勝手にうちの犬を、わー！」

　これにはマルタが血相を変えた。

「ジョゼフ犬が寒いだろうと思って」

　バーチはジョゼフ犬の前足の付け根に手を入れて胸元から出す。

「さぁ終わった。行きたまえ」

　濡ぬれた瞳でバーチを見上げ、細い尻尾しつぽを振ふるジョゼフ犬。

　バーチはその口にキスをしてから離はなしてやったら、マルタの方に走っていった。

　マルタはあまりの事に軽く髪かみの毛を逆さか立だて、走ってきたジョゼフ犬をがばりと抱だきしめた。

「カードストラグルは堪たん能のうさせて貰もらった。中に入ろう。ここは冷える。……話さなければならないことがあるだろう、私たちは」

　バーチは静かに言った。

「バーチ、クッションとかちゃんと戻しとけよっ。あと色男だからっていい気になってうちの犬にキスとかすんじゃねぇよバカ」

　なぜかマルタは涙なみだ目めだ。








　第八章　コンファーメイションとＦ教室、あとアウレカ




　部屋に戻り、服の袖そででごしごしとジョゼフ犬の口元を拭ふくマルタは、疲つかれ切ってはいたけれども顔色も随ずい分ぶんマシで、頬ほおの傷きずも消えていた。服についたはずの血もなくなっていて、一体どういう仕し掛かけだろうと訝いぶかしむより早く、リッツは安あん堵どする。洗せん濯たくが楽だ。全員のコートを取ってコート掛けに掛ける時に確かく認にんした。

　つまり、カード戦争に関しては、思考を停止することが最も簡かん単たんな順じゆん応のう法ほうだ。

　いくら考えたって解わからないんだから、だったら考えなければいい。

　大事なのは温かい紅茶だ。

　ミルクがあるといいだろうか。湯を沸わかしている間に、ミスター・ブルネルのところに行ってこようか。

「よければ使うかね」

　横からバーチが牛ぎゆう乳にゆう瓶びんを差し出した。

「あ、ありがとうございます。ミルクティ淹いれようかなと思ってたところで。……って、どこから持ってらした……んですか」

　バーチはキラキラと音がしそうに微笑ほほえんだ。

　リッツは笑ったまま、あは、とか力無く笑った。

　ドクトル・バーチ。

　職しよく業ぎよう怪かい盗とう。

「……別に人のうちから盗とってきたわけじゃないからね？」

　笑え顔がおでバーチは言う。

「ええ、まさか、そんな」

「クッションとかクッキーの残ったのを返しに行った後、下で買ってきたんだ」

「……お金、持ち歩いてるんですか？」

「多少はね」

　信じられなかった。

　だって、財さい布ふを持って買い物をするなんて平民のやることだろう。

　それほどまでに、バーチは高こう貴きに見える。

　その白い指が釣つり銭せんを受け取るところなど想そう像ぞうもつかない。

「君のミルクティは楽しみだ。ミルクは少しだけ多めが好みだよ」

　笑ったままバーチは言い、椅い子すに戻る。

　あんまりしつこく口を擦こすったのでとうとうジョゼフ犬がマルタの膝ひざから逃にげ出した。

「可哀かわい想そうに。あんなに擦っては痛いたくなってしまうだろう」

「お前がキスなんかするからだ」

「君はしないのかい」

「僕ぼくとリッツはいいの。家族だから」

　マルタが唇くちびるを尖とがらせて言う。

　リッツはそれを聞いて手を止めた。

　家族。

　家族か。

　どうしよう。

　マルタに言われて胸むねが熱い。

　くそ、マルタの癖くせに。

　くよくよしてる自分がバカみたいだ。

　そんなリッツに気がつきもせずにマルタは話を続ける。

「だいたい、お前もお前だジョゼフ犬。いいか、気をしっかり持て。いくらバーチが色男だからってなぁ」

「はっはっは。お褒ほめに与あずかり光栄だ、名めい探たん偵てい」

　バーチは終始上じよう機き嫌げんだ。

　けれど、ふ、と、息を吐はくと瞳ひとみの色を真しん剣けんにする。

「さて、本題だ。コンファーメイション派はとＦ教室について、我われらは思し索さくしなくてはならない」

「Ｆ教室はいい呼よび方だな。短い」

「探偵Ｍのように秘ひ匿とくされなくてはならないわけではないがね」

　微笑んで言われ、マルタは照れて頬を赤くした。

「まあ。それはなんだよ。うん。なぁ。うん」

「しかし、竜りゆうが出たのに街は騒さわいでもいないというのは、やはり、あの球形の場に限かぎった現げん象しようなのだろうな」

「でも、名探偵のカードはところ構かまわずだ」

「バトルではないからだろう」

「うーん」

　マルタは唸うなって頭の後ろで手を組んで思考する。

　どうせろくな事は考えてない。

　思いながらリッツは二人の前に紅こう茶ちやを供きようする。

「キラキラするからかなー」

　なんだかわからない。

　バーチが笑う。

　リッツはキッチンにトレイを戻もどし、自分も座すわった。

　あのことを言わなくちゃいけないのかな。

　三人でミルクティを飲み息を吐つく。

「リッツ君は本当に紅茶を淹いれるのが上う手まいな。うちのジャックもなかなかだが」

「ドクトルのところの方でしたら、きっと僕なんか」

「えーおいしいよー」

「お前は黙だまってろなんでもいいくせに。僕なんかは及およびませんよ」

　前半はマルタ、後半はバーチに言われた言葉に、マルタは拗すね、バーチは笑った。

「ああおかしい。こんなに笑ったのは久ひさしぶりだよ」

「随ずい分ぶん辛しん気きくさい生活なんだな」

「怪盗には敵てきと謎なぞとがつきものさ」

　胸の前で両手を組んで悠ゆう然ぜんとバーチは言う。

「そう、話をつなげよう。あの、竜を使う騎き士しを出した彼」

「アウレカ」

　マルタが言う。結局ラーメン食べられなかった。悔くやしい。ラーメン。なんであいつラーメン食ってたんだ。

「アウレカ氏の言うところによると、コンファーメイション派とＦ教室とアウレカ氏は目的が同一だという。ならば一つが解わかれば全すべてが解る。アウレカ氏の目的はなんだ？」

「……カード戦争の真のプレイヤーを明らかにすること」

　マルタは考えながら言葉を紡つむぐ。

　一言に纏まとめてしまえばそうなのだ。

　あの時アウレカは言った。

　鷺井家のリビングで、名探偵のカードを初めて使った時だ。




「『カード戦争』を行っているのは一体誰だれなんだ？」




　アウレカの目的はその解かい明めいだろう。

　でなきゃ冗じよう談だん半分でこんな質しつ問もんはしないだろう。ましてや奴やつは、多分それ用のものだと思われるカード『神への質問』まで用意していた。

　カード戦争をやってるうちに、帰る場所がなくなったと言っていたアウレカ。

　あの性せい格かくじゃ遅おそかれ早かれそうなっただろうが、状じよう況きよう的にそうなるのと、物理的にそうなるのでは全く話が違ちがう。

　でもあの性格じゃ同じだろうか。

　でもそうなっても本人はあんまり気にしない気もする。

　とりあえずアウレカに対する同どう情じよう心は、かなりがんばらないと湧わいてこないことだけは確たしかだし、そんなことはとてもとてもどうでもいい。

「答えたぞ。バーチ。今度はお前の番だ。Ｆ教室の目的はなんだ？」

「世界の真理の探たん求きゆうだ」

　静かに微笑ほほえんでバーチは言う。その青い瞳の縁ふちが僅わずかに紫むらさき色なのにマルタは気づいた。

「なぁカード使いマルタ・サギー。一体誰が、この世界がただの舞ぶ台たいで、自分たちが名も振ふられぬつまらない役をこなしているだけだと思いたい？　いないよ、そんな者は。頓とん着ちやくしない者もあるいはいるだろう。だが、積極的に思いたい者はいない」

　湯気を上げるミルクティを一口飲んでからバーチは続ける。

「たしかに、昔の詩人が言ったように、この世界は劇げき場じよう、人は皆みな役者だろう」

　同じ事をたしか、元々の世界でも誰かが言っていたなとマルタは思う。

「だからと言って、全員が嬉々として通行人を演じたいわけではない。通行人にだって人生があるなら、それは充じゆう分ぶんに主人公だ。それを通行人と呼ぶ者がいるなら、それは侮ぶ辱じよくで冒ぼう涜とくだ。戦わなくてはならない」

　ゆっくりとソーサーにカップを戻し、バーチは穏おだやかに微笑んだ。

「私たちの戦いは知り、そして生き延のびることだ。例えばある日突とつ然ぜんオスタスというゲームのボードを誰かがしまおうとしたら、それを阻そ止しすることが出来るようにね。そしてオスタスには昨日と同じ明日が来る。その日に備そなえての準じゆん備びと研究が、フィランシェ教室本来の目的だ。そのはずだった」

　バーチの目の光が暗く、きつくなる。

「ドクトル・フィランシェは大天才だった。そしてその仲間たちも。奇き跡せきのような頭ず脳のうの集まりが私たちの一世代前に、オスタスにあったのだ。そこには志こころざしがあり、理想があった」

　外は寒いけれども穏やかな昼下がり。

　過か去こを語るバーチの声は、そこだけが光る夜のような神しん秘ぴがあった。

「けれども時代は変わった。教きよう授じゆたちは去り、教室は生徒たちに受け継つがれて、志は失われた」

「変わったなら、今の教室の目的はなんだ、バーチ」

　マルタの質問にバーチは深く息を吐つく。

　一度目を伏ふせ、それから開けた。

「個こ人じんに起こった時にはそれは、あるいは素す晴ばらしいことだろう。だが、力を持った、または持とうとする集しゆう団だんに起こった時にはそれはたいがい悲ひ劇げきの萌ほう芽がが含ふくまれている。馬ば鹿か馬鹿しくて、くだらない。けれどそれは頻ひん繁ぱんに起こってしまう。どんな素晴らしい頭脳でも、志が腐くさるのは氷が火にくべられた時よりも早いものだ。心は脳のもたらす幻げん想そうだけれども、そもそもこの世界は幻想で出来ている可か能のう性せいが高いのだ。アルファ星雲とシータ星の、混まざり合う影かげがこの世界の正体だと唱える学者もいるほどだ。心は幻想だけれども、このカップと同じくらい確かつ固ことして存そん在ざいし、そして、それは頭脳とは関係がない。君のようにな、マルタ・サギー」

　バーチはマルタを見て微笑んだが、マルタは目を糸の様に細くしてバーチを睨にらんで言った。

「誉ほめてない」

「誉めてるさ。大絶ぜつ賛さんだ。君の心は黄金だよ。人の心は変わりやすいもので、それはひょっとしたら今だけかも知れないが。あるいは若わかく、心の柔やわらかい少年というのはみな君の様な部分があるのかもな。私は博愛主しゆ義ぎではないからわからんが」

　言った瞬しゆん間かんマルタは椅い子すを鳴らして後ろにずり下がった。

「安心しろ、探たん偵てい。私に同性愛の趣しゆ味みはない」

　あからさまに安あん堵どするのでなんとなく面おも白しろくなく、付け加える。

「今のところ」

　また固まった。

「話を元に戻もどそう」

　バーチは優ゆう雅がに片かた手てを僅かに開いて見せる。

「個人に起こる時には素晴らしいが、集団に起こった時には悲劇の萌芽が含まれていること。それは目的と手しゆ段だんが入れ替かわることだ。あるいは手段が目的になると言った方がわかりやすいかね。目的のためではなく、研究のために研究をする。教室内での足場を失わないために研究をする。今の教室に起こっているのはつまりそういうことだ。だから、逆ぎやくにデアスミスは志が高いというべきかも知れないが私は！」

　何かを言いかけて口を開けたリッツを片手で制せいしてバーチが続ける。

「彼を認みとめるわけにはいかない。彼のやり方には美学も思いやりもみられないからだ。美学があるとしても私とは相あい容いれない。認めるわけにいくものか」

　その秀しゆう麗れいな鼻の頭に皺しわを寄よせて、いかにも憎にく々にくしげにバーチは言う。

「とはいえ、彼の自信の根こん拠きよがどこにあるかがわからない。リッツ・スミス。もしも心当たりがあり、差さし支つかえなければ教えてくれないか。その……」

　バーチは真っ直ぐにリッツの目を見て言った。

　青せい灰かい色しよく。

　明るい薄うすい曇くもりの空の様な。

　ああ、瞳ひとみの色は同じなんだな。

　その色のニュアンスがまるで違ちがうから今まで同じだなんて思ったこともなかった。

　喜びも悲しみも、微笑みも蔑さげすみも、真っ直ぐに底なしに映うつし出すだろうリッツ・スミスの瞳。

　おそらくそれ故ゆえに残ざん酷こくで容よう赦しやがないだろう。

　けれど、同じように残酷で容赦がないにも拘かかわらず、底が見えないデアスミスの目。

　あれもまた、リッツのそれとはまるで真ま逆ぎやくの意味で残酷で容赦がない。

　どこか地じ獄ごくを思わせる目の色。

　どうして彼がそうなったのか、彼の物語を聞いても多分納なつ得とくすることはないだろう。同じ目に遭あっても、そうならない人はいる。

　いつか聞くことになるだろうか。興きよう味みがないわけでもない。

　何な故ぜデアスミスは。

「……賢けん者じやの石のことを」

　リッツの表ひよう情じようが凍こおる。瞳どう孔こうが狭せばまり、顔色が悪くなる。

「知っているんだね」

　暫しばらく迷まよった挙あげ句く、リッツは頷うなずいた。

　マルタは二人のやりとりを黙だまって見ていたが、ふと立ち上がってキッチンに行き、何事かを始めた。

　バーチは一瞬それを目で追ったが、すぐにリッツに視し線せんを戻した。リッツはマルタの行動などという些さ末まつな事には気がついていない様子で身体からだを縮ちぢめて俯うつむいている。

　自分の思い出や、与えられた恐きよう怖ふに今も痛いためつけられているように。

「知っています。正確に言うとアテンダントというものについて知っています」

「というのは？」

「賢者の石へと導みちびくものです。それは人体に寄き生せいして一定期日を経けい過かし、そして時が満ちれば現あらわれます」

「人体に？」

「はい」

　バーチは目の下に皺を刻きざみ、声を潜ひそめて囁ささやく。

「……デアスミスは、おそらく君がオスタスに来ていることは知っていたはずだ。君は特に身を潜めているわけでもないし、私と探偵Ｍの騒そう動どうの際さいには助手として傍そばにいるわけだから。リッツ・スミス。君はどうしてオスタスに来たんだ？　デアスミスを追ってか？」

　リッツは少し泣きそうに笑う。

「いえ。……街にいられなくなったので。身よりもありませんでしたから、担たん当とうの警けい察さつ官かんが知り合いの警部に連れん絡らくをしてくれて。その方がトーリアス警部の友人で。そしてトーリアス警部がマルタを紹しよう介かいしてくれました」

　そのマルタはいつの間にかリッツの横に立って、リッツのカップを勝手に取って腰こしに手を当てて中身を一気に飲んでしまい、満足げな息を吐はいたかと思うと、台所にカップを持って行った。

　リッツは自分の思いに沈しずんだまま話しているものだから、マルタのその行動に気がつかない。

　バーチは視線でマルタの行動を追うが、リッツの話を中ちゆう断だんするのも何なので黙だまっている。相づちを打つのが先だ。

「両親もなくなっていましたし、もとより親しん戚せきもない家でしたから。それでも兄は僕ぼくを脅おどしていきました。繋つながりなど誰も持つなと。持てばお前が悲しい思いをするだけだ、なぜなら私がその絆きずなを断たち切るからと言って消えたんです」

　辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せ、膝ひざの上で拳こぶしを作ってリッツは言う。

「アテンダントというのは。君に寄生しているのか」

　視線を覗のぞき込こんでバーチは言う。

　リッツは頷く。

　マルタは台所から湯気の立つティカップを持ってきて、リッツのソーサーに置く。

「はい。兄は僕に種を埋うめ込んでいきました。そして時が来たら来るつもりなんでしょう。だから、僕は兄を捜さがさないし、兄もまだ僕を必要としていない」

　マルタはすました顔で椅い子すに戻もどる。

「アテンダントが現れるのはいつだ」

「わかりません。五年はかからないと思います。兆候があると兄は言っていました」

「……今ではないのなら、私が知ったのは僥ぎよう倖こうだったかも知れない。何か手だてを探さがそう。まずは発はつ現げんした時、君が損そこなわれないかを調べよう。損なわれる事がありそうなら回かい避ひする手だてを。ただし私もＦ教室の一員だ。賢者の石は探している。君を助けるのはただ、デアスミスを出し抜ぬくためだと考えてくれ」

　その言葉を聞いて、リッツはようやく笑った。

「それがいいです。ドクトル・バーチに慈じ善ぜんは似に合あわない」

「そうかね？　心外だ。次の計画は贈ぞう収しゆう賄わい疑ぎ惑わくで取りざたされている某ぼう企き業ぎようの倉庫から、たんまりとおもちゃを盗ぬすんで街の子こ供どもにばらまこうというものなのにな」

「あは、それは敵てき対たいしたくありませんからやめてください」

　リッツは思わず噴ふき出して笑い、緊きん張ちようを解といた息を吐はいてカップに手を伸のばす。

「けれどいいのかなぁ。ライバルである貴方あなたにこんなことを話して」

「かまわんだろうさ。私が聞きたがっているのだし、何より、ライバルが一番信用出来るものだ。私がマルタ・サギーを頼たよったようにね。そうだ、よければ後で診しん察さつさせてくれないか。状じよう況きようを把は握あくしておきたい」

「本当ですか。助かります」

　あからさまに安あん堵どした表情でリッツは言う。

「……本当は、不安で、怖こわくて。でもお医者様にかかっても、こんなこと、しょうがないから」

　マルタは先せん刻こくから頭の後ろで手を組んでつまらなそうに二人の話を聞いている。

　リッツがティカップを一口含ふくみ、思い切りバーチに向かって噴き出してげほげほと咳せき込んでもそのままだった。

「まっず！　不ま味ずい！　なんだこれ！」

「僕が淹いれた紅こう茶ちやだぞ」

「不味い！　毒だ！」

　カップをソーサーではなくテーブルに置いてリッツは言う。

「人がせっかく淹れた紅茶をそんな風に言うなよな」

　マルタは怒おこるリッツをよそに、窓まど枠わくの上辺りに視し線せんを据すえて動かそうともしない。

「……マルタ・サギー。大人げないぞ」

　白いハンカチをポケットから取り出して、顔を拭ふきながらバーチは言う。

「あ！　ごっごめんなさいバーチ！」

　ようやく気がついて顔を真っ赤にしてリッツは言い、タオルを取りに駆かけ出した。

　二人になった部屋で、相変わらず視線を動かさないマルタはバーチに言う。

「おい」

「なんだね」

「やっぱり年の功か」

　髪かみまで濡ぬらしたバーチがクスクス笑う。

「そうかもわからんね。何しろ私は紅茶を噴き出させるような真ま似ねは、今の場合にはしないもの」

　視線を動かさずにマルタはほんの少し頬ほおを赤くし、鼻に皺しわを寄よせた。

「よしなさい、子供みたいに」

「子供だもの」

「子供だな」

「うるさい」

　バーチは声を上げて少し笑い、リッツに差し出された石せつ鹸けんと太陽の匂においのタオルで顔と髪と服を拭いた。







　リッツの部屋で触しよく診しんを終えて、バーチは思考に沈しずみながら呟つぶやく。

「外げ科か的にはおかしいところはないよ。もうすこし太りなさい。それと、腰こしがすこし弱いようだね。座すわりすぎには気をつけて。毎日一定の時間、早足で歩くのを習しゆう慣かんづけるのがいいだろう。アテンダントに関しては、何とも言いようがないな。私の屋や敷しきなら設せつ備びが揃そろっているから、また別のアプローチも可能だが、さてねぇ」

　ふむ、と考えてバーチは顎あごに手を当てる。

「貴方以外のお医者様では、わからないんですよね。いくらなんでも、貴方のお屋や敷しきに伺うかがうのは問題でしょうし」

　マルタの部屋とは違ちがい、こざっぱりと片かたづけられたリッツの寝しん室しつ。壁かべ紙がみも自分で張はり直した。

　若わか枝えだのパターン、エンボスの薄うすい緑。その壁紙を照らす光はそろそろ黄き味みを強くしている。

「リーサーズローズ騒さわぎの時にいたろう。王立の研究所のエシ博士。彼など適てき任にんではあるよ」

　バーチの横に立っていたマルタとリッツは、お互たがいを見ずに同じタイミングで同じ感かん情じようを表した。

　アレはヤだ。

「そういえば、検けん査さの結果はどうなったんだ、マルタ・サギー」

「連れん絡らくは来てないな。……何で知ってるんだ」

「怪かい盗とうはなんでも知ってるよ」

　嘯うそぶいて笑う。

　動作で促うながされ、開けたシャツの前をリッツは起きあがって直す。

「何か異い常じようがあったら呼ぶがいい。私はどこにいても駆かけつけるから」

　バーチは自信に満ちた顔で微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。心強いです」

　嬉うれしそうにリッツは言い、マルタはやっぱり面おも白しろくなさそうだ。

「それではそろそろ失礼しよう。怪盗と探たん偵ていはあまり癒ゆ着ちやくしすぎてもよくない。今日は有ゆう益えきな日だった。ああ、それと、コンファーメイション派はとやらだが、私も初耳だ。Ｆ教室にカード使いがいるという情じよう報ほうともども、洗あらってみる価か値ちはあるだろう。何かあったら知らせるよ」

　言って居い間まに戻もどり、コートとマフラーをつけ、からになったバスケットを手にバーチは外に出る。

　二人は見送りながら言う。

「今日は、本当にありがとうございました」

　リッツが恐きよう縮しゆくした様子でどこか一生懸けん命めいに。

「ところでお前、陛へい下かの御ご前ぜんで目的以外の物は盗ぬすまないとか言っておいて、今日クッキーとか盗んでたよな」

　マルタが意地悪に言う。

　それでもバーチは楽しそうに答えた。

「ああ。そうだな。でも陛下に『こいつは陛下への誓ちかいを破やぶってクッキーを盗んだんです』なんて馬ば鹿か馬鹿しいことを言えるほどには君は愚おろかではないよ」

　紫むらさき色の花の様な笑え顔がお。

　それを残ざん像ぞうの様に残してバーチは、それではと言って静かに扉とびらを閉しめた。

　ジョゼフ犬が少し寂さびしそうに見送っていた。

　リッツとマルタは並ならんで見送り、リッツは閉まった扉に軽く手を振ふり、それからちらりとマルタを見た。

　マルタは相変わらず面白くなさそうな顔のまま、やっぱり閉まった扉を睨にらみつけて言った。

「そんなにバーチがいいならバーチの家の子になればァ」

　リッツはあんまりにもあんまりな言葉に全身の力を抜ぬき、片かた手てに顔を埋うめて言った。

「ガキ」

　その言葉は心底呆あきれて言われたので、マルタは素す直なおに恥はずかしくなって頬ほおを赤くした。

「まぁ」

　マルタが顔を赤くしたまま言う。

「うん」

　リッツもなんとなく照れて聞く。

「ついでだから、全部話さない？　この際さい」

　その言い方がなんだかおかしくて、リッツはつい噴ふき出した。

　マルタはなんだよと唇くちびるを尖とがらせたが、まんざらでもなさそうだった。








　第九章　ウィリアム・デアスミスとリッツ・スミス




　ウィリアム・デアスミスとリッツ・デアスミスは、オスタスからずっと南に下ったある地方で生まれた。

　温おん暖だんな土地で人々は皆みな穏おだやかだったが、問題があった。

　人間族しかいない街だった。

　入り江えには人魚が住んではいたが、街に上がることは許ゆるされなかった。

　人魚たちは気にしなかった。街に上がる用事なんかなかったし、もし出来たとしても流行遅おくれの偏へん屈くつな街になんか誰だれが上がりたいものかと、都会で売っている最新のデザインの櫛くしで髪かみを梳とかしながら言っていた。勿もち論ろん人魚は自分で買い物なんかしない。貢みつがれるのを待っていて、それが彼女たちの歌声と美び貌ぼうには当然なのだった。

　デアスミス氏とデアスミス夫人は、オスタスでの事業に失敗してその街にたどり着いて住み始めた。

　人間族は優ゆう遇ぐうされた。

　街路のオレンジを誰でももいで食べてよかった。

　暖あたたかいから橋の下でも充じゆう分ぶん穏やかに眠ねむれた。多少虫にさされたりしたけれど、我が慢まん出来ないほどではない。

　一家四人での貧まずしい暮くらしはその街で、そんな風に始まった。

　ある日、父親が職しよくを得た。

　とある教きよう授じゆの家の下働きだった。

　給料はよかったから、一月の後に家を借りられた。長屋で一部屋しかない家だったけれど、リッツにとっては充分だった。

　やがて、屋や敷しきの中に住むことになった。あてがわれたのは離はなれの古い建物で、物置の隅すみだったが、リッツには気にならなかった。

　四人で暮らしていて、リッツは幸せだった。

　自分がそうだったから、穏やかな兄がこの暮らしを、そしてこの暮らしを自分の幼よう年ねん期きにもたらした両親を心の底から憎にくんでいたことなど気がつきもしなかった。

　そして何より脳のう天てん気きな自分の事を。

　屋敷に住むようになって少ししてから、兄は屋敷の本を読むことを許された。

　街を歩く上流の人のしぐさや立たち居い振ふる舞まいを、彼は見て勉強していた。付け焼き刃ばではあったが、それを感じさせない彼の観察眼がんと演えん技ぎに、彼の家族と生おい立ちを知る人も、彼はどこか違ちがうと感じさせられた。

　人が何かのために何かを必死でする時の一番の力は怨おん念ねんなのだと、リッツは後で誰かが言ったのを聞いて納なつ得とくした。

　兄の努力と集中力は凄すさまじかった。

　兄は美しい立ち居振る舞いと、穏やかで魅み惑わく的な微笑ほほえみと、耳に甘あまく、人を酔よわせる話し方を身に着けた。

　もともとはひどい嗄しやがれ声で早口、家族にすら聞き取りにくい話し方をする少年だったのが、一週間の高熱の後に聞き違える様な声を手に入れた。

　声が違う、どうしたの兄さんと聞いたら、静かに微笑んで、毒を煎せんじて飲んだんだ、そして熱を出して喉のどを少し広げたんだと言った。その声にはひどく満足げな響ひびきがあって、リッツは怯おびえた。

　だって、死にそうだったのに。

　母さんも父さんも必死に看かん病びようしたのに。

　あんなに僕は怖こわかったのに。

　そんなことは心底どうでもよさそうだった。思いつきもしなかったろうし、言われても静かに瞬まばたきをして微笑むだけだったろう。わからない詩文の授じゆ業ぎようのようにだ。

　その街は差別的で、同時に平等でもあった。

　人間族でない者は排はい除じよするし、人間族でつまらない者なら蔑さげすむし、そして同時に人間族で魅力的な者は重ちよう用ようされた。

　ウィリアムはすぐに屋敷の中に居きよを移うつされた。

　時々渡わたり廊ろう下かや庭で見かける兄は、仕立てのいい服を着て大たい抵ていは本を何冊さつも持って歩いていた。

　デアスミス一家の暮らしは相変わらずだったが、父も母もウィリアムが出世するなら私たちはいいのだと言っていた。リッツの仕事は父の手伝いで、主にゴミの処しよ理りだった。

　妙みように動物の死し骸がいが多かった。変な、見たこともない植物もあったし、何より嫌いやだったのは人間みたいなのだがどうもそうではないという曖あい昧まいなものが時々混まじっていることだった。

　リッツにとってはそれら、魔ま術じゆつ的なものはただ気持ち悪いとしか映うつらなかった。

　ただ、年の終わりに捨すてられる古い帳ちよう簿ぼが面おも白しろかった。

　眺ながめていたら突とつ然ぜん数字の流れが読めた。

　間ま違ちがいが多かった。

　執しつ事じにそれを言ったら、分ぶんを越こえたことをするなと怒おこられてから、風ふ呂ろに入れられて新しい服を着せられた。三日ほど夜も寝ねないで教えられ、四日目に寝て、起きたら帳簿つけはリッツの仕事になっていた。前の事じ務む員いんは馘く首びになった。差別的で、同時に平等な街だった。

　父と母は何も言わなかった。

　喜んでくれるかと思ったが、逆ぎやくに蔑みや憎しみにも似にた感かん情じようを向けられた気がして、リッツは今でも混こん乱らんしている。

　何か月かするうちに、帳簿にはもう一つの流れがあることがわかった。

　多分ここには書かれていない帳簿の流れがある。けれどリッツはそれを言わなかった。

　雇やとい主の教授が死んだ。

　リッツはその教授がなんだか怖くて気持ち悪くて嫌だった。目ばかりがまん丸い、背せと腰こしの曲がった、大きな長い毛の生えた蜘く蛛もみたいな老人だった。

　葬そう式しきが出てからしばらくして、屋敷の主人は兄になった。

　父と母は何も言わなかった。

　相変わらず物置の隅に住んでいた。

　リッツは食事を持っていったり、給料を持っていったりしたが、二人とも一いち応おうありがとうと言ったが、あとは心配と愚ぐ痴ちばかりだった。待たい遇ぐうをもっとよくして貰もらうように言おうかと提てい案あんしても、目立つことはしてはいけない、これが私たちには丁度いい。だけれどもっとお金が欲ほしい、リッツお金をと言われ、いつも二人に会うたびに泣きながらリッツは帰ってきた。何な故ぜこんなに傷きずつくのかわからなかった。

　一度、あれは風の強い、庭に何本も植えられた樹じゆ木もくの、その季節庭を白く彩いろどる花々が、全すべて散り落ちた日。

　物置小屋から帰ってきたリッツをウィリアムは渡り廊下のあかりの下で待っていた。星明かりの鋭するどい、夜の雲が早く流れる空の下で。白い大きな花か弁べんが、散りゆく中で。

　そしてウィリアムは両手を広げて弟を抱だきしめ、リッツはその胸むねの中で泣いた。

「わかるだろう、リッツ。彼らは僕ぼくらとは違うんだ」

　兄の声は耳の奥おくに深く届とどく。

「彼らは自分たちの幸福のために何もしない。愚ぐ鈍どんで無む責せき任にんで、図ずう々ずうしく狡ずるい。僕はね、リッツ。ああいう者たちが大だい嫌きらいだ。この世界の大半は、ああいう者たちで出来ている」

　兄の言葉は穏おだやかな歌のようだ。

「世界を変えようじゃないか。いいかい、一ひと跳とびにだ。僕らがこの目で見られるほど早くに」

「どうするの」

　見上げた視し界かいに、星と花弁と流れる雲と夜とウィリアムの笑え顔がお。煮に詰つめた蜜みつのような。

「神に交こう渉しようする。リッツ、手伝ってくれるね。お前の力が必要なんだ」

　嘘うそだった。

　誰でもよかった。

　十三歳の人間族の少年で、あといくつかの条じよう件けんさえ備そなえていればそれでよかった。

　何かを飲まされて、その後記き憶おくにない。

　気がついたら屋や敷しきが燃もえていた。

　誰も助からなかった。

　兄は姿すがたを消した。

　リッツは街の教会で眠ねむり込こんでいるのを発見された。

　リッツの話で火事は事じ件けんとして扱あつかわれ始め、担たん当とうの刑けい事じからリッツは兄がとある結社の中心的存そん在ざいで、いくつもの事件に関かかわっていた可か能のう性せいが高く、注目されていたことを知る。

　聞かされたその事件はどれも陰いん惨さんで、どれも汚けがらわしかった。

　そしてリッツはオスタスにやって来た。







「ってなわけ。あーおなか空すいた」

　特にマルタの言葉に期待するでもなく、椅い子すに座すわってテーブルに着いたリッツは、そう言って窓まどの外を見た。

「大変だったな」

　意外にもマルタはしんみりと言った。

　意外だったから少し照れてリッツは言う。

「大変だったよ。でもこの話のうんざりするところは何一つ片かたが付いてはいないということさ。そして僕にあの事件に関しての負い目があるということだ」

「じゃ、打ち消さなくちゃ」

　マルタの言葉に、リッツはえ、と視線を上げる。

　マルタは微笑ほほえんでいる。

　ウィリアムの微笑みとは全く違っていた。

　ウィリアムの微笑みは濃こい蜜で、マルタのそれは冷たい水だ。どこにでもある。ありふれた。いつでも手に入るように思えるそれ。

「負い目があると解わかっているなら、負い目を打ち消さなくちゃいけない。僕だって、それくらいの事は解るようになった。リッツ、手伝うからさ。ウィリアムを止めよう。神に関わるべきじゃないし、個こ人じんの問題を世界に広げる……のはいいのかなあ、悪いのかなぁ。まあわかんないけど。とにかくだからってしていいことと悪いことがあるだろうし、身内じゃ僕知らないってわけにもいかないだろう」

　それだけ言って、マルタは黙だまった。

　窓の外は日が沈んで薄はく暮ぼの時間。

　リッツは何も言わない。

　ありがとうと言いたかったけど、なんだかそれも変な気がして言わない。

　ただ涙なみだを堪こらえる。

「おなか空いたな。夕飯僕作ろうか」

　マルタの声に、窓の外を見たまま笑って言う。

「お前焦こがすからやだ。鱒ますでも焼くよ」

「わかった。買い物行くよ」

「頼たのむね。それとクレソンとジャガイモ」

「了りよう解かい」

　マルタは鼻歌を歌いながらコートを着て、外に出ていった。行く先は多分二軒隣となりの魚屋だ。

　助かった。

　全部話して気が緩ゆるんだから、一人で大声で泣きたかったところだ。

　一人になったから、リッツはそうした。

　ジョゼフ犬も、どこかへ行ってくれていた。







　バーチは市内にいくつかある隠かくれ家がの一つで、マリアンナ・ディルベルタに姿を変えた。

　豊ゆたかな黒い巻まき毛、黒くろ貂てんのマント、緑色の瞳ひとみ。黒貂の縁ふち飾かざりのある帽ぼう子しを被かぶり、大変な上じよう機き嫌げんで彼女の経営するティルマカット菓か子し店へと現あらわれた。仕事は仕事だ。

　彼女を一目見るためにやってくる顧こ客きやくに愛あい想そをばらまき、一人の青年には手て袋ぶくろを拾うことすら許ゆるし、礼まで言った。

　普ふ段だんなら下心のあるものにそんな事をさせるくらいなら、自分で拾うか店員に拾わせた。下心のない者が親切に拾ってくれたら微笑む女でもあったが、ここには下心のない者などいなかった。

　それでも彼女は機嫌がよかったので、微笑みを振ふりまいて、店の自室に入った。

「ああ、今日はいい日だ、ジャック！　信じられるか、カードの戦いまで見たのだぞ！　探たん偵ていと助手と話をしたのだ、なんと楽しい一時だったろうか！」

　きゃぁ、と小さく言って両手を胸むねの前で組み合わせて頬ほおを赤らめる。

「ドクトル」

　この部屋付きのメイドのマリーが窘たしなめる。

「ああ、わかっていてよ、マリー。ふふ、今ここでの私はマリアンナ・ディルベルタですもの、貴き婦ふ人じんに相応ふさわしい言葉遣づかいと振ふる舞まいを！　ああ、でもどうしましょう、この楽しさを！　ユリルの河か畔はんで歌ってしまいましょうか！　それもいいわね、ジャック、支し度たくして！」

　冗じよう談だんを言ってバーチは笑う。

「バンジョーでよけりゃお供ともしますがね。水を差すお客が来てますよ。判はん断だんしかねましたので参りました。追い返しますか、どうします？」

「それはあんまりにつれないお言葉ではないですかな、ジャック氏」

　いつの間にそこにいたのか。いや、いつ扉とびらは開いていたのか。

　部屋の中にひっそりと立っていたのは黒いコートと目ま深ぶかに被った帽子の姿すがたのウィリアム・デアスミスだった。

「無礼な」

　ジャックが不ふ愉ゆ快かいげに言った。マリーは何か言われる前に階下に警けい備び員いんを呼よびに駆かけ出す。

「すぐおいとましますよ」

　デアスミスはいつもの微笑みを浮うかべて、ジャックに会え釈しやくした。

「ドクトル・バーチ。僕の弟のアテンダントの生育具合は如何いかがでした」

　一いつ瞬しゆん、場に沈ちん黙もくが落ちた。

　水すい晶しようが砕くだける瞬間を待つような沈黙。

「なんだと？」

　バーチは薄うすく化け粧しようを施ほどこした眉まゆをしかめて言った。

「診しん察さつなさいましたでしょう」

「デアスミス。お前、何を言っている」

「おや、これは。ははは、痛つう快かいですな。お解りにならない！」

　デアスミスの笑い声が室内に響ひびき渡わたる。

　バーチは僅わずかの合間、その笑い声を聞いていたが、ふと全すべてを理り解かいして顔色を変え、デアスミスを睨にらみつけた。

「……愚ぐ弄ろうしたな！」

















　デアスミスは破は顔がんする。

「とんでもない。っはは！　いやぁまさか、ドクトル・バーチたるものがここまで私の策さくに嵌はまって下さるとは！　まぁそのご様子ではアテンダントは未いまだ沈黙を保たもっているようですね。これで私も快こころよく、オスタスを去れるというものだ。アテンダントの目覚める頃ころに、また参りますよ。失礼」

　帽子の縁を持って、デアスミスは軽く下げて挨あい拶さつに代えると、足早に外に出ていった。

「おのれ！」

　バーチはその華きや奢しやな拳こぶしで机を叩たたいた。

　その顔が怒いかりで真っ赤に染そまっている。

「やられた、くそ……！」

　机に叩きつけた拳が震ふるえる。駆かけつけた警備員たちに言ってデアスミスを追わせ、人ひと払ばらいをしてジャックは扉を閉しめ、鍵かぎを掛かけた。

「なんなんです」

「奴やつめ、くだらない……」

　細い肩かたを怒りに震わせ、歯ぎしりをしてバーチは虚こ空くうを睨みつけた。

「私を生死の境さかいに追い込んで謎なぞを掛ける。私はＦ教室の誰だれをも信用していない。唯ゆい一いつ信用出来るドクトル・スペイダは旅行中。頼たよれるのはマルタ・サギーだけ」

　怒りに熱した吐と息いきを歯の間から吐はき出して、バーチは続ける。

「マルタ・サギーは事じ情じようの説明を当然求めるだろう。Ｆ教室ゆかりの私に、リッツ・スミスは相談を持ちかけるに違ちがいない。そうすれば私は診察する」

「なんとまぁ。まだるっこしいことしますな。無む駄だと違いますか」

「……そうでもないさ。私に頭を下げなくて済すんでいる。……そして私はこんなに腹はらを立てている！　ああ、くそ！」

「インク壺つぼとか書類とかぶちまかさんで下さいよ」

　ジャックは淡たん々たんと言う。

　今まさにそうしようとしていたバーチは、それを聞いてどうしようもなく力無く机つくえに突つっ伏ぷした。

「最悪だ。屈くつ辱じよくだ」

「そうですかねぇ」

　力みのないジャックの声に、バーチはえ、と顔を上げる。

「あの、ばけものみたいな男には到とう底てい解らんでしょうが、リッツ・スミスはドクトルに感かん謝しやしたでしょうし、マルタ・サギーもそうでしょう。ましてやドクトルは楽しかったんでしょう？　それは奴の奸かん計けいに嵌っていても、奴は考えもしていない事じゃないんですかね？」

「……ジャック」

　ぽかんとした瞳ひとみで見つめられ、ジャックは片かた眼めを瞑つぶって見せた。

「なにしろあたしは、ゴブリンとしては多少おかしいほど賢かしこいので、そんな真実まで見えるんですよ。まあなんにしろ憂うさ晴らしは必要でしょう。明日、クレー射しや撃げき場の予約を取っておきます。隣となりは馬ば術じゆつ場ですけど馬など乗っちゃぁいけませんよ。落ち着いてないんですから、怪け我がするのが落ちです。何か、甘あまいものと紅こう茶ちやを持ってこさせます」

「ジャック」

「心配はいりませんよ。ここは貴方あなたの店で、甘いものなら何しろ売るほどあるんですから」

　言ってジャックは廊ろう下かに出る。

　外には何人か、バーチの部下が並ならんでいた。

　扉とびらを閉めてジャックは言う。

「事じ情じようは割かつ愛あいしますが、ドクトルが愚弄されました。相手はウィリアム・デアスミス。考えられる手だて、全て講こうじて野や郎ろうの情じよう報ほうとこの先の動向全て洗あらいなさい」

　怒りに満ちた吐息を吐いて、ジャックは言った。

「ドクトルが動いた時に完かん璧ぺきに。潰つぶしてやれるように。いいですね」

　全員が強く頷うなずき、そして散っていった。







　部屋に一人残ったバーチは、出で窓まどに腰こし掛かけ、身体からだを捻ひねって、暗くなり始めた夜空に瞬またたく星を見る。

　そう。

　今日は楽しかった。

　楽しかったじゃないか。

　マルタ・サギーとリッツ・スミス、そして可愛かわいいジョゼフィーヌ。

　サンドウィッチと紅茶とカード。

　あのラーメンとやらはどんな味がするのかな。

　思い出して、くすりと笑った。

　デアスミスの悪意になど、この気持ちは負けない。

　負けるものか。







　ジョゼフ犬をお供ともに、遠くの魚屋まで行くことにする。もう暗くなり始めたから、買えるものが残っていればいいんだけれど。なかったら、まあ、ジャガイモにバターを載のせれば充じゆう分ぶんご馳ち走そうだし、サラミだってまだあった。

　やっぱり街はスケートリンクみたいに凍こおっていたが、一日経たてばみんな結けつ構こう順じゆん応のうしていてなんとか家路についていた。

　ミスター・ブルネル発明のこの靴くつは快かい適てきだ。

　星すら見上げることができる。

　けれどマルタはその足をふと止める。

　ジョゼフ犬がマルタを見上げた。

　マルタはふぅ、と息を吐はいて、ポケットの中にストックが入ったままなのを確かく認にんする。




　プレイヤー、マルタ・サギー。

　対戦の申し込こみがあります。どうしますか。




「……Ｆ教室かＣ派はなら受けよう」

　マルタはぺろりと唇くちびるを舐なめて言う。




　場所はこの先の倉庫。

　質しつ問もんには返答が用意されていません。




「行ってみなきゃわかんないわけか」

　苦く笑しようしてマルタは呟つぶやいたが、確信があった。

　歩き出し、ついてくるジョゼフ犬に立ち止まって言う。

「危あぶないかもしれないから先に帰りなさい」

　ジョゼフ犬は真まっ直すぐに見上げて来る。

「わかんないフリしないで。お前は賢かしこいだろう」

　言ってマルタは歩き出したが、ジョゼフ犬はついてきた。

　マルタは溜息を一つ吐ついて、歩いていく。

　けれど日が完全に落ちたら、ジョゼフ犬はどこかへ消えていた。







　倉庫に着いた時には、もう日はすっかり暮くれていた。

　倉庫の中には荷物はほとんどなく、隅すみや柱の横に、いくつかの木箱が放置されているのが余よ計けい寒々しさを増ましている。

　それらの様子は窓の外の外灯から漏もれ落ちる光で照らされて、長い影かげによってそうとわかるばかりで、お世辞にも視し界かいがいいとは言えなかった。

　寒さが身に染しみる倉庫の中で、白い息を吐いてマルタは言った。

「カード使い！　来たぞ！　マルタ・サギーだ！　用事はなんだよ！」

　声は倉庫に響ひびいてこだまする。

　鎮しずまったところで返答があった。

「そんな大声出さなくても聞こえるよ。対戦の申し込みをしたのは私だ。『名めい探たん偵てい』のカードが欲ほしくてね。よろしく、マルタ・サギー」

　落ち着いた青年の声だ。年の頃ころなら二は十た歳ちくらいだろう。

　暗がりから外灯のあかりの中に足を踏ふみ出す。

　端たん正せいな青年で、仕立てのいい灰はい色いろのコートを着ていた。同じ色の帽ぼう子しを被かぶり、髪かみの色は薄うすい金きん髪ぱつだ。

「マクシミリアン・デリターという名だよ。よろしくな」

「フィランシェ教室の人間か？　ウィリアム・デアスミスの一いつ派ぱの？」

　マクシミリアンと名乗った青年は驚おどろいて目を見開き、それから深く微笑ほほえんだ。

「そうだよ」

「……そうか。じゃぁ受けるよ」

　マルタはポケットからストックを取り出して握にぎった。

「悪いけど、とばっちりを食って貰もらうぜ」

　爛らんと燃える目で、そう告げる。








　第十章　冬のダンス




「とばっちり？　なんの話だね」

　マクシミリアンはポケットから取り出したカードをマジシャンの様に右手から左手へ、また左手から右手へと行き来させる。

　耳みみ障ざわりな音だ。

「デアスミスの一派なんだろ」

「いかにも。ここにいるのもデアスミス様の命によってだ」

「僕ぼくを殺ころしてカードを奪うばえと？」

「そうだね」

「リッツの保ほ護ご者しやがいなくなるだろう」

「ああ、弟君のね」

　しゃららと鳴るカードの音が耳障りだ。

「別にいいさ。なんだったらデアスミス様がお引き取りになるだろう」

「リッツはウィリアム兄さんが怖こわいってさ」

　闇やみの中で、マクシミリアンは笑う。

「だろうなあ。あの方は何しろ特別だから。凡ぼん人じんには恐おそろしかろうよ」

「あんたは怖くないのかよ」

「ひれ伏ふしてしまえばあの方は寛かん大だいだ」

　左手にカードを持ち、マクシミリアンは言った。

「とばっちりなど、君は私に食わせることは出来ない。君は私に負けるからだよ」

「出来るさ」

「確かく信しんがあるのかね？」

「そんなものない」

　だってカードストラグルは今日初めて体験したんだから。

　嘲ちよう笑しようするマクシミリアンに、暗闇の中でマルタは告げる。

「だが、勝つ」

　それは根こん拠きよがないと言われればそれまでだ。

　けれど確信している。

　頭の中には疑うたがいがない。

　ふざけんな。

　ウィリアム兄さんとやら。

「あんたが勝ったら、僕を殺して名探偵のカードを奪うんだろう」

「そうだね。カードストラグルで受けた肉体のダメージは、ストラグルが終わると同時になかったことにされるけれども精せい神しんは疲ひ弊へいしている。君は半日追われた兎のように、私に殺されてくれるだろう」

　マクシミリアンは楽しそうだ。

　彼は彼で、勝つ確信があるのだろう。

「僕が勝ったら？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたか解らないといった間があって、それから笑いを含ふくんだ声が答えた。

「何？」

「僕が勝ったらこっちの条じよう件けんを呑のめ」

「ああ！　構かまわんよ。あり得ないからな」

　マクシミリアンは軽けい快かいに言って白い手て袋ぶくろをした手を開いて見せた。

「では始めようじゃないか。名探偵」




　ようこそ、『カード戦争』へ。マルタ・サギー。

　ストラグルは以下の発声で開始されます。

　伝えますので発声して下さい。




　昼に聞いたのと同じ声。

　僕のカードの声。

「うん、よろしく」

　マクシミリアンを睨にらみつけたまま、手にストックを掴つかんでマルタはカードの声に小さく答える。指し示じに従う。睨み合ったまま声が揃そろう。

「戦場よ来たれ！」

「ここにマクシミリアン・デリターと」

「マルタ・サギーの」

「カードストラグルの開始を宣せん言げんする!!」

　二人は同時にストックから５枚まいカードを引いて、ファンを開くと同時に高らかに言った。

「『カード戦争ウオー』！」

　そのコールで球形の場が広がる。

　中心点から審しん判ぱん役の光が、光の粉をまき散らしながら現れる。

『このストラグルの審判と進行役を務つとめます。ルールに則のつとり、紳しん士し的にストラグルを行って下さい』

「僕が先せん攻こうだろう？」

　マルタは口の端はしを上げて言う。

『はい』

「悪いねぇ、私も弱いものイジメは好きじゃないんだけど」

　レベルの差を感じてか、マクシミリアンは余よ裕ゆうで笑う。

「うん、僕も弱いものイジメは好きじゃないよ」

　マルタは言って、口の端を上げる。

「だけど悪いな、先攻は僕なんだ。僕のオーダーを始める！……I'm Marta Saggy!!」

「なんだと!?」

　マクシミリアンは慌あわてる。

「特定カードは１枚しか入れられないはずだろ!?」

「昼間相手にしたひとだって、一発で特定カードヒットしてたぜ！　Open your fuck'in gate of the power. I will use the card.」

　マルタの神が僅わずかに光を孕はらんで浮うき上がる。カードから金粉が溢あふれる。暗い倉庫の中で、それはまるで星雲だ。ほかは宇う宙ちゆうだ。

「まぁいい」

　マクシミリアンは余裕を見せて笑う。

「拝はい見けんしようじゃないか。『名めい探たん偵てい』のカードの力。それがストラグルでどんな力を発はつ揮きするのかをね。……役に立てばいいねぇ、名探偵？」

「まぁ、ご覧ろうじろ。これがおまえの欲ほしがるカードの力だ。……"DETECTIVE名探偵"!」

　凶きよう悪あくに微笑ほほえんでマルタはカードを軽く掲かかげる。カードが金の渦うずになって消える。

　カードの声がする。

　カウントをどうぞ。マルタ・サギー。

「スリー！」

　マクシミリアンの手からストックが滑すべり出て中空に羽ばたく。

「な、なんだ!?　なぜカードが!!」

　裏うら切ぎられたような声を出してマクシミリアンはカードを手の中から跳とばさないように押おし戻もどす。

「おい、行くな、やめろ！」

　けれどカードは鳥のように羽ばたき回り、それはまるで金の星雲とダンスを踊おどっているようだ。

「ツゥ」

　マルタは指先に付いた金粉を吹ふき飛ばす。

　30枚のカード全すべてがマルタの前に集まり、空中に整然と立って並ならんでいく。壁かべのように。向きは今はマクシミリアンに向いている。

















　カードには意思がある。

　にも拘かかわらずマルタの意思に、名探偵のカードの命令に従したがっている。

　マクシミリアンは目に涙なみだが浮うかぶのを感じた。ひどく心が傷きずついていた。

「やめろ」

　だってひどいじゃないか。

　こんな。

　無む理り矢や理りに従わせるだなんて。

　こんな、無理矢理に奪うばって、裏切らせるだなんて。

　俺おれのカード。

　ずっと一いつ緒しよに戦ってきた。

　魔ま法ほうカードに呪じゆ文もんをつけてやるときには、機き嫌げんを伺うかがって頭を捻ひねって。オブジェクト・カードはまるで頼たよりになる友人のようで。

「やめろ！」

　カードはしん、と整列している。ショーウインドウに並べられたそれのように、きっちりと歪ゆがみなく。行ぎよう儀ぎよく従じゆう順じゆんに。

「ひどいじゃないか私のカードなのに！」

「ワン！」

　マルタは軽く指を鳴らした。

　カードは一いつ斉せいにマルタの方を向いた。

　まるで、マクシミリアンに背せを向けたようだった。離り反はんしたようだった。

　マルタはつまらないものを見るような目でカードを一いち瞥べつした。

「ああ、なるほど。こういう構こう成せいなわけだ。一番のお気に入りはどれだ？　ええ？　マクシミリアン？」

　マルタは人差し指を立てて、壁のようになったカードに、上から下までざっと指を走らせた。

「やめろ！」

「負けを宣せん言げんしろマクシミリアン・デリター!!」

　腹はらから怒ど鳴なるマルタの声に、マクシミリアンは茫ぼう然ぜんと膝ひざをついた。

「わかった、負けだ、負けだから、もう私のカードに触ふれないでくれ、汚けがさないでくれ、頼たのむから」

「オーダー終しゆう了りよう！」

　マクシミリアンのカードがぱらぱらと下に落ちていく。金粉が消える。声が響ひびく。頭の中に。

『２０００８８号ストラグル終了。勝者・マルタ・サギー。獲かく得とくポイントとレベルランクをお伝えしますか？』

「いらない！」

　マクシミリアンを見下し、睨にらみつけたままマルタは怒鳴る。

『解わかりました。『カード戦争』は開戦中です。またのストラグル・コールをお待ちしています』

　光が消え、場が消えてしまえば暗く冷たい倉庫の中だ。

　足あし下もとにはマクシミリアンのカードが散らばっている。

　耳に痛いたいほどの静せい寂じやくがそこにあった。

　マルタも動かなかった。

　少しして、マクシミリアンがひくひくと笑い出した。

「ひっ……ひどいなぁ。誰だれにも触さわらせなかったのに。僕のカードなのにこれでも。ずっと一緒にやってきたカードたちなのに……これじゃ強ごう姦かんだよ……」

「知るか。デアスミスはどこに行った」

「……条じよう件けんというのはそれか？」

「三つだ。今の質しつ問もんに対する答えと、お前の自首。そしてトーリアス警けい部ぶに全て自白すること」

　マクシミリアンはそれを聞いて痙けい攣れんするように笑った。

「……人のカードを強姦しておいて、出す条件にしてはしみったれているな、探偵」

　マルタはマクシミリアンを冷たく見下ろす。

「おまえ。本当にしみったれていると思うのか」

　マクシミリアンは一度身体からだを震ふるわせて、マルタを見上げる。

「いいか、おまえに言っておく。おまえが自分で自白するならいい。だが、口を噤つぐんだり誤ご魔ま化かしたり、嘘うそをついたりしたら、僕は名めい探たん偵たいのカードを発動する。おまえの唇くちびるはおまえの意思を離はなれ、おまえの矜きよう持じを裏うら切ぎって真実をのべつ幕まくなし、相手が誰であろうが喋しやべり続ける。あるいは、おまえが見せたくない全すべてのこと、僅わずかでも質問に関かかわったものを全て、衆しゆう目もくにさらけ出すことになるだろう。僕のカードは容よう赦しやがない。だからいいな」

　マルタの声は小さかったが、他に音のない倉庫の中でよく通った。

「自白しろ」

　梁はりの上で、影かげが動く。

　夜になって人間になったジョゼフ犬が、マルタを護まもろうとそこにいた。

　彼女ですら、その時のマルタは少し恐おそろしかった。

　マルタはデアスミスの居い所どころを聞き出し、倉庫を後にする。

　外に出て呟つぶやいた。

「あ。鱒ます……」

　店が開いているかすら疑うたがわしい時間になってしまった。

「困こまったなぁ」

　ストラグルなんかやってるから。

　いつだって争いより食しよく卓たくのほうが大事なはずなのに、なかなかそうは行かないのはおかしな事だ。

　凍こおり付いた道を行く。

　ひとを脅おどすなんて。

　ひとの大事なものを侵おかすだなんて。

　初めてのことをした。

　湧わき上がる罪ざい悪あく感かんと、そして支し配はいをする快かい感かん。

　マルタはぎゅ、と唇くちびるを引き結ぶ。

　そう。快感だ。

　自分はカードの力を恃たのんで人を脅した。

　悪いことだし無様なことだ。

　力はあくまでカードのものであって、マルタのものではない。

　そんなもので人を支配して快感を得る。

　無様だ。醜しゆう悪あくだ。

　自じ己こ嫌けん悪おで吐はきそうだ。羞しゆう恥ちに顔が赤くなる。

　氷ひよう塊かいを力任まかせに踏ふみつける。

　思いがけず大きな音がして割われ、前から来た貴き婦ふ人じんが顔を覆おおって足を滑すべらせた。

　小さく悲鳴を上げたから、マルタは咄とつ嗟さに手を出してその人の細ほそ腰ごしを抱かかえるように支えた。

「だっ、だいじょうぶですか」

　自分も外灯に掴つかまってバランスを保たもつ。

「まあ、ありがとう」

　焦あせりが滲にじんだ声で彼女が言う。立ち直して息を吐ついた。

「すみません、僕ぼくがうっかり氷を跳とばしてしまって」

「いいえ、私も不注意でしたわ。ありがとう、支えて下さって」

　鳥のさえずりのような、歌のような。

　耳に心地ここちよい声。

　マルタは腕うでの中の人物を見つめた。自分より背せの高い、自分より柔やわらかい、自分よりも胴どう回りの細い、自分とは違ちがうところがでっぱっている人。知人だった。

「ディルベルタさん？」

「あら」

　マリアンナ・ディルベルタはふわりと微笑ほほえんだ。

「あなた、いつかうちの店にいらした、アラン・レイの学生さんね？」

　名門、アラン・レイ高校の学生のフリをして、ティルマカット菓か子し店のオーナーに取材をしたことが前に一度あった。

　その時の事を覚えていてくれただなんて。

　嬉うれしいと同時にちょっと不ま味ずいなとも思う。

　ボロを出しそうだ。

「はっはい」

　顔が熱くなるのを感じる。

　だって、細いし柔らかいしいい匂においするし綺き麗れいだし。

「お名前は忘わすれてしまったわ。ごめんなさい」

　彼女は小さな子こ供どものように肩かたを竦すくめた。綺麗な大人の女の人なのにそんなことをされると可愛かわいくってどきどきしてしまう。

「構かまいません。お気になさらず」

　だって、僕も忘れたし。

「あの」

「はい？」

「僕がホントはアラン・レイの生徒ではなかったらどうなさいます？」

　考えるより先に言葉が出てしまって内心慌あわてる。

　マリアンナは少し驚おどろいてから、くすくすと紅べにの口元に黒くろ革かわの手て袋ぶくろを当てて笑った。

「おかしな子。どうしてそんなことをする必要があるのかしら？」

「あー」

　考えてなかった。

「たとえばどうしても貴方あなたに会いたかったからとか」

　マリアンナはきょとんとして、それから噴ふき出した。

「あは、あはははは、嘘うそばっかり！　あなた私の事なんか、ティルマカットの二階で会うまで知らなかったでしょう」

「う」

　見み抜ぬかれてマルタは顔を赤く染そめる。

　それを見てマリアンナは涙なみだまで浮うかべ、口元に指を当ててまた噴き出した。

　笑い転げるマリアンナに、マルタは照てれ臭くさく困こん惑わくして言う。

「そんな、笑わないで下さい」

「ご、ごめんなさい、失礼ですわよね、ぷっ、あは、くくくっ」

　なぜだか腹はらも立たなかった。

　どんな理由であれ、目の前の年上の美しい女じよ性せいを笑わせているのが自分だと思うと嬉しい。

「ところで、どうして貴方のような貴婦人がおひとりでこんなところを？」

「ああ、伴とものものとバーンガース劇げき場じようのところではぐれてしまって。今日はほら、馬車も車も効こう率りつが悪いでしょう。出先から歩きで帰るところだったのですけれど。芝しば居いがはねて、観客が溢あふれたところで巻まき込こまれてしまって。でも一人歩きなんて久ひさしぶりでしたから、楽しく歩いていたんですのよ」

　全部嘘だが少し本当だ。

　バーチの部下は少し離はなれた場所で誰かが見守っているはずだ。そしてバーチはわざわざマルタとすれ違ちがうために出て来たのだ。

　顔に氷がはねたのと、足が滑すべったのは偶ぐう然ぜんで不覚だった。

　でも、いい。

　最高の午後で、最悪の夕方だった。

　このままで終われるか。

　意地でも。

　そんなわけで、マリアンナは街を歩いてもさほど目立たないベージュのウールのコートに耳を覆おおう帽ぼう子し、彼女にしては質しつ素そなドレスという出いで立たちで、部下にマルタの居い所どころを探さがさせて、ただすれ違うだけのために出て来たのだ。

　こうなったのは偶然で流れだけれど、それならそれでいい。

　どこかで見ているジャックは苦々しく思うだろうし、後で何か言われるだろうけれど。

　多分この気持ちは恋こいなどではなく、冬に春を偲しのぶような、そんな気持ちに近い。

　だが自分は冬ではなくマルタは春ではないのだから、出来ることをしても構かまわないだろう。

　マルタはマルタで、先せん刻こくまでの疲つかれた気持ちが嘘のようだった。

　誰かと話すのが、こんなに心を和なごませてくれる。その効こう果かは少し意外なほどだった。

「あの、よければ僕、お送りしますよ」

「まぁ」

　マリアンナは笑った。

「でもまだ帰りたくないわ」

　バーチも、マルタも傷きずついていた。

　デアスミスの悪意や、自分の弱さや醜みにくさに。

　だから二人とも、奇き妙みように素す直なおだった。

　お互たがいの傷ついてもろい心に、嘘やずるさがあるからこそ向けられる、優やさしい好意が心地ここちよかった。

　今はそれに縋すがって、この夜を飾かざろう。

　そうするのが心地いいと思えたし、そうしたかった。

「リッチヒル公園で、何か催もよおしをしてないかな。新聞で見た気がするんですけど」

「あら、素す敵てきね。たしか市民のオーケストラが来て、踊おどれる場所があるはずよ。ボランティアの白色フェニックスが、辺りを明るくしてくれているのと電でん飾しよくがあるはずでしてよ」

「僕は踊れないんだけど」

「私がリードして差しあげますわ。デビュタントの令れい嬢じようでもあるまいし。間違えたってだれも眉まゆをしかめたりなんかしませんわ」

　では、と言って二人は公園に足を向けた。

　歩きながら実は僕はアラン・レイの生徒ではないんです、探たん偵ていなんですよとマルタが言ってマリアンナは驚おどろいたフリをしてから笑った。







　リッツは、マルタが帰ってこないので結局家にあるもので食事を作った。サラミのサラダと野菜のスープ。一いち応おう二人分。残っても朝食べればいいし。

「どこうろついてんだか」

　ぼんやりと窓まどの外を見つめる。

　アテンダントはまだ目覚めない。

　それが目覚めた時、自分がどうなるのか、アテンダントとはそもそもなんなのか。

　気にはなるが解わからないんだからしかたがない。

　マルタに告白したから思い出す。

　父と母と兄との暮くらし。

　父と母に伝わらなかった言葉。

　たしかに父も母も、兄の言うように愚おろかだったのかもしれない。

「でもだからって、殺すことはないだろ……」

　どんな理想があるからとしたって、やりかたが間違っていれば受け入れられない。

　それは当然の事だろう。

　今はようやくそう言葉に出来る。

　言葉がたりなくて不便だ。

　気持ちを言葉に変えないと、整理が出来なくて不便だ。

　子こ供どもの頃ころはもっと、別のやり方をしていた様な気もするが、今はこれしか出来ない。

　マルタには死んで欲ほしくない。

　知っている誰も皆みな死んで欲しくない。

　好きな人の幸せを願う。

　兄にはきっとこんな気持ちはない。

　いつからそうだったのだろう。最初からだろうか。

　だとすると自分もひょっとしたらそうなのだろうか。

　本当はそれが一番こわいんだ。

　自分も怪かい物ぶつなのだと知らされることが。

　扉とびらがノックされた。

　物思いを破やぶられて、少し驚く。

「はい？」

　マルタかな、と思い、窓まど際ぎわを離はなれる。

「どなた？」

「あの」

　女の子の声だ。

「……誰だれだい」

「えと、マルタは少し遅おくれると思います。鱒ますはね、買い損そこなってしまったみたい。でも、心配ないから。ごはんは先に食べてていいと思います」

　その言葉と声を聞いて、リッツは苦く笑しようする。

「ジョゼフ犬……ジョゼフィーヌ？」

　扉の向こうで息を呑のむ音がした。

「よかったら、ご飯を一いつ緒しよに食べない？　君の好きなお肉はないけど。テーブルについて一緒にご飯を食べないかい。とっておきのチーズを開けるよ。いつもありがとう。マルタには内緒にしておくから」

　前に一度だけ話をした時より、随ずい分ぶん甘あまえた話し方になっていた。それが嬉うれしくてリッツは微笑ほほえむ。

　内うち鍵かぎを開けてノブを握にぎる。

「いいかい、開けるよ？」

　ドアを開けば、そこにいたのは布ぬのの首輪をして、質しつ素そなグレーのツイードのワンピースを着た少女だった。靴くつ下したを穿はいて、ちゃんと靴を履はいていた。

「コートはどうしたの？」

　少女は照れくさそうにリッツの爪つま先さきを見つめて、身体からだの前で手を握にぎり合わせている。

「あの、外に出る時、また着ます」

「そう。どうぞ、お入り。君の家でしょう。おかえりなさい」

　リッツは微笑んで、ジョゼフィーヌを中へと誘さそう。

「あ、あの」

　ジョゼフィーヌは頬ほおを紅こう潮ちようさせて嬉うれしそうに言った。

「ただいま」

「はい」

　リッツは微笑んだ。

　食事の支し度たくを二人分して、紅こう茶ちやを淹れて、二人でゆっくり食事をした。

　ラジオのスイッチをいれて、音楽を流した。

　ジョゼフィーヌは踊おどったことがないというので、食器もそのままにしてデザートのリンゴを煮にている間、二人でたどたどしく踊ってみた。リッツは少し踊れた。

　誰だれが見ているわけでもないから、好きなように楽しく、笑いながら踊った。

　ジョゼフィーヌがそれじゃぁそろそろと言って、貴き婦ふ人じんのように腰こしをかがめて出て行って暫しばらくしてからどういうわけだか両手一いつ杯ぱいに食べ物を持たされたマルタが帰ってきた。マルタは二人分の食器が洗あらい場にあるのを発見してリッツにいろいろ質しつ問もんをし、おまえに彼女が出来た場合僕は一体どういう対たい処しよをしたらいいんだろうとかブツブツ言っていたが、リッツは紅茶を飲みながら黙もく殺さつし、マルタも紅茶を飲んだら黙だまった。

　寝ねる前にもう一回言って、リッツに怒おこられた。




　その夜、雪は降ふらず、星はオスタスの夜を誰のためにでもなくいつも通り豪ごう華かに満たした。

　オスタスは眠ねむる。安らかに。

















　あとがき




　こんにちは。

　長編の二作目です。今回特にパンチラを描びよう写しやしておりませんが、ばっかばっか出とると推すい測そくされるキャラが一人おります。そこも特に特に描写しておりませんが、リッツは困こまってたんじゃないでしょうか。思し春しゆん期きィ。ヒューヒュー。別にこの作品において、おいろけとかパンチラとか、ご期き待たいされる向きは少ないかとは思いますが、何と言いますか、作者の意い気き込ごみとこだわりです。ではなんで描写しなかったのかといえば、まぁいざとなると照てれるもんですな。

　今回作品中でカードストラグルが行われましたが、いかんせん素人しろうとが「ううううギャザリングも遊ゆう戯ぎ王おうもいまいち把は握あく出で来きかねたまんまだよう」と泣きながら構こう成せいしたゲームです。生なま暖あたたかく見守って下さい。ハッタリが効きいてればそれでいいのです。もちろんちゃんとしていればそれがいちばんいいのですが。

　ともあれ今回もまたマルタは大人おとなげがなく、書いていて楽しゅうございました。

　ではまた。次はコレクションＳの二巻でお逢あいしましょう。


二千五年　　　　　野梨原花南













マルタ・サギーは探たん偵ていですか？２




冬のダンス















野の梨り原はら花か南なん
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